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			序章　異世界、はじめました

		

	
		
			　

			宿屋女将の独白

			　

			「いらっしゃいませ、『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』へ」

			（もう何度この挨(あい)拶(さつ)を交わしただろうか？）

			　オークラン王国首都、クランクラン。

			　都の中心を東西南北に貫(つらぬ)く大通り、毎日多くの人であふれかえるその大通りから少し外れた通りにひっそりとたたずむ、一軒の宿屋。

			『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』

			　その宿屋で、女将(おかみ)のカーラ・グライスは一人、物思いに耽(ふけ)っていた。

			　別に、宿の経営がうまくいっていないわけではない。どちらかと言えば、経営は順調である。

			　なぜなら『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』には、多くの売りがあるからである。

			　

			　例えば料金。

			　――安い。とにかく安い。

			　王都に数ある他の宿で、普通に素泊まりするだけの料金や、食事は出るが大部屋で雑(ざ)魚(こ)寝(ね)、といった程度の料金で、個室一部屋と朝・夕の食事付きという、破格の値段で泊まれる。

			　例えば料理。

			　――美(う)味(ま)い。とにかく美(う)味(ま)い。

			　その味は、帝都の一流料理人が弟子入りを懇(こん)願(がん)する、と言われるほどあった。

			　今までにない斬(ざん)新(しん)なアイディアが盛り込まれていて、なおかつ、奇(き)抜(ばつ)ではないといった料理の数々が味わえる。

			　そして何より女将(おかみ)・カーラ・グライス。

			　――女性としては大柄ではあるが、美しい容(よう)姿(し)、魂(たましい)をつかまれる美声、肉感的だが一切の無駄がない肢(し)体(たい)。完(かん)璧(ぺき)と言える美を持っていながら、宿屋という一国一城を一人切り盛りする、その姿。

			　そのすべてが男性、女性、老いも若きも問わず魅(み)了(りよう)するのである。

			　そんな、一見すべてを順調にこなす完(かん)璧(ぺき)な女性に見えるカーラだが、実は彼女には、誰にも言えない秘密がある。

			　それは……。

			『元男の、異世界トリッパー』であるということ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――回想――

			　はじめまして、俺の名前は高(たか)橋(はし)竜(りゆう)太(た)。

			　そこそこの大学を出て、そこそこの会社に就職した、今年で28歳になる、そこそこのおっさんだ。

			　なかには、28歳なんてまだまだ若い、と言うやつもいるかも知れないが、運動しなければすぐに腹が出てくると言えば、どれだけおっさんかわかっていただけるとおもう。

			　製造業という仕事の関係上、入社以来、ほとんど休みを取ることもできなかった。

			　しかも今は入社６年目という微妙な立場で、新人の教育や後輩への仕事の割り振り、客先とのやり取りなど、さらに休みが取れないという悪(あく)循(じゆん)環(かん)。

			　ようやく主任への昇進も決まり、大手メーカーとの大口取引成功による報(ほう)酬(しゆう)として、今日は久しぶりの休みだ!!

			　……ってのに。

			　

			『申し訳ありませんでした！！！』

			　いきなり謝ってくる、この金髪は何者だろうか？

			『申し訳ありませんでした!!』

			　ここは俺の部屋で、しかも昨日の夜は戸締りをしっかりして寝たはず……。つまり、不法侵入!?

			『申し訳ありませんでした！』

			　……まぁいい、とりあえず。

			「うるさいッ！　さっきから耳元でなんだ！」

			　先ほどから、寝ている俺のすぐ横でずっと土下座をかまし、大声で同じ言葉を繰り返す金髪の女性。俺は、ご近所迷惑にならない程度に、できるだけ大きな声でツッコミを入れてやった。
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			『いきなり大きな声を出さないでください!!　びっくりするじゃないですか!!』

			　金髪の女性は、俺の声に驚いたように顔をあげ、『ちょっと怒ってますよ』とでも言いたげな様子で反論をしてきた。

			「なにか……、問題がおありで？」

			　反論をしてきた女性に、輝く笑顔で問うた。今現在の俺の顔は、いつもの顔を通り越して、素晴らしい表情を見せているだろう。

			『ヒィッ!!　ィエ……、ベツニ……、ナニモ』

			　引きつった笑顔で答える女性。

			　ないのか……。まぁいい。

			「で、お前は誰なんだ、いきなり土下座娘？」

			　反論がなかったことに少し残念な気持ちになりながらも、質問を再開する。

			　まずは、この金髪土下座女がいったい誰なのか、それを知ることからはじめるべきであろう。

			　そう思ってした質問に返ってきた答えは…。

			『そんな変な名前じゃありません！　私は最高神です！』

			　といった、ふざけた回答であった。

			　サイコ・ウシン？　ベルギーあたりの芸術家だろうか？

			『違いますッ!!　最高・神です！『最も高き神』です！！！』

			　へぇ～。最高神ねぇすごいすごい……――って、最高神んんんんん！！！

			　いや、服装とかを見てなんとなくはそんな気がしていたんだが、そこら辺の神かと思ったら最高神だったなんて……。

			　こちらの予想のはるか上を超えてきた答えに、俺は驚(きよう)愕(がく)してしまった。

			　驚(きよう)愕(がく)の事実を前にことさら驚く俺を見て、最高神は気分を良くしたのか。

			『えっへん。ぶいぶい、最高神ですよぉ』

			　なんてノリノリで、ピースサインを出しながら笑顔になった。

			「で、その最高神がなんの用かな？　なんか謝ってたみたいだけど？」

			『あれ!?　すごい普通に切り返してきましたね!?　……おかしいなぁ～。もう少し最高神ネタで引っ張れると思ったのに……』

			　まぁ、小説とかにはよくあるパターンだし……。

			　勝ち誇(ほこ)った笑顔にいらっときたが、話が進まなさそうだったので、先を促(うなが)す。

			　俺の態度に、いささか不満だといった様子で、ブツブツと言葉を漏らす最高神。このままでは一向に先に進みそうはなかった。

			　いい加減本題に入ってほしかったので、こちらから先を促(うなが)してやる。

			「てかなんの用だよ、最高神（嗤(わら)）さん？」

			『なんか微妙に字が違う気がしますが……、コホンッ！　説明しましょう！　高(たか)橋(はし)竜(りゆう)太(た)さん！　貴方(あなた)は死にました!!』

			　

			　………は？

			『あれ？　伝わらなかったですかね？　じゃあ、高(たか)橋(はし)竜(りゆう)太(た)さん！　貴方(あなた)は身(み)罷(まか)りました!!』

			　お、落ち着け、難しい日本語を使うな。大体把(は)握(あく)したぞ……、ドッキリだな！

			　突然の宣言に頭が追い付かない。ようやっと絞り出せた言葉が「ドッキリだな」であった。しかしそれも、次の最高神の言葉により弾き飛ばされる。

			『違います、貴方(あなた)は本当に亡くなったんです!!』

			「……まじで!?　なんで!?　まだ若いぞ俺!?　28だぞ!?　……あッアレか！　テンプレか！『私の手違いで殺してしまいました～、お詫(わ)びにチート転生です☆』ってヤツか!!　来た、ついに来た!!　ヒャッホ～イ!!　ウホホ～イ！　チートだゼ～、これで俺もチー…」

			『それも違います！！！』

			「…………？」

			　違うの？　でも謝ってたじゃん？

			　意味がわからない。手違いじゃなければ、いったいなんで死んだんだって話だろ？　まぁ、その答えはすぐに最高神の口から語られたけど……。

			『私の手違いで殺したわけじゃありません。ただの寿命です。じゅ・みょ・う！！！』

			　寿命？　俺、寿命で死んだの？　まだ28なのに？　……てか寿命で死んだんならなんで謝ってたんだ？

			　驚(きよう)愕(がく)の事実であった。

			　俺が死んだのは寿命らしい。28で寿命って早くないだろうか？　そんなことを考えている間に、最高神の話は先に進んでいく。

			『……え～、とりあえず説明しますね、貴方(あなた)は28歳になった２ヵ月後、自宅で睡(すい)眠(みん)中になぜか亡くなる。それは「神様統一管理寿命作成手帳」にも書いてありますので、間違いありません』

			　説明しょっぱなで、いきなりわけのわからない単語が飛び出した。

			「ちょっと待て、なんだ？　『なぜか亡くなる』ってのは!?」

			『気にしちゃいけませんよぉ、ぶっちゃけ、設定考えるの面倒だったんです。28年前の私が……』

			「いやいやいやいや、そこは考えろよ!!　どんだけ適当なんだよ、神」

			『えー、面倒くさいですねー。それじゃあ、もう心臓発作でいいよね。うん、そうしよう。死因、心臓発作っと、……ほら、これで！　ＯＫ！　あなたの死因は心臓発作になりましたよ!!』

			　俺が文句をつけると、最高神は渋々といった様子で、「神様統一管理寿命作成手帳」とやらを開き、さらさらとなにかを書き込みはじめた。

			　書き終えた手帳をバッと俺のほうに突き付けて、死因に『心臓発作』と記入されていることを見せつけてくる。

			　そんな簡単でいいのか、死因って……。

			　そして、最高神の字がめちゃくちゃ上手かったとだけ伝えておこう……。

			『それはそれとして、私が謝っていた理由は別にあるんですよ。実は……』

			　急に説明を再開する最高神。ついに謝っていた理由がわかると期待したのだが、最高神はこれでもかとタメを作って、なかなか言おうとしない。

			　それはもう、ファイナルアンサーの正解発表前にタメを作る某人気司会者が、霞(かす)んで見えるほどタメるのである。

			　そして…。

			『実は……、貴方(あなた)が亡くなる日を忘れてまして、輪(りん)廻(ね)の輪を用意していなかったんですよ、いやーまいったまいった。たぶん手帳のページが引っ付いてたんですね。あなたのページをスルーしてたみたいで。テヘッ☆』

			　爆弾を投下してきた。

			　俺は、この最高神を名乗る女の言っていることが、しばし理解できなかった。

			　しかし、ほんの少しの沈黙と考える間を与えられたことにより、じんわりとだが、内容を理解しはじめた。

			「いやいや、『テヘッ☆』じゃ…………ね～じゃろがい！！！　わけがわからん！　なにやってんの!?　見逃しちゃダメでしょ!!　てか、今すぐ用意しろ、神様ならそれぐらいできるだろ!!」

			『え～、今から用意はできないですよ～。物事には順序ってものがあってですね、正式な手続きをしないと、輪(りん)廻(ね)の輪を用意できないんです。強引に入れると、魂(たましい)が壊れちゃう可能性も莫(ばく)大(だい)にありますので、できませんし。待ってもらえるなら、６億８３２８万年後に、輪(りん)廻(ね)の輪を用意できますけど……』

			　開いた口が塞(ふさ)がらないとは、まさにこのことだろう。自分の失敗を棚に上げ、こちらに必要なら待てと言ってくるとは……。

			　どう言い返してやろうかと考えている間に、最高神が話をはじめる。

			『まぁ、理由はご都合主義ってことで置いておいて、貴方(あなた)には選択肢が３つあります』

			　そう言って、どこに隠してあったのか、１枚のフリップを取り出した。そこにはこう書いてあった。

			 

			　１．輪(りん)廻(ね)の輪を待つ。（６億年待てるかな？）

			　２．浮遊霊として彷徨(さまよ)う。（除霊される恐れあり）

			　３．異世界へＧＯ！！！（オススメ！　超オススメ！　最高神さん一押し!!）

			 

			　明らかに怪しい文言が見受けられる。

			　１、２は、かすれた文字で、おどろおどろしく書いてある。しかし３は、スーパーなどの安売りセールなどでよく見かけるような派手な色づかいで目を惹(ひ)くように書かれており、あからさまに怪しい……。

			『どれにします？　私としましては、異世界行きをお勧めします！　……揉(も)み消しが簡単ですので』

			「今、なんかボソっと言わなかったか？」

			『イエイエナニモイッテオリマセンガ』

			　急に片言で語りはじめる最高神。

			『……で、どれにするんですか？』

			　なおも詰め寄る最高神。

			　怪しい、怪しすぎる！！！

			　俺の警戒心は、３は選んではいけないと言っている。

			『……３なら、チートもＯＫですよ？』

			　なに!?　チートＯＫですと!?　明らかに怪しいがチートは魅力だ。

			　こちらの手のうちを知り尽くしているであろう最高神は、先に切り札を切ってきた。

			　そう、なにを隠そう、俺こと高(たか)橋(はし)竜(りゆう)太(た)はオタクである。それも、隠れオタクだ。

			　オープンにはできないが、隠れてネット小説なんかを読みまくっている。

			　とくに日本最大の投(とう)稿(こう)ネット小説サイト『小説を読むゼヨ！』は素晴らしい!!　いろいろな人が自分の空想、妄想などをまとめて詰め込む投(とう)稿(こう)小説がいっぱいなのだ！

			　そのサイトで、さまざまなチートモノや、主人公最強モノと呼ばれるジャンルの話を読んでは、「自分ならこうするのに……」などと妄想に浸っているのだった。

			　親にも言えないひそかな秘密である。

			　そんな俺が憧れのチート主人公に!?　おいしい、おいしすぎる！　おいしすぎて逆に怪しいが……。

			『どれにしますか？』

			　悩む俺に、最高神からの一言。

			　俺の口は、答えは決まってるんだ、といわんばかりに、反射的に答えを返していた。

			「決まってるだろ！　３の、異世界へＧＯだ!!」

			　こうして、俺こと高(たか)橋(はし)竜(りゆう)太(た)は異世界へ行くことを決めたのであった。

			　

			『さて、私の説得の甲(か)斐(い)あって、異世界行きを決意してくださいましたが、えーっと、チートはどうしますか？　今なら大チャンス!!　大抵の願いならかなえますよ？』

			　チートか。どうしよう……。

			『なんでもいいんですよ～。体力無限でも魔力無限でも不老不死でも。なんならアニメや漫画、ゲームの技でもいいですよ～。

			　例えば、異次元空間にさまざまな伝説の武器や防具、アイテムなどを仕舞い、いつでも自由に取り出したりできる技とか、１つのキーワードを言うだけで、事前に起きた現象をリセットすることができる技ですとか、オーバーテクノロジーのアイテムを多数詰め込んだ、異次元につながる取り外し可能な袋ですとか。なんでもＯＫですよぉ～』

			　異世界行きを決意した俺に、最高神は素晴らしい話を提案してきた。

			　どうやら、先ほどちらっと話していた通り、チートをくれるらしい。

			　散々読み散らかした異世界転生や異世界トリップモノの小説では、チートや召(しよう)喚(かん)時の付与能力というものは、神様や召(しよう)喚(かん)世界で勝手に決められていることが多かったり、自分で決めることができるが、かなえられる願いに制限があったりしていることが多かった。

			　しかし今回は、自分で選べる＆回数制限もないようだ。非常においしい。しかし、非常にきな臭い。

			　だが、現金なもので、チートがもらえるとわかった瞬間から、俺の頭のなかでは、もらった能力でなにをしようか……などと考えはじめていたのである。

			「それはそうとして、俺が行く世界はどんな世界なんだ？」

			　やっぱりそこは気になるだろ。

			　たとえチートをもらえるにしても、現代日本のような世界に飛ばされて武力ＭＡＸなチートをもらっても、役に立たないかもしれない。

			　自分がどんな世界に飛ばされることになるか、確認することは大事である。

			　行く世界に関して、言葉を濁(にご)されるといった小説もあった。話をそらされる可能性も考えていたが、最高神はさらっと答えてくれた。

			『……え～っと、剣と魔法の世界ですね。某有名ＲＰＧのような世界観を取り入れ、さまざまなゲーム的要素を現実と混合させた、私の最高傑(けつ)作(さく)世界の一つです。亜人やドラゴンなんかももちろんでてきます』

			　なるほど…………ってことは。

			「戦争とかもあるってことか？」

			　やっぱりそこは気になるだろ。……って、この反応２回目!!

			『そんなことはありません。基本平和です。ときどき魔物が村を襲うぐらいで……』

			　それほど危険はないということか。

			『それで、大体どんな能力がいいかは考えましたか？』

			　まぁ、平和だってんなら…。

			　さらなる最高神の問いかけに、俺は数秒と間をおかず答えた。

			「女になってみたい」

			『………………は？』

			「女になってみたい」

			『いやいやいやいや、ちょっと待ってください!?　……えっ、いきなりですよね!?　さっきまで「チート、ヒャホ～イ」とか言ってませんでしたっけ？　それがいきなり、「女になってみたい」？　話が飛躍しすぎです!!　そもそもそれ、能力じゃないし!!』

			　最高神は、混乱しているようだ。

			　まぁ、確かにそう思うかも知れないが……。

			「あんた最高神だろ？　俺のこととかも、すべて知ってんだろ？　なら知ってるだろ、俺がバーチャル世界では女主人公を使ってるって……」

			　そう。俺はいわゆる『ネカマ』ってヤツだ。最近では、最低の詐(さ)欺(ぎ)師(し)みたいな不当な扱いを受けたりするが……。

			　だが俺は誰にも咎(とが)められるつもりはない!!

			　現実世界で体験できないことをするのが、バーチャル世界!!

			　不細工だってイケメンになれる!!　年寄りだって若くなれる!!　ならば男だって女になれる!!

			　それがバーチャル世界!!

			　俺はゲームをするときに、画面越しであろうとも、男の尻(しり)を追いかけるより、女の尻(しり)を追いかけていたい!!

			　……っと、本音が漏れてしまったが、そういったこともふまえて、俺はバーチャル世界では女になっている！！！

			「だから俺は投(とう)稿(こう)小説を読みながら……。自分が異世界に行けたら女になってみたい、と常々思っていたんだ!!」

			　ここがアニメの世界であったら、ドドォンと効果音でもなって、日本海の荒波がバックに映っているんじゃないかと思えるほどの渋い顔と渋い声で、俺は宣言した。

			　

			　しかし、これはマジだった。

			『女になってみたい』は、俺が勝手に思う『男の子が憧れる夢ＴＯＰ10』に入ってるんじゃないだろうか？

			　心のどこかでは女になってみたいと思っている男が、結構いるんじゃないだろうか？

			　某有名子供向け番組エンディングでも、よく流れていただろう？

			　しかも幸いなことに、俺はこういう話にありがちな、『年齢＝彼女いない歴』ではない。それなりに体験も済ませた。ある意味、男として悔いのない人生を歩んだと思う。

			　唯一、心残りと言えば、結婚して、家庭を持って、楽しい人生を過ごして、孫に囲まれて、畳の上で大往生できなかったことではある。どのみち、寿命で死んだのだから、寿命以前にできることはやれていたので、よしとする。

			　そして、だからこそ第二の人生は『女』として生きてみたい。男のときには感じられなかったことを感じてみたい。

			　まぁ、今の自分では、男と恋愛とかできるとは到底思えないが……。

			　だが、女になってみたいと思うのは間違っていないと思う。

			　

			　熱い気持ちを込めた大演説（実質、５分程度）をかました俺は、最高神をちらりと見る。

			　……最高神は、なぜか涙ぐんでいた。

			『そうですか、そこまで……、そこまで熱い元テニスプレイヤーの日本人男性並みの熱意を見せられたら、仕方ありません。ご要望通り、貴方(あなた)を女として異世界に送ります。ただ……』

			「ただ？」

			『今回は転生という形ではなく、トリップとして異世界に送ることになります。肉体の構成を、一からいじくることになりますので、激痛がほとばしりますよ？　死んだほうがましだと思える激痛が、死んでるのに襲いかかりますよ？　さらに、肉体と精神のギャップにより、悩むことになりますよ？

			　……それでもいいですか？』

			　最高神は、心配そうに聞いてきた。

			　事実、俺のことを心配してくれているのであろう。

			　その、なんとも言えない微妙な表情から、『以前にも同じことをした奴が廃人になりましたよ？』という、無言のプレッシャーを受け取ったが……。

			「もちろんＯＫだ！　こっちの世界でだって、女になろうと思ったら、あの手この手を使って、肉体を作り替えるんだからな。激痛ぐらいなら、なんてことはないさ!!

			　あ、でも待てよ。……肉体と精神のギャップで悩むってのだけは、緩(かん)和(わ)するようにして欲しいかも……」

			　俺の答えは決まっていた。これで俺は、第二の人生を女として歩むことができるようだ。

			『承(うけたまわ)りました。ではチートはどうしますか？　……女にするぐらいですと、私のミスの帳消しにならないんですが』

			　なにやら最後にボソッとつぶやいてはいるが、チート能力も別でくれるみたいだ。

			　ただ、女になってみたいという願いがかなえられると決まった今、チート能力は大した問題ではない。

			　なので。

			「じゃあ……、適当に生き残れるぐらいの能力をくれ！　別に魔王とかを倒すわけじゃないなら、それぐらいでいい」

			　俺は、最高神に返事をした。

			『わかりました！　こちらで最高の状態に仕上げます!!　もう、魔王とか小指でちょちょいのチョイレベルまで完(かん)璧(ぺき)に。この最高神である私が、〝完(かん)璧(ぺき)に〟〝最強に〟仕上げさせていただきます!!　楽しみにしていてください』

			　輝くような笑顔で、最高神は言い切った。神(こう)々(ごう)しいとは、まさにこのことである。

			「いやいやいやいや、別にそこまでは求めてないよ！！！？」

			『では、次に目覚めたときには、向こうについていますので……』

			　俺の言葉を無視して、準備を進める最高神。さっきまで敏感にこちらのツッコミに反応していたくせに、急に反応を返してくれず、ちょっとさびしい……。

			『それでは…………よき異世界生活を!!』

			　その言葉を最後に俺の体を黒い……いやドス黒い球体が包み込んだ。

			「そこはテンプレで落とし穴だろ～～!!」

			　黒い球体に飲み込まれながら、ツッコミを入れたんだと思うが、次の瞬間には俺の意識はなかった。

			　

			　高(たか)橋(はし)竜(りゆう)太(た)が黒い球体に包まれてしばらく。

			『ようやく逝(い)きましたか……。なかなかに面白い人物でしたね。さて……、天ちゃんが来るまでに記録の改(かい)竄(ざん)、改(かい)竄(ざん)♪　っと。

			　さてさて、どんなチートな存在にしましょうか？　あちらの世界の最強な存在よりも、一段階、二段階……、うーん、それでは面白くありませんね……、いっそ、百段階ほど強くしましょう!!

			　うんうん、いい考えです。それと、言語であったり、その他もろもろを……、えーい面倒くさい。とりあえず、全部ぶち込んでおきましょう!!　そうそう、せっかく面白い素材なのだから、廃人になられては困りますね……、激痛もなしにしておきますか！』

			　黒い球体に包まれた高(たか)橋(はし)竜(りゆう)太(た)を見ながら、事もなげに記録の改(かい)竄(ざん)をはじめ、さらには、ガンガン、チート能力を与えていく最高神であった。

			　

			　こうして俺、高(たか)橋(はし)竜(りゆう)太(た)は異世界に旅立ったのである。

		

	
		
			　

			王都を目指して

			　

			　王都『クランクラン』から西に大きく広がる草原。

			　通称、マルタイの草原。

			　英雄マルタイとその仲間たちが、魔王からの刺客である魔物軍団５０００匹をたった10人で撃退したとされ、その戦場として有名になった草原である。

			　その広大な草原のほぼ中心に、大量の紙の束を持った一人の女性が立ち尽くしていた。

			　彼女こそ、高(たか)橋(はし)竜(りゆう)太(た)のトリップ後の姿である。

			　

			　異世界トリップモノお決まりの、「知らない天井だ……」というセリフを言う気満々で目を覚ました竜(りゆう)太(た)だが、その青々と広がる空に、テンプレのセリフを忘れ、思わずツッコミを入れてしまった。

			　しばし呆然としていた竜(りゆう)太(た)に、テレパシーによって最高神から通信があった。その後、最高神からの異世界解説を受けたのである。

			　手に持っている紙の束は、【神様ＦＡＸ】という、新しいのか古いのかよくわからない代物で最高神から送られてきた設定資料である。

			　最高神の解説と資料を見比べながら竜(りゆう)太(た)、いや、カーラ・グライスは、あまりのチート性能に驚きを隠せないでいた。

			　

			　まずはスペック。

			　この異世界は、地球のＲＰＧをもとに、最高神、サイコ・ウシンによって作られた世界である。

			　そのため、自身やその他すべてのものに【ステータス】と呼ばれる数値が存在し、その数値が大きければ大きいほど強くなるといった仕組みであった。

			　当然、限界も存在する。

			【体力】と【精神力】。いわゆるＨＰ、ＭＰとよく表記される数値であるが、これは９９９が最高値である。次に【攻撃力】、【防御力】、【魔法攻撃力】、【魔法防御力】、【素早さ】と呼ばれる数値。

			　これは、１００が最高値である。

			　この世界では、これら７項目の数値のみで、強さを表すことができてしまうのである。

			　ウシン曰(いわ)く、すべてのステータスを最高値まで上げた者は過去にいないらしい。世界の半数を手中に収めたとされる魔王であっても、平均75という数値にしか到達しなかったとされている。

			　さて。それでは我らがカーラは、いったいどれほどのチート性能を持っているのか？

			　いくつか例を挙げてみよう。

			　

			　攻撃力……約53万。

			　

			　なんだか、「私の力は53万です」と、少し高い声で言ってしまいそうな数値ではあるが、気にしてはいけない。

			　問題なのは、異常に高すぎる数値のほうである。世界の限界値である１００という数値の、何倍ではきかない、何千倍という数値である。

			　強いなんてものではない。限界を超えてしまっている時点でおかしいのである。魔法攻撃力も似たりよったりだ。きっと、指先ひとつでダウンが現実になるだろう。

			　だが、これは序の口だ。

			　

			　防御力……約13億。

			　

			　もはや、意味不明である。戦闘能力のインフレ化が囁(ささや)かれる昨(さつ)今(こん)のチートもの小説。そんなものがかわいらしく見えてくる、圧倒的な性能である。

			　ちなみに、魔法防御力は約12億だ。

			　どれだけ防御に重きを置いているんだ、と言いたくなるほどのチート性能。たぶん、世界最強とされるドラゴンの攻撃をもってしても、傷ひとつ付けることはかなわないだろう。

			　明らかに強すぎる。

			　一応、参考として。

			　

			　素早さ……５００

			　

			　顔のいかつい、ビール販売部部長なら、思わず「なに―――――!!」と叫んでしまいそうなほどの数値である。

			　万だの億だのという数値を見たあとでは、圧倒的に、圧倒的に、圧倒的に低い。

			　しかし、この数値でも十分、チートなのである。よくよく考えれば、世界最高の速度の５倍なのだ。

			　例を上げると、某神速の抜(ばつ)刀(とう)術を使う明治の剣客がこの世界に来たとすると、彼の素早さが91なのだ。

			　人の目に留まらぬ速さで動ける彼ですら、最高値に達していないのである。カーラの異常さがよくわかるといったものだ。

			　体力、精神力も似たようなもので、すべての数値が、平均の数倍から数千倍以上のスペックを有していた。

			　このタイミングで、すでに意識を遠く飛ばしはじめたカーラであったが、ウシンのおふざけはまだまだ続く。次にスキルの説明であった。

			　この世界には、【神様の贈り物(ギフト)】と呼ばれる特殊能力がある。いわゆるスキルという言葉を、この世界風に言い換えただけのものであるのだが……。

			　この贈り物(ギフト)には、強力な効果を持った物も多数ある。集団で戦うと、ステータスにボーナスが付く贈り物(ギフト)であったり、特定の個人に対してのみ効果を発揮する贈り物(ギフト)であったりと、様々だ。

			　だが、贈り物(ギフト)を持っていることに気が付かずに生活している人がほとんどなのだ。

			　そう。贈り物(ギフト)について知っている文明は、一度、魔王襲来の頃に崩壊している。現在では、古代の遺跡発掘調査で出てきた資料を解(かい)析(せき)中、といったところであるからだ。

			　そんな解(かい)析(せき)の進んでいない贈り物(ギフト)について、知っているというだけでも大きなアドバンテージになるのに、それに輪をかけて、カーラには最高神仕込みの超強力贈り物(ギフト)が付与されているのである。

			　我らがカーラは、どこに行きつこうとしているのやら……。

			　そんなこんなで、あまりのスペックの高さに若(じやつ)干(かん)引き気味になっていたカーラであったが、なんとか気持ちを立て直し、ウシンとの通信を終えた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　遠ざかっていく声に少しの寂(さび)しさを覚えながら、カーラは一つ、ため息をつく。

			　あまりの情報量の多さに、頭がパンクしそうである。ああ、スペック的に情報量がどれほど多かろうが、まったく問題ないはずではあるが、こういったことは気持ちの問題であった。

			　ウシン（最高神が気に入ったとかで、サイコ・ウシンという名前を自身に定着させたらしい）から得た情報は様々であり、世界の成り立ちから身近なお金の管理についてまで、とてもたくさんだった。

			　ＲＰＧをベースに作られているという世界だけあり、魔物がなぜかお金を落とすことがあるという、現実では考えられないような現象が起こるという。

			　ただ、それは確率がとてつもなく低く、それだけで財産を築くことはできないとされているらしい。

			　まぁ、朝から晩までひたすらゴブリンを倒し続けても、この世界のお金の最小単位である銅貨１枚を得られるか得られないか、といった確率では、誰もやろうとは思わないだろう。

			　

			「ふむ、まさか若返らせてもらっているとは……」

			　スペック云々よりもカーラが一番驚いたのは、28歳だった自分が20歳まで若返っていたことだった。まぁ、成人に達する年齢が地球よりも早いこの世界では、20歳と言えども、若いわけではなさそうだが……。

			「それよりも、これからどうするか……。とりあえず、王都は目指すとして……、そうだな、向こうで死んだあとの俺がどうなったかはわからんが、ここはひとつ、自分の墓でも立てるかね」

			　こういったことは、気分次第である。高(たか)橋(はし)竜(りゆう)太(た)終(しゆう)焉(えん)の地にして、カーラ・グライス誕生の地ってことで、なにか目立つものでも置いておけば忘れないだろう。

			　カーラは手近にあった石（明らかに、石というより岩といったほうがいいサイズではあるが）を運び、即席で墓を作る。

			　自分の墓とは、何やら縁(えん)起(ぎ)でもない気もするが、これは死んでしまった高(たか)橋(はし)竜(りゆう)太(た)の墓なのだ。

			　パンパンと両手を打ち合わせ、合(がつ)掌(しよう)。目を閉じてしばし、黙(もく)とうをささげる。

			　さて、これぐらいでいいだろう。

			　カーラは気分も新たに、異世界への一歩踏み出していく。

			　

			　王都までの道のりは、順調だった。

			　幾度となく魔物に襲われはしたが、チートスペックを持つ体で、すべて粉(ふん)砕(さい)。飛びかかってきた相手をキャッチし、他の魔物にリリースするだけの、簡単なお仕事でした。

			　そうそう。初めての戦闘は、まさかの対人戦。王都に向かう俺の跡をつけていた盗(とう)賊(ぞく)であった。

			　どうやら、このカーラ・グライスという人間の体は、とても魅力的に見えるらしい。

			　カーラに絡んできたのは、欲にまみれた感じの盗(とう)賊(ぞく)３人組だった。

			「金を出せー。金がないなら体ではらえー」的な、異世界テンプレともいえるノリで突っかかってきた盗(とう)賊(ぞく)との戦闘が、魔物の襲(しゆう)撃(げき)より先に起こってしまったのだ。

			　そして戦闘へ。いや、殲(せん)滅(めつ)と言ったほうが正しいのだろうか？　それとも蹂(じゆう)躙(りん)？

			　なんせ、チートスペックの体である。力加減が上手く制御できていなかったことも問題なのかもしれないが、軽く小突く程度に殴れば、３人のうちの一人の顔面が陥(かん)没(ぼつ)し、そのまま顔面が腹部までめり込み血だまりに沈む。

			　振り向く際に揺れた長い髪すらも凶器と化し、髪の毛で切り刻まれ細切れになったもう一人は、血しぶきを上げながら、短いのか長いのかわからない人生にピリオドを打つ。

			　最後の一人は、急に赤に染まった同(どう)僚(りよう)たちに思考が追い付かず、恐(きよう)慌(こう)状態になったが、軽く突き出された腕に胸を貫(つらぬ)ぬかれて終了。

			　それはもう、悲(ひ)惨(さん)な光景であった。比較的まともな死体が、一つしかないのである。

			　大量の返り血を浴びたはずなのに、一切汚れる気配のない服と体。あまりにも桁(けた)違(ちが)いすぎて、驚きはどこかに吹き飛んでしまった。

			　カーラは、人を殺した葛(かつ)藤(とう)などが自分のなかで湧き起こるかと思ったが、ウシンに耐性をつけられていたようで、なんの問題もなかった。

			　別に人殺しを楽しんでいるわけではないので、かまわないだろう。

			　しかし、問題は他にある。あまりにも力が強すぎるのだ。このままでは、普段の生活にすら支障をきたしてしまうかもしれない。

			　これはいけないと、襲いくる魔物を相手に、力加減の練習。

			　飛びかかってくる魔物をキャッチし、全力で振り回す。すると、空気抵抗で瞬時に火が付き、それどころか空気の壁に激突し、魔物の強(きよう)靭(じん)な肉体すら爆(ばく)散(さん)する始末。

			　それでいて、自身の体には一切の傷がつくことはないのだ。あまりチートすぎるのはよくないと思った瞬間でもある。

			　まぁ、王都に着くころには、きっちり力加減を把(は)握(あく)したので問題ない。

			　

			　王都についてからも、問題は山積みだった。

			　なにせ、カーラにはなんの目的もないのだ。

			　冒険者として生きる、というのも考えたが、もともとケンカなどが得意ではない。大型の魔物などと戦うのは御(ご)免(めん)こうむりたいし、かといって裏方に回り、様々な策(さく)謀(ぼう)を巡らせるというのも性に合わない。

			　ここはやはり、異世界の知識をフル活用した職業チートを目指すべきではないだろうか、と結論付けた。

			　職業チートなら、なにがいいだろうか？

			　よい案など浮かばなかったが、門をくぐる順番が来てしまった。カーラは、門番をしている騎士についていき、質問を受けた。

			　だが、この騎士、とても軟(なん)派(ぱ)ヤローであった。開口一番、「美しい」だの「綺(き)麗(れい)」だのと、爽(さわ)やかイケメン・スマイルをこちらへ投げかけてくるのだ。

			　うん、爆発すればいいのに。

			「それで？　王都にはなにをしに来られたのですか？」

			　ディックからの問いかけ。

			　ああ、ディックというのは、カーラの入門審査を担当することになった騎士である。聞いてもいないのに名前を告げてきたので、カーラはそう呼ばせてもらった。

			　おっと、そんなことより、なにをするかだったな。

			　職業チートで、様々な異世界の知識を生かすことのできる職業……、そしてそんなにしんどくなさそうな職業……、そう、宿屋だ。

			　カーラの勝手な思い込みかもしれないが、きっと宿屋なら、それほど面倒はないだろう。

			　くくく、異世界知識をふんだんに盛り込んだ宿屋で、世界を獲ってやろう。

			　

			　こうしてとても単純な思い付きから、カーラは宿屋をはじめる決意をした。

			　まぁ、単純な思い付きだったので、事前情報を一切集めていなかったのだが、どうやら宿屋を開業するには、それ相(そう)応(おう)の資格が必要であるということを後ほど知った。

			　宿屋をはじめるためには、市民権の獲得（王都に５年以上住む）か、冒険者として、Ｂ級以上の実力を認められる、というののどちらかが必要だと、カーラはディックから聞いた。

			　職業チートをさっさと目指したかったカーラは、冒険者になる道を選んだ。

			　冒険者ギルドまで来て、受付嬢に声をかけたのまではよかったんだが……「冒険者になりたい」というカーラの言葉に対して返ってきた答えは、無情なものであった。

			「冒険者になるには、冒険者育成学校の卒業証明書が必要ですが……」

			　なにやら困り顔でカーラのほうを見てくる、受付嬢のリリカさん。

			　そんな顔をしないで。ディックという騎士からは、そんな情報がなかっただけなの……。

			　さてさて、カーラの異世界生活。しょっぱなから挫(くじ)けまくりではあるが、大丈夫かね……。

		

	
		
			第１章　宿屋は毎日大忙し

		

	
		
			　

			宿屋の日常　１

			　

			　クラン大陸のほぼ中心と言っていい位置にある、オークラン王国。その首都として、貿易、商業、産業、さまざまな分野の中心地でもある、王都クランクラン。

			　昔の偉人が作ったとされ、現在の魔法技術では、傷一つ付けられないであろうと言われている城。

			　あまりの外観の美しさから『白(はく)静(せい)宮(きゆう)』と呼ばれる王城を中心とし、東西南北にそれぞれ城門まで大通りが貫(つらぬ)いている。

			　大通りを区切りとし、それぞれが商業区、工業区、養成区、居住区と分けられ、それぞれの分野に精通したエキスパートたちが、日夜、己の技術なり情報なりをやり取りしている。

			　そんな商業区にひっそりと佇(たたず)む一軒の宿屋が、『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』である。

			　商業区の大通りから外れ、街の喧(けん)騒(そう)から少し遠いこの場所が、今や世界から注目される地域になったのは、つい最近のことである。

			　そう。宿屋『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』の名前が世界的に有名になったことが、原因の一端である。

			　そんな、今や世界の中心になりつつある宿屋。

			　昼の書き入れ時も終わり、静かに落ち着きを取り戻し、なんなら普段の静けささえ帯びはじめたその宿屋に近づく、一人の男の姿があった。

			　

			　宿屋のカウンターで、物思いに耽(ふけ)る美女が一人いる。

			（……本当にいろいろあったなぁ）

			　この宿の女将(おかみ)、カーラ・グライスだ。
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			　彼女は、元男の異世界トリッパーである。そんな彼女の思考は、トリップしてから現在までを走馬灯のように振り返っていく。

			（本当にいろいろあった……。トリップして目を覚ました最初の場所は、マルタイの平原だったわね……。思わず、異世界テンプレなら「知らない天井だ……」ってセリフを言うところだろ!?　って、ツッコミを入れたのよね……。まさか、青空が広がっているとは、思いもしなかったわ……）

			　その後もいろいろとあった。

			　最高神から、この世界のことを聞いたり、自身のことを聞いたり……。

			（適当に生きられる程度の能力でいいからって言ったのに……、まさか、この世界のＭＡＸ能力値をはるかに凌(りよう)駕(が)した能力を与えているとは……）

			　本当に、あの最高神はなにを考えているのであろうか……。もしかしたら、なにも考えていないのかもしれない。

			（それに、最高神が、私が適当に付けた名前を気に入って、自身で『ウシン』と名乗り出すとは思わなかったわ）

			　カーラは、「ふふっ」と、忍び笑いをこぼす。

			　王都に向かっているときに賊(ぞく)に襲われたが、有り余るチート能力で賊(ぞく)を首ちょんぱしてしまった……。

			　王都に着いたら着いたで、城門前で尋(じん)問(もん)にあった。尋(じん)問(もん)の最中に、カーラは宿をはじめたいと決めた。

			　王都に入ってからも、いろいろと問題は多かった。

			　トリップ一年目は、宿屋を経営するための条件を満たしていなくて、学校に通わされたり、各地を放浪させられたりと、散々であった。

			　２年目、３年目は、宿経営の資格条件である市民権の取得か、Ｂ級冒険者の資格を取得するために、冒険者として世界各地を回り、さまざまな依頼をこなした。

			　３年目の終わりごろは世界中の顧(こ)客(きやく)、ギルド、さまざまな人物に、冒険者をやめるという挨(あい)拶(さつ)回りをした。

			　４年目に念願の宿経営をはじめたが、人が集まらず、毎日閑(かん)古(こ)鳥(どり)が鳴いていた。

			　冒険者をやめるための挨(あい)拶(さつ)回りの際に、宿をはじめることを告げていればもう少しましだったかもな、と今更ながら思ったりしている。

			　まぁ、５年目になると、経営は徐々に改善されてはいったが。

			（なんだか、ろくな思い出がないわね……）

			　カーラは、自(じ)嘲(ちよう)気味に思う。

			　ウシンにもらったチート能力のせいで、ピクリとも動かない表情筋ではあるが、動いたとしても、その顔に浮かぶのは苦笑であっただろう。

			　そして、５年目、現在である。

			　

			　たった５年、されど５年である。

			　数多くの出会いもあり、別れもあった。

			　冒険者ギルドの受付嬢・リリカ、なぜかカーラの出(しゆつ)立(たつ)する城門の警備に毎回ついている騎士・ディック、冒険者学校でペアを組み、男言葉を矯(きよう)正(せい)してくれたアンジェリカ。

			　西でも、東でも。

			　カーラは誰かに出会い、別れた。

			　出会った思い出にうれしくなり、別れた思い出に少し表情がかげる。

			　そんな一(いつ)喜(き)一(いち)憂(ゆう)を繰り返しながら、今現在までの生活を振り返り、カーラは一つの結論を出した。

			（なんだかんだ言って、十分に楽しんでいるんじゃないだろうか。ウシンには感謝しないとな）

			　そして、思考の海の中からゆっくりと浮上する。

			　これから、ほんの少しだが、自由な時間ができる。

			　お昼の書き入れ時を過ぎた時間から、午後の夕食の準備をはじめるまでの少しの時間は、宿を一人で切り盛りするカーラにとってみれば、大切な自由時間であった。

			　しかし、そんな彼女のゆったりとした午後の時間は、一人の男の登場によって唐(とう)突(とつ)に終わりを告げた。

			　

			　――ッバン！　ガランガラン!!

			　

			　勢いよく開かれた扉と、それに付(ふ)随(ずい)して大きく音を鳴らす、来客を告げるベル。その２つが鳴り終わるか終わらないかのタイミングで、一人の男が宿屋に入ってきた。

			「カーラきたぞ～。オムライスを作ってくれ。それと、是非嫁にきてほしい！」

			　扉が壊れそうになるほどの勢いで宿屋に入るなり、カーラに詰め寄る男性。

			「いらっしゃいませ。ようこそ、『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』へ。カイル……、注文は了解したわ。すぐに作るから、いつもの席で待っててね。だけど、お嫁には行かないわよ？　それと、くれぐれもドアを壊さないでね」

			　宿屋に飛び込むなり、輝く金髪をなびかせ、見るものを魅(み)了(りよう)するイケメン・スマイルを浮かべながら、カーラに愛の告白をかますこの男性。

			　なにを隠そう、オークラン王国の国王・カイル・オークランである。
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			　元貴族にして、冒険者。弱(じやつ)冠(かん)18歳にして、宝(ほう)珠(じゆ)『クランの導き』により王に選ばれ、それから８年の間、国王の座に就いている。

			　現在26歳の、好青年だ。

			　貴族の時代からその容(よう)姿(し)の良さでモテてはいたが、特定の相手と付き合っていたという噂(うわさ)は聞かない。

			　さらに国王の座に就いてからは、各貴族があの手この手で娘を妃(きさき)にしようと送り込んだ。

			　が、そのすべてに、反応を示すことはなかった。

			　一時期は、『国王は男(だん)色(しよく)家(か)なのでは？』との噂(うわさ)まで広まったが、カイルは男に興味を示すこともなかった。

			　さらに、『国王は人間不信』やら、『他人への興味がない』などという噂(うわさ)が、町中をかけめぐった。

			　しかし、そんな国王は、カーラに出会い、１８０度変わった。

			「おぉ、すまんすまん。……毎日来ているんだから、いい加減少しぐらい脈があってもいいと思うのだが」

			　来たときとは真逆に扉を静かに閉めながら、カイルは、誰にも聞かれないような小さな声で呟(つぶや)く。

			　なにを隠そう、この国王、言葉の通り、毎日カーラの元を訪れているのである。

			　あの、他人に興味がないのでは、と言われていた男がである。

			　

			　もともとカイル自身、女に興味がない訳ではなかった。

			　しかし、貴族の息子として晩(ばん)餐(さん)会(かい)に出席しているうちに、ところどころで繰り広げられる女たちの蔑(さげす)み合いや、貴族たちの力の誇(こ)示(じ)や相手へのけん制など、負の面を多く見た。

			　そのせいで、貴族への嫌(けん)悪(お)や、女たちの汚らわしさを覚えてしまった。

			　どれだけ美しく着飾っても……いや、美しく着飾ったからこそ、内面の汚らわしさがにじみ出てしまうのであろう。

			　そのため、どんなに美しく着飾った女が来ようとも、カイルは反応を示さなかった。

			　無論、それは、カーラと初めてあったときも同じであった。

			「脈？　あなたに？　それはないわね、……っとできたわよ、オムライス。早く食べて政務に戻りなさい、暇(ひま)じゃないんでしょ？」

			　唯一カーラの美(び)貌(ぼう)に反応を示さなかった男である彼が、カーラに毎日、結婚を申し込むようになったのは、とても単純な理由であった。それは……。

			　カーラの作る飯が、途(と)轍(てつ)もなく美(う)味(ま)かったからに他ならない。

			　

			「おぅ、いつ見ても美(う)味(ま)そうだな……、この卵のふわふわ感とか、どうやって出しているんだ？　城のシェフでも、こんなにふわふわの卵料理は作れんぞ……」

			　カイルが初めてカーラの料理に触れたのは、貴族から献(けん)上(じよう)されたパンであった。

			　それは従来のパンと異なり、やわらかくフワフワモチモチとして、冷めているはずなのに一切硬くなっていなかった。

			　カイルは、一口でカーラのパンの虜(とりこ)となってしまったのである。

			　すぐさま献(けん)上(じよう)した貴族を呼びつけ、職人を城お抱えの料理人として仕えさせようとした。しかし、そのパンを作ったのは、呼びつけた貴族の家の職人ではなかった。

			　フワフワモチモチのパンが忘れられなかったカイルは、なんと勅(ちよく)命(めい)まで出し、お城の諜(ちよう)報(ほう)機関をフル活用してまで徹底的に職人を調べた。

			　カーラの宿へと辿り着いたのは、調査をはじめてから半年もの月日が経ってからだった。

			　もはや執(しゆう)念(ねん)と言ってもいい。

			　まぁ、お城の諜(ちよう)報(ほう)機関を使ってすら、半年もの間発見できなかったカーラの宿の隠(いん)蔽(ぺい)能力には、舌を巻くと言わざるを得ないが……。

			「お世(せ)辞(じ)はいいから、早く食べなさい。もうお昼の時間も終わりでしょ？」

			　カーラがパンの職人だとわかったあとのカイルの行動は、素早かった。直接宿に乗り込み、カーラと交渉をはじめたのだ。

			　始めこそ職人として城仕えを要求していたカイルであったが、カーラの着飾らない美しさと料理の上手さにすっかり心を鷲(わし)掴(づか)みにされてしまったのである。

			　なかなか城仕えの要求に首を縦に振らないカーラに、カイルは言った。

			「わかった。城仕えは嫌なのだな。ならばそれはあきらめよう。……では、結婚してくれ！　いや、結婚しよう!!」

			　まさに、国王の胃袋をガッチリキャッチしたカーラであった。

			　カーラにはにべもなく断られたが、その後も「俺はあきらめんぞ～」という捨(す)て台詞(ぜりふ)を残してカイルはカーラの前から立ち去った。

			　それからは、毎日『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』に現れては、カーラに告白しているのだ。

			　……本当に暇(ひま)人か？

			　

			「ふぉいふぉいふぉい。ひふぁふぁふぁふぇ（おいおいおい、暇(ひま)なわけ）……」

			「ちゃんと飲み込んでから喋(しやべ)りなさい」

			「……ング……ないだろう」

			　前半がまったくなにを言っているのかわからなかったが、大体合っているだろう。

			「ここで飯を食うために、いちいち王城を抜け出してきてるんだぜ。ちょっとは労(いたわ)ってくれよ」

			　これもいつものやり取りである。

			「そんなに危ない橋を渡っているなら、お城で食べればいいじゃない」

			「いやいやいやいや、城じゃカーラの飯は食えんだろう？　それと、カーラを一日に一回見ないとやる気が起きないんだ。よし、結婚しよう」

			　ナチュラルに口説き文句を吐きながら、カーラに詰め寄るカイル。ちなみにオムライスは完食である。

			「料理を褒めてくれるのはありがたいけど、お嫁には行かないからね」

			　今日も玉(ぎよく)砕(さい)する国王であった……。

			　王がカーラと結ばれる日は来るのであろうか……。それは神のみぞ知る未来のお話。

		

	
		
			　

			閑話　男の独白

			　

			　毎日が退屈だった。

			　貴族という檻(おり)のなかで生活していた俺は、日々行われる勢力争いや、自己の強大さを見せ付けるためだけの舞(ぶ)踏(とう)会(かい)などを嫌い、冒険者となった。

			　親は反対しなかった。

			　後を継ぐ者を失うことよりも、むしろ、俺という権力を奪う存在が家を出たことにホッとしてさえいた。

			　15のときに家を出て、冒険者として生きてきた。冒険者として生きているときの俺は、まさしく、退屈なんてものとは無縁であった。

			　貴族として生きているだけではわからなかった、民衆の声。

			　さまざまな不平や不満が渦巻き、しかし、日々を生きることに確かな楽しさを見出す人々。

			　彼らの望みを自身の力を持ってかなえる冒険者という生き方は、俺にとても合っていたのだろう。たった数年のことではあったが、得(え)難(がた)いものを得ていた。

			　だが、俺は、あるとき国王に担(かつ)ぎ上げられた。

			　唯一神『クラン』による導きで、国王に選ばれたらしい。

			　権力を嫌い冒険者となった俺が国の最高権力者になるとは、なんと皮肉なことだろう。神が本当にいるなら、今頃、天(てん)上(じよう)で大笑いしているのではないだろうか？

			　

			　それからは、退屈な日々が舞い戻ってきた。

			　両親は、いち早く俺の元へ飛んできて、見たこともない笑顔ですり寄ってきた。

			「お前が家を出てから、毎日祈(いの)り続ける日々だった」

			「お前のことが心配で心配で、何日も眠れない夜が続いた」

			　などなど、どれだけ俺のことを心配していたかを語る両親。裏では、王父王母だと他貴族にデカい顔をしていたようだ。

			　まぁ、俺が他の貴族と同等の扱いをしたことにより、両親によって虐(しいた)げられてきたさまざまな貴族たちから反発を買って、両親は没落していったみたいだが。

			　そんなことはどうでもいいな。

			　他の貴族も同じようなものだった。

			　毎日毎日顔を合わせると美(び)辞(じ)麗(れい)句(く)を並べ立てる者、なんとか取り入ろうと擦り寄ってくる者、果ては娘を差し出してくる者までいた。

			　

			　俺は媚(こ)びる女が嫌いだった。

			　裏ではなにを言っているかわからないあの態度に、虫(むし)唾(ず)が走るのである。そんな場面は晩(ばん)餐(さん)会(かい)の場や、舞(ぶ)踏(とう)会(かい)の場で腐(くさ)るほど見てきた。

			　なので、貴族たちに娘を差し出されても、当然すべて断ってやった。

			　そんな、腐(くさ)った貴族どもと毎日顔を合わせるのも疲れたころ、一人の貴族が献(けん)上(じよう)してきたものに、目を見張ることになる。

			　それは『パン』であった。

			〝珍しいパン〟だということで、引(いん)見(けん)中に差し出されたそのパンは、献(けん)上(じよう)品として控え室に運び込まれた。そのときは、パンにそれほど思い入れがあるわけでもなく、すぐに忘れてしまったのだが……。

			　その後、幾人かの引(いん)見(けん)をさらっと済ませ、『今日も面白くもないな……』と、冒険者をしていたころを懐かしんでいたとき、腹が鳴った。

			　昼を少し過ぎていたこともあり、なにかないかと探し回ると、そのパンが目に入った。

			「誰かいないか！」

			　ちょうどいいので、献(けん)上(じよう)品のパンを食べようと決め、声をかける。

			「は、ここに。いかがなさいましたか？」

			　俺の呼びかけに反応し、執事のチャン・セバスは音もなく現れた。

			　いつもながら、どこに潜(ひそ)んでいるんだ……。前に聞いたときは、「執事の嗜(たしな)みです」と言われただけだったが……。

			「ああ、少し小腹が空いてな。今日の献(けん)上(じよう)品のなかにパンがあっただろう？　あれを食べようかと思うのだが……」

			「なるほど、毒見ですね。少々お待ちください」

			　俺は全然気にしないのだが、他の者は違うらしい。

			「王が毒見もなしに、貴族からの差し入れを食べるのは危険です!!」とセバスに止められてからは、毎回、毒見を呼んでいる。

			　この毒見には、いつも心が痛む。

			　今回の毒見役は、年のころ14、５といった少女であった。

			　彼女はなんらかの事情により、親と離れなくてはいけなくなったのだろう。俺が王になってからさまざまな改善を行ってきたが、それでもこのような少女がいなくならないのは、本当にやりきれない。

			　しかも、今回の毒見でこの少女が死んだらと思うと、いつも胸が締め付けられる思いだ。

			　しかし、毒見をさせないと、貴族からの献(けん)上(じよう)品であるパンは食えないし……。

			「では、食べてみてくれ」

			　俺の言葉に、セバスが少女をパンの前に移動させる。少女は、パンを見、セバスを見、俺を見、一つのパンを手に取る。

			　親と離れて暮らすことになり、十分に食事を取れていないであろう彼女でさえ、毒入りかもしれないパンを食べるのは気が引けるらしい。

			　悲(ひ)壮(そう)感(かん)漂(ただよ)う顔で恐る恐るパンに口を付けた。

			　……。

			　…………。

			　

			　少女の様子がおかしいことに気づいたのは、セバスか、俺か、果たしてどちらが先であっただろうか？

			　恐る恐るパンに口を付けた少女は、少しの沈黙のあと、顔を輝かせ、そのまますごい勢いでパンを貪(むさぼ)りだした。

			　パクパクやモグモグなんて言葉じゃない。ガツガツといった感じだ。

			「どうやら、毒は入っていないようだが……。これはどういうことだ？」

			「私もわかりかねます。この娘はもう帰しますが、よろしいですか？」

			「あぁ、毒見も済んだことだし問題ない。というか、他のパンまで食べてしまいそうな勢いだぞ？」

			「そうですね、では」

			　少女一人が食べるには少し大きいのでは？　と、思える大きさのパンをすべて食べきり、なおかつ、まだまだ物欲しそうな目をパンに向けている少女を引きずりながら、セバスは立ち去っていった。

			　毒見なら一口、二口でよかったのだが、あの食べっぷりを見せられては、止めるに止められなかったのである。

			「あの反応、気になるな。まぁ食べてみるか」

			　ぱくっと気軽に口に放り込んだのだが、そのときの俺は余りにも無防備すぎた。

			「ふおぉぉぉぉぉぉぉ！！！！！！！　美(う)味(ま)い、美(う)味(ま)すぎる！！！！！！」

			　一(ひと)齧(かじ)りしただけで、あの少女の反応の理由がわかった。

			　

			　まず、なんといっても柔らかい。

			　パンなんてものは、どんなに腕の良い職人が焼いても、カチカチに硬いものだと思っていた。

			　事実、パンはスープに浸して柔らかくして食べるのが一般的だった。

			　そのまま食べるのは、小腹が減ったときにほんのちょっと食べるときか、非常時で浸すスープがないけど、腹を満たさなければいけないときだけだ。

			　まぁ、冒険者時代にはカチカチのパンを頬張りながら、ゴブリンの群れと戦っていたこともある。一般庶民の家では、パンはそのまま齧(かじ)り付いて食べていたりするが……。

			　つまり、基本的にパンはスープとともに食べるのが、王である俺や、貴族たちの当たり前なのである。

			　しかも、焼きたてではない冷めたパンである。

			　従来なら、冷えるとその硬さはまさに鉄の如くになるのだが、冷めてもこの柔らかさというのは、今までのパンの概(がい)念(ねん)を変えてしまうだろう。

			　そして、ほのかに甘い。

			　なにも付けていないはずのパンだが、なんだか甘い味がする。

			　柔らかいのでそんなにかむ必要もないはずだが、今までのパンの感覚で、何度もかんでしまう。

			　一かみ一かみごとに、味に深みが増していく感じさえするのだ。

			　どこまでいっても小麦の味しかしない、なんなら味なんて存在しない既(き)存(ぞん)のパンとは一線を画すパンであろう。

			　口の中に広がった新世界は、今までのパンをただの石ころに変えてしまうほどであった。

			　この味を知ってしまったら、もう戻れない。石ころはさすがの俺でも食えない。

			　いや、結局はパンなのだから食えるのだが、このパンを味わった今ではもう食えない。

			「このパンを作ったのは誰だ！！！！　ぜひ城に来て欲しい！！！」

			「ど、どうかなされましたか!?」

			　いきなりの俺の大声に、近くにいた衛兵が慌てた様子で駆け込んできた。

			「このパンを献(けん)上(じよう)した貴族を呼べ！！！　今すぐにだ！！！！」

			「はいぃ！！！　かしこまりました!!」

			　そう言ってかけていく衛兵を見送りながら、俺は残りのパンを平らげるのであった。

			　

			　パンを平らげてから数日が経ち。

			　引見の間は重苦しい雰囲気に包まれていた……。

			　パンを献(けん)上(じよう)した貴族を、もう一度引(いん)見(けん)に呼び問い詰めてみたのだが、あのパンは貴族の家の職人が作ったものではなく、商人から買ったものであったことがわかった。

			　貴族自身も仕入れのルートを確認したが、明かせないとのことらしかった。懇(こん)意(い)にしていた商人でもあったので、強く問い詰めることもできず、貴族もどこから流れてきているものかは解らないらしかった。

			　ただ、国内で作られていることだけは把(は)握(あく)できたらしい。

			「どうするか……」

			「別にたかがパンでしょう？　そんなに目くじらを立てるほどですか？」

			　俺の呟(つぶや)きを聞いた大臣はそんなことを言った。

			「バカを言うな！　あのパンを食べた後で他のパンなんぞ食ってられるか！！！　なんとしても職人を探し出さねぇと……」

			　ここに建国至上最大の珍命令が、王の名のもと勅(ちよく)命(めい)で下された。

			　

			　さらに月日が流れ……。

			「なに!?　パンの製作者がわかっただと!?　誰だ!?　早く言わないか！」

			「王よ、落ち着いてください」

			「これが落ち着いていられるか！！！　捜(そう)索(さく)を開始して半年だぞ!?　半年もの間、尻尾(しつぽ)も見せなかった、あの『パン』の職人だぞ！！？　すぐにでも俺がその場に行って、城の専属職人として勧(かん)誘(ゆう)したいぐらいだ!!」

			　興奮する俺に、あたふたする大臣ども。報告に来た兵士は、俺に体を揺すられてフラフラしている。

			「こら、貴様。シャキッとしろ。フラフラせずに早く教えないか！！！」

			「では、僭(せん)越(えつ)ながら私が報告いたします」

			　そう言って前に進み出たのは、騎士団長であった。

			「パンの製作者の名前は、カーラ・グライス。『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』という宿を一人で切り盛りする、宿の女将(おかみ)です」

			「宿の女将(おかみ)だと？」

			　騎士団長の報告に俺が返せた言葉は、それだけであった。

			「は、商業区で小さな宿を経営しております、最近、さまざまなことで注目を集めはじめた宿屋です」

			「なるほどな。場所はどこだ？　ちょっくら行って話をつけてくる」

			「王様がわざわざ出向くほどのことではないのでは…」

			「うるさい！　馬鹿野郎、俺が行けば、さっさと話がつくだろうが」

			　そのときの俺は、すぐに交渉はまとまるだろうと楽観視していた。

			　

			　宿の場所を聞き出した俺は、大臣どもが止めるのも聞かず、一直線に宿に向かった。

			「ここか……、なんかシケたところだな」

			『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』という宿屋を初めて目の前にした俺の感想は、そんなものであった。

			　最近有名になってきた宿屋だということだったので、最低でも『歓(かん)喜(き)の庭(てい)園(えん)亭(てい)』と同規模くらいだろうとあたりを付けていたのだが……。そういえば、「小さな宿」だと、騎士団長が言っていたことを思い出した。

			　それにしても、場所は大通りから外れているし、あたりが人の活気であふれているわけでもない。

			　宿の前には、形だけ看板が出ているが、これだけ人通りが少なければ、よっぽどのことでは気づかれないだろう。

			　本当に今、噂(うわさ)になっている宿屋なのだろうか？

			「まぁ、いい。美(う)味(ま)いパンを作る職人がいるんだ、そいつが城に来てくれるかどうかだな」

			　そう言って俺は宿に入っていった。

			　

			　――カランッカランッ

			　小気味良いベルの音とともにドアが開く。

			「いらっしゃいませ、『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』へ」

			　俺を出迎えたのは、とても美しい女性だった。

			　その女性を見た俺は、こんな寂(さび)れた場所にあるちっぽけな宿屋が最近評判になっている理由がわかったような気がしていた。

			　しかし、美しいその女性は、客が目の前にいるというのに表情に一切の変化が見られない。
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			　客商売なのだ。最低限、愛想笑いの一つでも浮かべるものじゃないのか？

			　本当に客をとる気はあるのだろうか？

			　なんてことを考えながら宿のなかを見渡す。

			　入口を入って真正面にカウンターがある。右手は食堂だろうか、テーブルとイスがいくつか置いてある。

			　奥には厨(ちゆう)房(ぼう)も見えるな。

			　カウンターと厨(ちゆう)房(ぼう)はつながっているのか。このあたりはそこらの宿となんら変わりがないな。

			　カウンターのわきから奥へと続く廊下。それが、部屋へと続く道であろう。

			　外観で受けた印象とは違い、落ち着いた雰囲気を醸(かも)し出していた。

			「泊まれるかな？　最近、噂(うわさ)になっているので気になってね」

			　本当は、今すぐ城仕えの交渉がしたかったが、本心を隠し話してみた。

			「申し訳ありません。本日は予約がいっぱいですので……。それに国王様でしたら、王城にお部屋の一つでもございますでしょう？」

			「……なんだ、ばれていたのか」

			「この宿を開業する際、許可を貰いにうかがったと思いますが？　お忙しそうでしたので記憶にないようですね……、本日ご来訪いただいたご用件は、なんでしょうか？」

			　少し皮肉を交えて言ってきた女性に少しムッとしながらも、俺は本来の用件を伝えた。

			「では、単刀直入に言おう。城に来て――」

			「お断りします」

			「……まだ喋(しやべ)っている途中なのだがな」

			「そこまで言っていただければ、大体の察しはつきます。大方、『城に来てパンを作ってくれ』とかでしょう？」

			「……ほう、なぜわかった？」

			　なぜ、パンを作って欲しいということまで先読みできたのか気になった俺は、思わず聞いた。

			「私に、国王様と接点になるようなことは他にありません。そのため、国王様に城へ呼ばれる理由など、他には思いもつきません。

			　実は、贔(ひい)屓(き)にしていただいている商人の方から、『最近、私のパンについて頻(ひん)繁(ぱん)に質問されるようになった』とうかがいました。パンを貴族の方に売ったあと、急に聞かれるようになったそうです。そこで話を聞いてみますと、パンを売った貴族の方は、国王様への献(けん)上(じよう)品としてお城に持っていく、と商人の方におっしゃっていたそうです。

			　私の作るパンは従来のパンとは違うと、私自身も思っておりますし、その製法を他の方に教えたりもしていません。美味(おい)しい、美味(おい)しくないは別として、興味を引かれるのはその程度だと思います。ですので、国王様が来られる理由として考えられるのはそれぐらいかな……と」

			　女は一気に喋(しやべ)りきった。俺はその推(すい)察(さつ)に、本当に驚いた。

			「ほう……、すごいな。よくあれだけの言葉でここまで推理したもんだ。では、改めて……宿屋『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』の女主人、カーラ・グライスよ、城に仕えてパンを作って……くれないか？」

			「お断りします」

			「……なぜだ？　というより、せめて話を聞き終えてから返事をしてくれ……」

			「それは申し訳ありません。しかし、この宿にはお客様がおりますし、予約というかたちでご来訪を楽しみにしているお客様もいます。私しか従業員がいない現状でお城に仕えたら、ご来訪を楽しみにしているお客様にご迷惑がかかってしまいます。

			　よって、申し訳ありませんがそのご要望にお答えすることはできません。それに、パンぐらいでしたら、宿に来ていただければいくらでもご用意いたしますが？」

			　完全に拒絶されてしまった。

			　まぁ、まだ時間はあるし、気長に説得するとしよう。ふふふ、半年間もの間探し続けた俺の執(しゆう)念(ねん)をなめるなよ。

			　だが、しかし。

			「この宿は、泊まらなくても飯は食えるのか？」

			　この疑問だけは解消しておこう。

			「いつでもというわけではありませんが、昼と夕方、短い時間ですが、食堂のようなこともやっております」

			「ならば明日の昼また来る。……それまでに返事を考えておいてくれ」

			「いえ、いつ来られても私の回答は変わらないと思いますが……」

			「いや、案外簡単に変わるかもしれんぞ？」

			　不敵な笑みと言葉を残し、俺は宿を後にした。

			　

			　結果として、カーラは城仕えのお願いには、首を縦に振らなかった。しかし、少し変化した部分もある。

			「いらっしゃいカイル。今日も食事はここで取るのかしら？」

			「当たり前だろ、カーラの作る飯は美(う)味(ま)いからな。よし、結婚してくれ」

			　

			　一つは、毎日、昼食時から少しずれた時間に、宿に行くようになったこと。

			　一つは、昼食は宿で食べるようになったこと。

			　一つは、カーラが俺を名前で呼び、敬語ではなくタメ口で話すようになったこと。

			　一つは、俺もカーラを名前で呼んでいること。

			　一つは、俺の心境にも変化があったこと。

			　

			「ありがとうね。料理の腕を褒(ほ)められるのは素直に嬉しいわ。でも、結婚はしないからね」

			　この返事は、もはやいつものことである。

			　俺に起こった心境の変化は、まさにこれだろう。

			　別に、社交辞令や通(つう)過(か)儀(ぎ)礼(れい)的(てき)に結婚を申し込んでいるわけじゃない。

			　――カーラ。

			　彼女の美には、嘘がない。塗り固められた化粧、という仮面がない。人を貶(おとし)める、負の面がない。

			　彼女が純粋に美しい女性であることがわかった。

			　別に、もともと女に興味がなかったわけではなかった。

			　ただ、ある人には媚(こ)びへつらう女性が、その相手以外の前では高圧的な態度をとる。そんなことは、貴族の間では普通にあった。

			　だから俺は女が嫌いになった。

			　普通に恋愛をしてみたい、身分など関係なく対等な立場で女と付き合ってみたい、という思いは当然、持っていた。

			　そんな俺が、国王という身分を知りながらも、一人の男として、ただの宿屋に来た客、カイル・オークランとして自分に接してくれるカーラに心惹(ひ)かれても、仕方ないんじゃないだろうか？

			「今日はなにを作ってくれるんだ？　ハニートーストか？」

			　まぁ、結婚を申し込んでもいつも断られるわけだが。

			「今日は少し違うものにしましょうか」

			「まぁ、お前が作ったものならなんでもいいんだけどな」

			　本当に、いつか俺の家で飯作ってくれねぇかな？

			　

			　今では毎日が刺激に満ちている。

			　俺は諦(あきら)めたわけじゃねぇからな！

			　そう思いながら、俺は、カーラの作る飯を楽しみにしていた。

		

	
		
			　

			宿屋の日常　２

			　

			　――カランッカランッ

			「――いらっしゃいませ」

			　カイルは政務のために王城へと戻り、宿泊客もみな、観光や冒険者としての仕事に出かけていた。そんな、普段のゆっくりとした午後の時間を取り戻しつつあった『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』に、来客を告げるベルの音が鳴り響いた。

			　夜の料理の仕込みのために厨(ちゆう)房(ぼう)にいたカーラは、いつもの無表情に精一杯の愛想を浮かべたのだが……。

			　明らかに怪しい格好の少女が、カウンターのなかをキョロキョロと覗(のぞ)いていた。よほど集中しているのか、カーラが出てきたことにすら気が付いていないようだ。

			　……。

			　……。

			　――ガシッ！

			「うにょ！　くるしい～！　はぁなぁせぇぇぇぇ！」

			　カーラは、静かに、そして素早く少女に近づき、珍しい色つき眼鏡と口元を完全に隠す布を巻きつけた少女の首根っこを掴み、一気に顔の前まで持ち上げた。

			　当然、苦しいのは当たり前である。

			　カーラの万力よりもなお強い握力によって掴まれているのだ。骨がミシミシと音を立てていてもおかしくはない。

			　――ミシミシ！

			　……訂正、実際、音を立てていた。

			「うにょわ！　折れる折れる！　カーラさんごめんなさいって！！！」

			　余りの痛さに、さすがの怪しい少女も音を上げた。

			　カーラに謝るためにものすごい勢いで口を突いて出たその言葉は、少女がカーラの知人であることを語っていた。

			「ア～ン～ナ～ちゃ～ん、いつも言ってるでしょ、遊びに来るならいいけど、そんなスパイじみた真似はしないでねって！」

			　珍しく、カーラが怒ったような声を出す。しかし、アンナと呼ばれた少女は、少しも動じることない。

			「だってぇ～絶対なにか秘密があるんだもん」

			　頬を膨(ふく)らませながら、食堂のカウンター席に腰かけた。この少女、なかなかいい根性をしている。

			「はいはい、可愛(かわい)く言ったってだめなものはだめよ」

			　いつものやり取りなのであろう。カーラの口からは、多分に呆れが含まれた言葉が飛ぶ。

			　だが、２人の間には、険悪な空気は一切なかった。

			　

			　アンナと呼ばれた少女は、王都最大の宿屋『歓(かん)喜(き)の庭(てい)園(えん)亭(てい)』のオーナーの３人いる娘の一人で、『歓(かん)喜(き)の庭(てい)園(えん)亭(てい)』をもっと盛り立てていこうと考えている、努力家でもある。

			　新参者でありながら、近頃、なにかと噂(うわさ)の絶えないカーラの宿が、気になって仕方がないのであろう。

			　ちょくちょくとカーラの宿にやって来ては、評判になりそうなものをリサーチし、そのたびにカーラに捕まっていた。

			　だがはっきり言って、『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』と『歓(かん)喜(き)の庭(てい)園(えん)亭(てい)』では、宿としての規模が違う。

			『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』は、ゲームなどでよく登場する小さな町の酒場兼宿屋といった雰囲気の店だ。食堂には12組ほどしか入ることができず、部屋も８部屋しかない。

			　頑張れば一部屋に４人は泊まれるが、それでも最大で32人までしか一度に泊まることができない。

			　対して『歓(かん)喜(き)の庭(てい)園(えん)亭(てい)』は、高級リゾートホテルのような豪(ごう)奢(しや)な造りと膨(ぼう)大(だい)な部屋数、その名に恥じないスイートルームなどがある。

			　また、その規模ゆえに区分けもしっかりされており、庶民と貴族、どちらも落ち着いて過ごせる空間を提供している。

			　料金のこともあり、その日暮らしの冒険者に好まれるカーラの宿ではあるが、大きくお金を落とす可能性のある貴族たちからは、あまりよくは思われていない。

			　また、シックと言えば聞こえがいいが、どちらかと言えば古めかしいカーラの宿の見た目も、貴族を遠ざける要因である。

			　まぁ、そんなことにこだわらない王様などは、いつもいつも突撃してくるのだが……。

			　それほどの差があるカーラの宿のどこに危機を感じたのか、このような偵(てい)察(さつ)まがいのことをアンナは繰り返しやっているのだ。

			「それで今日はどうしたの？　なにか飲む？」

			「今日こそ、売り上げの秘密を暴き出そうと思いまして、あはは」

			　

			　――ビシッ！！！

			　

			　何気なくアンナの放った一言によって、その場の空気が凍(こお)った。

			「……売り上げの秘密を暴く？　なにを言っているのかしら」

			　ゴゴゴゴっと、なにか後ろに人影らしきものが見えるんじゃないかという効果音を背負いながら、物理的に凍(こお)り付いていく空気をまとったカーラが問いかけた。

			　無表情のはずなのに、顔からは怒りがありありと垣(かい)間(ま)見える。

			　手に持ったリンゴは、すでに原形を留めていない。

			　――割れたわけでも、握りつぶしたわけでもないのに。

			「じょ、じょ、冗談ですよ、冗談。あは、あははははぁ。こ、紅茶をもらえますか？」

			　リンゴの異様な姿に恐怖を感じ、乾いた笑い声をあげるアンナ。

			　とりあえずといった感じで紅茶を注文したら、途端に、さっきまでの怒りの空気がフッと霧(む)散(さん)した。

			　ホッと胸をなでおろすアンナ。あと少しごまかすのが遅ければ、粗(そ)相(そう)をしていたかもしれない。それほどの恐怖をアンナは感じた。

			「紅茶ね、ちょっと待って頂(ちよう)戴(だい)」

			　カーラは、アンナの注文を快(こころよ)く承(うけたまわ)った。先ほどの怒りの空気はどこへやら。宿には、普段と同じ落ち着いた空気が流れていた。

			「やっぱりカーラさんの淹れた紅茶は、おいしいな～。……うちの宿に転職しませんか？」

			　コクコクとカーラの淹れた紅茶を味わって飲んでいたアンナは、カップをテーブルに置くと、そんなことを言った。

			　アンナは、カーラという人が持つ能力を高く買っている。

			　料理の腕がいいことは、宿の評判も証明しているので当たり前だが、それ以外にもカーラはさまざまな分野に精通していると、アンナは読んでいた。

			　なので、カーラを勧(かん)誘(ゆう)するのは、将来、『歓(かん)喜(き)の庭(てい)園(えん)亭(てい)』を盛り立てていくための布(ふ)石(せき)であった。

			「残念だけど、あんなに大きな宿だと気疲れしてしまうわ。私には、ココぐらいの規模のほうが合っているわね。それに……、こんな愛想のない従業員がいたら、宿の評判も下がってしまうわよ？」

			　カーラは迷いなく答えた。

			　事実、カーラは自身に愛想がないことはわかっていた。というよりも、愛想をまきたくても、ウシンからもらったチート能力のせいで、まったくできないのである。

			　しかし、と、アンナは思う。

			（カーラさん、自分の容(よう)姿(し)にはとことん疎(うと)いからなぁ～。今、巷(ちまた)で誰がカーラさんをデレさせるのかの賭(か)けさえ行われているっていうのに。

			　クーデレ？　よくわからないけど、街のおじさんたち、そんな話をしていた気がする。あ～ぁ、こんなに綺(き)麗(れい)な人なら、うちの宿は大歓迎なんだけど……。また今度、勧(かん)誘(ゆう)しに来てみようかな？）

			　こんなやり取りがあってからすぐ。

			　３日に一度は宿を訪れ、女将(おかみ)を勧(かん)誘(ゆう)する少女の姿があったとかなかったとか。

		

	
		
			　

			宿屋の日常　３

			　

			　宿屋の一日は、恐ろしく早くからはじまる。

			　この世界に来た当初のカーラは、そんなことにまでまったく頭が回っていなかった。

			　ただ、日々を平和に過ごすことだけを考えて宿屋経営などというものに着手したわけだが、ちょっと安直に考えすぎていたかもしれないと、思い知らされた。

			　

			　宿をはじめること自体は簡単だった。

			　宿の経営を行う条件は、市民権を有しているか、一定以上のランクの冒険者であること、開業する店(てん)舗(ぽ)を確保していること。その２つをクリアしたうえで、国に開業の許可をもらいに行くこと。

			　これだけである。

			　冒険者でＢ級以上になるのはとても簡単（カーラだから簡単だったのであり、一般人には〝Ｂ級の壁〟と呼ばれるものが存在するほどに難しい）であったし、王の許可も驚くほどあっさりともらうことができた。

			　まぁ、許可自体は、条件さえ整えておけばほぼ確実にもらえるので、ただの顔合わせ程度の意味しかないが。

			　宿の建物自体は、大通りから少し外れているが、老夫婦がやっていた宿をそのまま譲(ゆず)り受けることができた。

			　この夫婦は、体を悪くしたために、近々、長年やっていた宿をたたむということだった。そんな折、宿屋の建物を探していた私と出会った。

			　このまま思い出の宿がなくなるくらいならばと、カーラに譲(ゆず)ってくれたわけである。

			　カーラにとっても、冒険者時代からよくお世話になっていた宿なので、引き継げることがうれしかった。

			　開業場所も手っ取り早く整えられたカーラは、すぐに開業に踏み切ったわけだが、当然の如く、客なんて来るはずがなかった。

			　老夫婦が経営していたときは、『歓(かん)喜(き)の庭(てい)園(えん)亭(てい)』が王国一の宿として有名になったころから、人が来なくなったらしい。

			　大通りから外れていた場所にあったことが、さらに客足を遠(とお)ざける原因になっていたようだ。

			　……別に『歓(かん)喜(き)の庭(てい)園(えん)亭(てい)』を否定する気も、非難する気もないが。

			　最初のころは、『歓(かん)喜(き)の庭(てい)園(えん)亭(てい)』に泊まれなかった人たちが他の宿屋に流れ、更にそこからあぶれた人たちが新規参入者であるカーラの宿に泊まりにくる、という方程式がなりたっていた。

			　当時は、客も少なく忙しさなどとは無縁だった。ときどき来る冒険者時代の仲間たちと盛り上がっていることも、しばしばあった。

			　だが、一度泊まれば宿のことはわかる。

			　初めての一見のお客様は、商人だった。その方はカーラの料理をえらく気に入ってくれて、宿全体も『落ち着いた雰囲気で良い』と評価してくれた。

			「これから行商で訪れるときは、必ずカーラの宿を取る」とまで言ってくれた。

			　その言葉に偽(いつわ)りはなく、商人は次のときも、その次のときも、王都を訪れた際には、『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』に泊まった。

			　

			　宿を救ってくれたのは、この商人だ。

			　あるとき、その人が商人仲間とその家族を連れて宿にやって来たことがあった。

			　なんでも、行商で王都を訪れるたびに、『歓(かん)喜(き)の庭(てい)園(えん)亭(てい)』には泊まらず、いつもふらっといなくなるが、次の朝には元気にどこからともなく戻ってくる商人の男に、商人仲間は疑問を持っていたらしい。

			　問い詰めてみたところ、『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』という聞いたこともない宿屋に泊まっているという。「有名な宿屋なのか？」と聞いてみても、曖(あい)昧(まい)に言葉を濁(にご)すだけの商人に苛(いら)立(だ)ち、「なら一緒に連れて行け」という流れになったそうだ。

			　カーラとしては、もちろん断る理由はなかった。精一杯の愛想（無表情）を出して、接客に臨んだ。

			　このときに来た商人と商人仲間、その家族を泊めたのが、『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』の転機だった。

			　

			　商人は、仕事上情報を扱うことが多く、信頼性の高いものから噂(うわさ)程度のものまで、多(た)岐(き)にわたる情報を持っている。人々は、その情報にお金を払うのである。

			　ある日を境に、そんな商人たちの間で頻(ひん)繁(ぱん)に、ある話題が聞かれるようになった。

			　一軒の宿の話である。

			　――あそこは女神のいる宿屋だ。

			　――いや、天(てん)上(じよう)の料理を食べることのできる宿屋だ。

			　などと、到底信用に及ばないような噂(うわさ)ではあった。が、それを語る商人の顔は、真剣そのものだった。

			　最初は話半分で聞いていた買い物客たちだったが、その商人の熱い語り口調に引き込まれていった。

			　とどめは、商人の袋から取り出したあるものだった。

			　それは、パンだった。商人曰(いわ)く、『天(てん)上(じよう)のパン』である。

			　自信満々に差し出されたパンを、半信半疑で口にした主婦の一人は、その美味(おい)しさに失神しかけたほどだった。

			　主婦はガクガクと震えたかと思うと、とろけきった顔でパンを頬張る。周りで見ていた他の客たちは、当然、味が気になって仕方がなかった。

			　しかし、パンを受け取った主婦は周りの視線に気づくと、ものすごい勢いでパンを食べ終えてしまった。

			　そのあまり上品とは言えない主婦の行動により、『天(てん)上(じよう)の料理』が本当であると、その場にいた者たちは思い至った。

			　……そうなると、当然、もう一つの『女神のいる宿屋』という話にも、信(しん)憑(ぴよう)性(せい)が出てくる。

			　情報を欲する客たちの期待は膨(ふく)らんだ。

			　だがしかし、商人から得られた情報はそこまでであった。

			　宿の場所、名前、さらには『女神』に関する情報などは、一切流されることはなかった。

			　――商人たちの話す『女神の宿』は実在する。

			　この噂(うわさ)は、瞬(またた)く間に庶民の間を駆け巡った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			（まさか、こんなに忙しくなるなんて……）

			　日も昇りきる前、宿屋の一室で、カーラ・グライスは目を覚ました。

			　ベッドに腰かけたまま、凝り固まった体を解(ほぐ)すように、ぐぅ～っと伸びをする。これから朝食の仕込みがはじまるのだ。

			　まだお客様が寝ている時間なので、大きな音を立てないように寝台から降り、服を着替える。

			　初めて服を脱いだときはさすがに恥ずかしさもあったが、もう見慣れた身体である。

			　とくに思うこともなく着替えを済ませたカーラは、食堂横の厨(ちゆう)房(ぼう)に向かう。

			　厨(ちゆう)房(ぼう)に向かう間も、気は抜けない。

			　なかなかに古く、規模の小さなこの宿には、当然、魔法などによる防音設備などはない。

			　大通りの喧(けん)騒(そう)から離れているここでは、少しの物音でもやけに大きく聞こえてしまう。ほんの少しの物音でも、お客様の睡(すい)眠(みん)の妨(さまた)げになるかもしれないのだ。

			　細心の注意を払うのは当たり前なのである。

			　防音の魔法自体は、カーラの魔力でかけても問題ないのだが、それはカーラが眠ると効果がなくなってしまう。

			　魔(ま)導(どう)具(ぐ)を使えれば、魔力供給さえ怠(おこた)らない限り３日は動き続けて便利なのだが、カーラは持ってはおらず、また製作までに時間がかかった。

			　そのため、とくに防音対策はとっていなかった。

			　ただ、そのことはきちんとお客様にはお伝えしてあるので、その辺りのぬかりはなかった。魔(ま)導(どう)具(ぐ)も、近々数が揃う予定だった。

			　それに、日が昇ったころからは、音を立てても問題はない。冒険者などは、日の出とともに行動を開始する人がほとんどであるからだ。

			　

			（さて、今日は何を作ろうか……）

			　今日一日の献立について考えながら、カーラは静かに厨(ちゆう)房(ぼう)まで向かった。

			「朝は軽めにするか。パンとサラダ、コーンポタージュ辺りでいいだろう」

			　厨(ちゆう)房(ぼう)へと辿り着いたカーラは、朝食のメニューを決めた。

			　今日のお客さんたちは、昨日の夜も遅くまでどんちゃん騒ぎをしていたので、朝食は軽めのものを用意することにした。

			　さて、まずは、パン作りだ。

			　

			　――ＳＴＥＰ１　パン作り

			　パン作りには、
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			　などの工程が存在する。

			　他にも、成形発(はつ)酵(こう)後に切れ目を入れたりなどの工程もあるが、まあいいだろう。

			　そのあたりの知識は、すべてウシンからもらったチートスキル、【混(こん)沌(とん)の情報網】の知識を流用している。

			　このスキルのいいところは、古今東西いろんな世界の情報が、某大型検索サイトのように脳内で検索できることである。内容には、正誤さまざまなものがあるが、信(しん)憑(ぴよう)性(せい)の高いものが多く、とても重宝している。

			　ただ、情報の更新をしているのがウシンらしく、ところどころ更新されていない情報や、無駄に詳しい情報があったりと、意外と面倒くさい。

			　ちなみにではあるが、このスキル、ウシン特製の私の体で使っているから問題ないが、一般人が使うと、一瞬で廃人ができ上がるほど、脳に負担がかかるらしい。

			【混(こん)沌(とん)の情報網】の能力で調べた、【混(こん)沌(とん)の情報網】の詳(しよう)細(さい)なので、間違いはないだろう。

			　

			　宿で提供している自慢のパンは、毎朝、毎昼、毎夜作られている。

			　あまりを出すのはもったいないので、注文を受けた分だけ作るのだが……、発(はつ)酵(こう)という工程、これには時間がかかるのだ。

			　柔らかく、ふっくらとしたパンがなかった世界に、当然、酵(こう)母(ぼ)と呼ばれるものはなく、まずは天然酵(こう)母(ぼ)作りから、パン作りははじまった。

			　スキルのおかげでそれほど苦労せず、満足のいく酵(こう)母(ぼ)ができたので、これなら、とパンを作ってみたのだが……、恐ろしく時間がかかった……。

			　原因は、なにを隠そう、天然酵(こう)母(ぼ)である。

			　地球で広く使われていたドライイーストなどに比べると圧倒的に発(はつ)酵(こう)菌の量が少なく、早くても一次発(はつ)酵(こう)に12時間は使うのだ。

			　その時点で、一度挫(ざ)折(せつ)しかけた。本当に、この技術だけそこらのパン屋に持ち込んで成功報(ほう)酬(しゆう)だけいただこうかと、思ったほどである。

			　技術の独(どく)占(せん)をしない主人公たちはアホだな、と前世で馬鹿にしたオリジナル異世界転生物の主人公のみなさん、ごめんなさい。

			　たかがパン作りではあるが、この苦労は、独(どく)占(せん)市場を形成するよりはるかにしんどいかもしれない。

			　そんなこんなで、パン作りには時間がかかるのだ。

			　では、そんな状態でどうやって注文を受けてからパンを作るのか？

			　答えは【魔法】である。

			　パンの生地作り、こねあげまで一気に済ませたカーラは、ボールに生地を移して魔法をかける。

			「【時間圧(あつ)縮(しゆく)】」

			　一定の空間内の時間を早める魔法だ。この魔法は、カーラにしか使うことができない。

			　……なぜそんなことが言えるのかという話は、別の機会にでも。

			　今はパン作りに集中しよう。

			　

			　――ＳＴＥＰ２　コーンポタージュ作り

			　ある意味、メインディッシュであるポタージュだ。

			　パンのほうは、あとは焼くだけにまでなったので、【保存】の魔法をかけ置いてある。

			　ポタージュというのは、意外にも簡単に作れるのである。

			　

			　１、まずは、刻んだ玉ねぎをじっくり炒(いた)める。

			　２、玉ねぎに柔らかさと甘味が出てきたら、コーンを加える。

			　３、コーンもしっかり炒(いた)め、全体が明るい黄色になったらブイヨンか水をひたひたより多目に加える。（当然ブイヨンも作る）

			　４、３と同時にローリエを入れる。（ローリエは宿の裏庭にて栽(さい)培(ばい)されている）

			　５、沸(わ)いてきたらコーンを味見。甘くなっていればＯＫ。

			　６、粗(あら)熱(ねつ)を取り、ローリエを取り除きひたすらすり潰す。（一番の重労働、ミキサーがあればなんとも楽な作業だ）

			　７、漉(こ)す。

			　８、しっかり冷ませばポタージュの元の完成。（冷凍保存も可能）

			　９、鍋(なべ)にポタージュの元を入れ、牛乳で濃度を調整、生クリームでコクをつける。（生クリームも自作できる）

			　10、塩で味を調(ととの)え完成！！！

			　

			　これだけで、しっかりおいしいコーンポタージュがご家庭でも作れるのだ。まあ、ポタージュの元は買ったほうが早いが……。

			　なんて、通販番組や、料理番組のようなことをしている間にいい時間になってきた。そろそろ起きてくる客もいるはずだ。

			　カーラは、最後の仕上げにかかる。

			　

			　――ＳＴＥＰ３　サラダ作り

			　語るまでもないと思うが、野菜を切って自家製マヨネーズをかけて、終了。

			　マヨネーズ……は人気だ。

			　

			　宿の食堂は、宿泊客でいっぱいになっている。みな、料理を楽しみにしている人たちだ。

			「お待たせしました。本日の朝食です」

			　カーラの言葉とともに、お客様が一斉にしゃべり出す。

			「待ってました～」

			「これを楽しみに来たのよ～」

			「シンプルイズベスト！」

			「結婚して～」

			「……ちょ、おま、抜け駆け禁止だろ」

			　いつものことなので、カーラは軽く流し、お客様の前に料理を並べていく。お客たちはいろいろ話しかけてくるが、基本、カーラはスルーする。

			「どうぞ、ご賞味ください。では、いただきます」

			「「「「「いただきま～す」」」」」

			　料理を並べたあと、お客はいつものように感謝の言葉を述べた。

			　この宿では、「いただきます」「ご馳走様」を言わないと食べることができない。というより、宿の外へ放り出される。

			　その効力はすさまじく、たとえ国王といえど、例外ではない。

			　これまでも、すでに何人かは締め出しをくらっている。実際に国王も、何度か宿から締め出されている。

			　それでも客足が途絶えないのは、やはり料理がおいしいからだろう。

			　ちなみに、「宿から締め出す」という文言は、宿のルールとして、壁に張り出されているし、宿泊時に説明も行っている。

			 

			　その後、客たちは満足して宿を出ていった。

			　みな、それぞれ仕事などに向かったのであろう。

			　さて……、掃除が待っている。

		

	
		
			　

			宿屋の日常　４

			　

			　客室の数も多くないこの宿の掃除・洗濯は、意外に時間がかからない。

			　カーラ一人で充分にまかなえるのか、って疑問の声もよく耳にする。しかし、そこはカーラのスペックの異常さを思い出せば納得するはずだ。

			　詳しく語られなかったかもしれないが、この世界に来た当初、ウシンからスペックを聞いたときには、カーラも驚(きよう)愕(がく)した。

			　よくある、ＲＰＧ風の表記で、この世界の人間はステータスの確認が可能なのである。

			　体力、精神力は９９９が最高。一般人は、50～70程度だ。攻撃力や魔力などの各数値は１００が最高で、30もあればその分野の職にはつける程度だ。

			　数値が上がっていくほど強いとされ、70以上の数値が出ると英雄クラスと言われている。

			　過去の勇者たちは、すべからくなんらかの数値が１００に近い数値で、それ以外も平均的に高い数値を持っていたりする。

			　カーラは【素早さ】については、この世界の数値ＭＡＸの人の５倍の能力を持っていた。

			　ちなみに、それはトリップ直後の話である。現在、カーラの【素早さ】はさらに上がっていた。冒険者をやっていたときに、レベルアップや称(しよう)号(ごう)補(ほ)正(せい)などで上がったのだ。

			　今やカーラは、大陸内なら、瞬間移動と同レベルで移動可能なほどの速さになっている。

			　カーラは、その【素早さ】をすべて宿の掃除につぎ込むのだ。なので、一人でも、宿の掃除程度ならまかなえる。

			　

			　カーラは、昼食はなにをメインで出そうか……などということを考えながら、掃除に取りかかる。

			　掃除、洗濯……、その時間は、宿『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』は戦場と化す。

			『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』では掃除・洗濯の時間は決められている。というより、決めないと危険だった。

			　朝・昼すぎ・夕食後。

			　この３つの時間帯がそれだった。

			　昼と夕食後の掃除は簡単で、戦場という荒々しい雰囲気はまったくなかった。いつも通りのほのぼのとした空気のなかで、カーラは掃除をしていた。

			　問題は朝だ。

			　宿のすべてを掃除するのは、朝の時間帯と決めている。

			　正確には８時～９時の１時間。

			　この時間は、お客様には『宿の外に出ていただく（宿への立ち入り禁止）』か、『けして部屋の外に出ないことを条件として宿にいる』かを、選択してもらっている。

			　なぜ、そんなことをしなければならないのか？

			　カーラは今、正面入口前の道を箒(ほうき)で掃いていた。

			　……そして、同時に宿全体を水拭きしながら乾拭きし、客室から持ってきたベッドシーツなどを洗濯しながら、洗濯が終了したものを裏庭に干(ほ)していく。さらに、同時にベッドメイキングや宿内の花(か)瓶(びん)に花を活(い)けたりもしている。

			　とどめに、厨(ちゆう)房(ぼう)の後片付けと、食堂の清掃も行っている。

			　なにを言っているかわからないかもしれないが、まぁ、このような状況を聞けば誰でも……、たとえ、逆の立場であっても、『なにを言ってるんだ……』という感想を抱くだろう。

			　いったいなにを言っているのかというと、とても単純な話だった。

			　カーラは、超速のスピードをもって宿を駆け回っているのだ。

			　床、壁、天井問わず、縦(じゆう)横(おう)無(む)尽(じん)に。ウシンからもらった超絶なステータスが、役に立っている瞬間である。

			　カーラの姿を実際に見た人は、さながら、分身の術でも目にしているようなものだろう。

			　現在、普通の人の目から見ると、宿内に18人前後のカーラを確認することができるはずだ。ある種のホラーである。

			　ちなみに、この時間に間違えて宿のなかに足を踏み込めば、その瞬間、カーラの分身のどれかとぶつかり、塵(ちり)も残さずこの世から消滅するだろう。だから、宿への出入りを禁止しているのである。

			　実際、邪(よこしま)なことを考えていた傭(よう)兵(へい)、といった感じの２人組が、過去に宿から消滅している。

			　宿が有名になり、『女一人で経営する宿』という話が広まりはじめたころには、格好のカモとでも思ったのか、この手の輩(やから)は数多くやって来た。

			　消滅した男たちは、カーラが一人になる時間帯を狙(ねら)ってやって来た、ある意味頭脳派であった。まさか自分たちがこの世から消えることになろうとは、思っていなかっただろう。

			　とにかく、カーラは超スピードをフル活用して、さらに物理法則さえ無視した動きをもって、宿を全力で掃除しているのだ。

			　

			　カーラがそんなに超速で動いて、宿が崩(ほう)落(らく)しないのか？　という疑問があるかもしれないが、そこには宿の秘密が隠されている。

			『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』は、よくゲームなどで見かける酒場兼宿屋といった雰囲気だ。木造と漆(しつ)喰(くい)の壁で作られた、村の宿屋より少し大きい宿屋である。

			　木も漆(しつ)喰(くい)も、建材としてよく使われるものではあるが、耐(たい)久(きゆう)性(せい)に乏(とぼ)しく、どう考えても、カーラの超速に耐えるようなものではなかった。

			　では、なぜ大丈夫なのか？

			　……答えは、それらが『魔法金属』だからだ。

			　この世界には、数多くの魔法金属が存在する。それらに魔力を通すことで、さまざまな効果を発揮するのである。

			『竜(りゆう)亭(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』の材質として使われているのは、『アセーロディ・サンドリトス』という漆(しつ)喰(くい)に似た金属と、『ミタールベロ』という木に似た金属である。

			　この２つは、見た目、質感、香り、性質などすべてにおいて木や漆(しつ)喰(くい)にそっくりなのだが、魔力を流すと硬さはオリハルコン並みになるという、なかなかにレアな金属である。

			　オリハルコン並みの強度でも、カーラの超速に耐えられるものではないので、壁に当たる瞬間に、三重の防御結界が自動で発動する魔法具（非売品）も併せて使用し、カーラの超速にも耐えられるようにしているのだ。

			　家具、その他、宿内の道具も当然、同じ材質で作られている。

			　それらは金属であるため、とてつもなく重い。軽量化の魔法がかけられていなければ、一般人どころか、そこいらの冒険者たちですら、持ち運ぶことなどとてもできないほどだ。

			　……まぁ、カーラには持ててしまうのだが。

			　窓も、普通のガラスであれば簡単に割れてしまうはずだが、そうはならない。

			　なぜなら、『ゴールヌイゴーネ』と呼ばれる、透き通る鱗(うろこ)を持ったドラゴンから作られているガラスが入っているからである。

			　これらは、割れても、周りの魔(ま)素(そ)を吸収して自己修復してくれるのだ。さすがは世界最強の種族の一つ、ドラゴンから作られているだけはある。

			　そもそも、ドラゴンの鱗(うろこ)を割ること自体、伝説の英雄級の力を持つ者でなければできないため、割れることなどほとんどない。

			　まぁ、三重の防御結界装置ができるまでは、毎日のように割れては修復、というのを繰り返していたのだが……。

			　

			　カーラの手により超速で洗われている、ベッドシーツも見てみよう。

			　物凄い速さで洗濯板（こちらも当然ミタールベロ製）にこすり付けられたシーツには、汚れが存在することを許されていない。

			　このシーツの材質も、当然、特別製である。

			『ジンロ』と呼ばれる、オオカミの体毛を使用しているのだ。

			　このジンロだが、白い体毛と大きな体が特徴で、群れではなく単独で行動する孤高の存在だ。

			　漢字で書くと『神狼(ジンロ)』。

			　剣では傷つけることがかなわない身体と、俊(しゆん)敏(びん)な動き、大型の魔(ま)獣(じゆう)すら喰い殺す強(きよう)靭(じん)な顎(あご)、一振りで大木をなぎ倒す前足などを持っており、Ａ級冒険者がパーティを組んで倒すモンスターである。

			　ジンロは、常に埃(ほこり)一つ付いていないのではないかと思えるほどの純白の体毛を持っており、たとえ泥のなかに飛び込んでも、まったく汚れることがない。

			　カーラは、ジンロの体毛に一切の汚れが付かないことを確認して、シーツとして使おうと考えた。

			　といったように、『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』は、質素に見えて、それこそ国１つが買えるほどの貴重品であふれている宿屋である。

			　当たり前と言えば当たり前で、魔法金属は、塊(かたまり)で発見しても持ち運ぶことができず、手に入るのはほんの一かけらが普通であった。

			　ドラゴンの鱗(うろこ)など、おとぎ話のなかでしか出てこない伝説級のアイテムである。ジンロの体毛は、１本で家が建つと言われているほど高価である。

			　宿の秘密の一部は、こんなところであろうか。

			　

			　さて、掃除・洗濯もひと通り片付いた。

			　今日の昼食は、『コケ』の肉と卵を使った親子丼にでもしましょうか。

		

	
		
			　

			宿屋の日常　５

			　

			「今日の夜、部屋に来いよ」

			　ニヤニヤとにやけた顔で、目の前の男たちは言った。

			「……はい？　おっしゃっている意味がよくわかりませんが？」

			（まぁ、本当はわかっているけどな）

			　男たちの下(げ)卑(び)た顔を眺めながら、未だにいなくならないこの手の客をどうあしらおうか、とカーラは考える。

			「とぼけなくてもいいぜぇ。こんな宿が成り立ってんだ。それなりのことをしてんだろ？　それに、俺たちも付き合ってやろうってんだ、悪い話じゃないはずだぜ？」

			「まぁ、あんたはいつものように、俺たちを楽しませてくれればそれでいいんだよ。他の客がいるってんなら、そいつらのあとでもいいからよ」

			（阿呆だ、こいつら……）

			　予想通りの展開に、カーラは呆れたように周りを見る。食堂にいた客たちも、呆れた顔で男たちを見ていた。

			「あの～なにをおっしゃっているんでしょうか？」

			　阿(あ)呆(ほ)だ、馬鹿野郎どもだ、とはいえ、一応は客。カーラは、なんとか話題をそらそうと試みるが……。

			「あぁん、わからねぇアマだな、こんなボロい宿が王都で人気１位、２位を争う宿だっていうじゃネエか。しかも女一人が切り盛りしてるってよぉ」

			「てことは、当然サービスがいいんだよな、って話だ。とぼけちゃってまぁ……、わかったら今日の夜、俺たちの部屋に来いってんだ」

			　やはりこの手のゲス野郎たちには、無意味であった。

			　

			　古びた宿が、最近、急に繁(はん)盛(じよう)し出した。しかも、その宿屋は女が一人で切り盛りしており、商人からは『女神の宿』なんて呼ばれているらしい。

			　さらに、宿の主人は美しい女らしい。

			　この単語だけを拾い出して、妄想と欲望で塗り固めると、男の出す結論なんて大抵、みな同じ方向に向かうのではないだろうか？

			　そう……。

			『18歳未満には見せられないよ！！！　なサービスが楽しめる宿』という結論に。

			　今回来たこの２人組みの男性冒険者も、噂(うわさ)を聞きつけ同じ結論に至り、妄想を膨(ふく)らませてきたのであろう。

			　宿に入ってきた瞬間から、なにやら『当たりを引いたぞ!!』的な空気を醸(かも)し出していた。

			　どうやらカーラは、この２人の好みに合(がつ)致(ち)してしまったようだ……。

			（はぁ～気色悪）

			　カーラも元男だった経験、記憶から、そのような結論に至ることに嫌(けん)悪(お)感を抱くことはない。しかし、露(ろ)骨(こつ)にこちらに向けてこられるのは、嫌なものである。

			　もう一つ。

			　服装もいけなかったかも知れない。

			　肩を露出しているノースリーブのピッチリとしたシャツ、ロングではあるが、ビシッとスリットが入り、健康的な太ももが見える、かなり際どいスカート。

			　そっち系のお店を連想させてしまうような格好であることは、カーラもわかっていたつもりだった。しかし、いつも着ている服と大差ないので、別に気にしていなかったのだが。

			　やはり失敗だったか？

			　２人は、お客として宿に来たのでいつも通りに対応したわけだが、宿の部屋が空いていることを伝えた瞬間、先ほどのセリフを吐いてきた。

			　まずは、丁(てい)寧(ねい)に対応して、快(こころよ)くお帰りいただこう。

			「申し訳ございません。当宿ではそのようなサービスは行っておりませんので……。その手のサービスをお望みでしたら、商業区裏大通りにあります『迷える子羊の聖域』という宿に行かれたほうがいいかと思いますが？」

			「そうだ、そうだぁっ」と、周りの客たちからも声が飛ぶ。

			　そんなところで声(せい)援(えん)を送ってないで助けなさいよ、って話である。

			　まったく、か弱い乙女(おとめ)に、こんな荒くれ者を相手させようだなんて……。

			　まぁ、いい。とりあえず、帰っていただこう。

			「裏大通りはこの宿から少し行けば着きますし、その手のサービスも充実しております。ですので……」

			「ごちゃごちゃ言ってんじゃねぇぞ！！！　今ここで、犯してやろうか！！？　あぁ!?」

			　説明している途中から２人の男の表情が険(けわ)しくなってきていたので、怒(ど)鳴(な)ってきそうだな、というのはカーラもなんとなくわかってはいた。

			　この手の輩(やから)の怒り方は、みなこんな感じなのだろうか？

			　そういえば、この世界にトリップ当初、王都までの行く旅の途中で襲ってきた盗(とう)賊(ぞく)三人衆も、同じようなことを言って怒っていたような……。

			　セリフのテンプレでもあるのかねぇ？

			「……大声はおやめください。周りのお客様にご迷惑になりますので」

			　その瞬間、なんともいえない冷気が２人の男を包んだ。

			　男２人は、傭(よう)兵(へい)といった風(ふう)貌(ぼう)である。

			　やっていることはほぼ賊(ぞく)と変わらないが、傭(よう)兵(へい)は金を払い続ける限り裏切らないので、賊(ぞく)とは違うと言っておこう。

			　この２人は傭(よう)兵(へい)としては、そこそこの実力があるのだろう。

			　パッと見た感じでも、周りのお客様に比べて８ポイントくらいは攻撃力が高いように思える。あくまで、一般のお客様に比べてなので、冒険者、しかも高レベルの冒険者と比べると圧倒的に低い数値ではあるが……。

			　しかし、周りに止めることができる人間がいなかったため、彼らを調子付かせているようだ。

			（さて、お引取り願いましょうか）

			　若干、額に青筋を浮かべながら、それでも穏(おん)便(びん)に済ませようとカーラは努力する。しかし、体からほとばしる冷気まで抑えることは、かなり難しかったようである。

			「な、なんだ？」

			　急に襲ってきた得体の知れない冷気に、怪(け)訝(げん)そうな顔をする男たち。若干、体が小刻みに震えているが、気が付いていないようである。

			「申し訳ございません。少々、騒ぎすぎだと存じます。他のお客様もいますので、今日のところはお引き取りください。代金の方は返金させていただきますので。ではお外へ」

			「お、おい、待てよ、俺たちは客だぜ!?　そんな態度でいいのかよ!?」

			　少しの怒(ど)気(き)を含みながらも、十分と言えるほど丁(てい)寧(ねい)にカーラは対応した。しかし、隠しきれない怒りが、言葉の節(ふし)々(ぶし)から漏れ出てしまう。

			　ちなみに「お引き取りください」という言葉は、「帰ってくださいクソ野郎」という言葉を丁(てい)寧(ねい)語にしただけの、決してきれいな言葉ではない。

			　カーラが、とてもとても丁(てい)寧(ねい)に代金を突き返したにもかかわらず、まだごちゃごちゃ言ってくる男たち。カーラの体から発せられる冷気に当てられ、大分顔色が悪くなっているにもかかわらず、未だに虚(きよ)勢(せい)を張っている。

			　カーラも、いい加減うっとうしくなってきた。

			「代金はすでに返金させていただきました。申し訳ありませんが、あなた方は現在、『いつまでもカウンター前に陣取る迷惑な人たち』にランクダウンしています。つまり、もはや、お客様ではありません。遊びに来た友達、くらいのものです。いや、それでは遊びに来た友人に失礼ですね。あなた方は、もっと下です。

			　そんなあなた方が、周りの『お客様』にご迷惑をおかけするようなことがありましたら、『いつまでも目の前をうろちょろするゴミ』にランクダウンもさせていただきますが、いかがいたしましょう？　おっと、ゴミと同レベルにすると、今度はゴミに怒られそうですね、しかし、困りました……、私は、ゴミ以下のものを形容する言葉を知りません。どうしましょう？」

			　カーラは、ちらりと男たちのほうを見る。

			　こんなとき、カーラの無表情の顔は、相手を小ばかにしているように見えるらしく、男たちはいとも簡単にキレた。

			「てめぇ、ぶっ殺すぞ!!」

			「調子に乗りやがって！！！」

			　男たちが、腰に下げている剣に手を伸ばす。だが、忘れてはいけない。

			　ここは食堂兼酒場兼宿屋。腕に自信のある猛(も)者(さ)が集う場所。ケンカなど日常茶飯事と言えるほどしょっちゅうある場所である。

			　そんな場所で、女将(おかみ)を務めるカーラの実力を、忘れては……。

			「こんなところで剣に手をかける……、その意味をしっかりと考えていますか？　今まであなた方がのさばっていた、小規模な商店や田舎(いなか)の宿がどうであったかは知りません。もしかしたら、同じように剣を抜き脅(おど)せばどうとでもなる、とあなた方は思っているのかもしれません。しかし、『自分たちが強い』などと勘違いするのは、周りの迷惑にならないところでお願いいたします。でないと……」

			　

			　――ガシッ×２

			　――ゴシャン！×２

			　

			「この脆(もろ)い剣の如く、あなた方もこうなりますよ？」

			　カーラは、男たちが腰に差し、今まさに抜こうと手をかけていた剣を素早く奪い取り、ほんのすこーし、かるーく握ったのだが、鞘(さや)ごと潰れてしまった。

			　まったくもって、脆(もろ)い剣である。

			　そのままカラカラと床を転がる、剣だったもの。

			　その光景に、男たちは顔(がん)面(めん)蒼(そう)白(はく)となり、うわごとのように、「コーミシュタール（普通の鉄より３倍は強度がある金属）の剣が……」などと呟(つぶや)いている。

			　転がる剣とカーラの顔を何度も往復しながら、ちらちらと見てくる男たち。

			「さて、他のお客様のご迷惑になりますので、本日はお引き取りください」

			　カーラは再度男たちに願い出た。

			　……のだが、次の瞬間。

			「うわぁぁぁぁぁぁぁ。化けもんだぁぁぁぁぁぁ。殺されるぅぅぅぅぅぅぅ」

			「なにが女神の宿だよぉぉぉぉぉぉぉ、たすけてぇぇぇおばあちゃぁぁぁん!!」

			　恥も外(がい)聞(ぶん)もなく、ドップラー効果を残しながら逃げていきやがりましたよ……。

			　って、誰が化け物ですか、誰が！　失礼な人たちですね！

			　というかこの剣、持って帰りなさいよ。邪魔だから。

			「おぉぉぉぉぉ。さすがカーラちゃんだなぁ～」

			「あの怒りのオーラは、いつ見ても迫力があるねぇ。ほんとに、ちょっと空気が凍(こお)ってないかい？」

			「というか、まだあの手のバカは来てるのかい？　もうそろそろ、ここはまともな宿屋だってわかるだろうに。噂(うわさ)は広まっていないのかねぇ」

			「それよりもカーラちゃん、そろそろ昼飯にしないかい？　早くしないと国王様の来る時間になっちまう」

			「あら、それはいけないわねぇ、カーラちゃんと国王様の恋路の邪魔は、おばちゃんたち、したくないからねぇ」

			　男たちが逃げて行った直後から、何事もなかったかのようにしゃべり出す常連のお客様たち。彼らは、この手のやり取り現場を何度も目撃しているので、特に気にしたふうではない。

			　カーラは、八百屋の奥さんの発言には異を唱えた。

			「ちょっと、みなさん。見ていたなら助けてくださいよ。こんなか弱い女性を一人で、あんな屈(くつ)強(きよう)そうな男２人の前に置き去りにするなんて……」

			「いや、カーラちゃん。金属の剣を素手で握りつぶしておいて、か弱い女性ってのは……」

			「うんうん、ちょっと、それはないな」

			「ちょ、ひどいですね……。それと、カイルとは、別になにもないので」

			「あらあらあらあら、照れなくてもいいんだよぉ、国王様を名前で呼べるような仲なんだろぉ？　おばちゃんたち、応援してるからね！　頑張るんだよ！」

			　……いえいえ、応援とか頑張るとかではなくて、本当にカイルとはなにもないんですってば！

			　

			　その後、散々いじられ、あたふたする珍しいカーラが見られたとか、見られなかったとか。

			　そして、あたふたするカーラが見られなかったと落ち込む国王がいたとか、いなかったとか……。

		

	
		
			　

			宿屋の日常　６

			　

			　昼間のバカどもを追い払い、近所のおじちゃん、おばちゃんに冷やかされてから数時間。時刻はすでに夜である。

			　今日のお客様は全員冒険者であった。みなよく食べ、よく飲むやつらばかりだ。

			　夜は、食堂で酒場のように酒を出すのが、『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』である。

			　夜の宿は、飲んで、食べて、騒いで、寝て、とひっきりなしにイベントが起こるため、さすがにカーラ一人で回すのは厳しい。

			　なので、引退したはずの老夫婦、ティレプー夫妻の力を借りている。

			　この２人は、カーラの料理のファンになってくれた人たちであり、元々、『竜(りゆう)亭(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』の前身である『アスラ亭』を経営していた。

			　もっと宿の経営を続けたかったが、歳のせいか、腰を悪くしてしまい、これ以上続けられなくなった、と泣く泣く宿を手放す決意をした。

			　お客も増えて宿のほうが忙しくなってきたころ、カーラが夜だけのお手伝いを頼んだところ、二つ返事で了承してくれた。

			　きっと、なにか宿にかかわることがしたかったのだろう。

			　カーラの負担が減ってよかった、と思う人もいるだろうが、とんでもない。

			　自由な時間が増えるということは、その分、多くの時間をとられるということである。

			　夕食も終わり、ただの酒場と化した宿の食堂で、カーラはあちらこちらにお酌(しやく)をしに動き回っている。ティレプー夫妻はというと、まかない飯を食べつつ、お酒の注文を受けたりおつまみ作ったりと、奔(ほん)走(そう)中。

			　これが落ち着くまで、はっきりと言えば心休まる暇(ひま)がない。が、２人とも楽しそうに仕事をしてくれているので、問題はないとカーラは思っていた。

			「オネエサーン、こっちにビールついでくれやぁ」

			「今、この姉ちゃんは俺についでくれてんだよ、ちょっと待ちやがれ」

			「女将(おかみ)さーん、おつまみ追加ね～」

			「…………ぐぅ」

			「俺、この仕事が終わったら、カーラさんに告白するんだ……」

			「いや、無理だろ……」

			「俺の歌を聴けぇい！！！！」

			（ほんと、騒がしい。というか寝てるやつ、部屋に行け、部屋に。そして、誰か、重大なフラグをぶっ立てた奴がいなかったか？）

			「いや～、やっぱ王都に来たらこの宿だよな～」

			「そうだな、飯は美(う)味(ま)いし、女将(おかみ)は綺(き)麗(れい)だしよ～」

			「酒も美(う)味(ま)いしな!!」

			「ほんと『女神に会える宿』の言葉通りだぜ」

			　ありがたい。

			　そう言ってもらえると、こちらも頑張って続けてきたかいがあったというものだ。

			「後は女将(おかみ)がもう少し笑ってくれたらな～」

			「そうだな～。誰も見たことのない、女将(おかみ)の笑顔だろ？　見たら幸せになるって聞いたぜ？　女将(おかみ)さん、ちょっと笑ってくれないか～？」

			　その言葉で、さっきまでの喧(けん)騒(そう)が嘘のように静まりかえった。みな、しゃべるのをやめ、一斉にカーラのほうを見る。

			　ちょっと怖い。

			（うぉい、どうしろってんだ!?　笑うと、チートスキル【悪魔の微笑(ほほえ)み】《笑顔を見たものを強制的に魅(み)了(りよう)状態にする。魅(み)了(りよう)されたものは、生涯、奴(ど)隷(れい)として仕えることすらいとわないほどの盲(もう)目(もく)的な信者となる》が発動しちまうし、というより、そのスキルのせいで無表情《スキルの副作用として、表情筋がほとんど動くことはなくなる（例外有り）》になってるわけだし）

			　カーラが内心うろたえていると、ある男性冒険者が立ち上がった。

			「おい、やめとけ。女将(おかみ)は小さいころのショックでうまく表情を作れなくなったそうだ。それをほじくり返すようなことは、しないほうがいい」

			　男性冒険者の語るカーラの過去話に、シ―――ンと一層静まり返る食堂。

			　だがしかし、あまりにもひどい捏(ねつ)造(ぞう)話である。そこで話が終わればよかったのだが、さらに話し出した男により、事態は加速をはじめた。

			「俺の聞いた話では、笑うと美しすぎるんで、それを見た夫が妻に魅力を感じなくなり、妻が愛想を尽かして出て行った。だから、『女将(おかみ)は二度と笑うな』って、妻の親から言われたって聞いたぞ？」

			　更に静まり返る食堂。

			（それって微妙に違うけど、絶対、『家政婦は…』のあの人だよね!?）

			「あれ？　俺は、女将(おかみ)さんが笑うのは物凄く稀(まれ)だから、女将(おかみ)さんの笑顔が見られたら、そこで一生分の運を使い切って、その後は不幸なことしか降りかからなくなる、って聞いたけど……」

			「ま、待てよ。俺の聞いた話では、その『笑顔』を見た者は、美しすぎる顔が頭から離れなくなり、昼も夜も女将(おかみ)さんのことしか考えられなくなり、最後は発狂して死ぬってことだったぞ」

			　食堂は、一切の無音である。

			（なんじゃ、その設定はぁぁぁぁぁぁぁ！！！！　私は妖(よう)怪(かい)かぁぁぁぁぁ！！！！？）

			　カーラの内心は、荒れ模様である。

			「お、女将(おかみ)さん、ははっ、いや、別に、む、無理に笑わなくてもイイッスヨ？」

			　話を振ってきた男が、乾いた笑いとともに言った。

			　おい、お前から話をはじめたんだろう！　ちゃんと責任をとって、この場の空気を変えやがれ。

			「はいはい、みなさん、その話は大半が嘘ですので、気にしないでくださいねぇ」

			「そうじゃよ、この子は生まれつき表情が出にくい子なんじゃ、申し訳ないがのぉ」

			　そろそろ怒りをぶちまけようかと、声を上げようとしたタイミングで、みなの注目を集めるように、若干、大きな声でティレプー夫妻が登場してくれた。

			　ティレプー夫妻の言葉により、固まった空気がほぐれる。

			（ほっ、やっぱり落ち着くな、こういうときは）

			　心のなかで夫妻に感謝の言葉を送りつつ、カーラはお客様のほうに向き直った。

			「申し訳ありません。ティレプーさんからもお話がありましたように、私は生まれつき表情が出にくいのです。笑わないわけではないのですが、表情に出ないため、みな様にご迷惑をおかけしているかも知れません。

			　また、噂(うわさ)はすべて事実無根のものです。もし私が笑っているところを見ても、死ぬことはありませんのでご安心ください」

			　ティレプー夫妻の緩めてくれた空気に、便乗するかたちで放たれたカーラの言葉で、宿の変な空気は完全に吹き飛んだ。

			　このあと、自分たちの不用意な発言を悔やみ、二度と同じ過ちを繰り返さない、と一致団結した男たちが多数現れたため、食堂はさらなる賑(にぎ)わいを見せていた。

			　

			　時はかわって深夜。

			「ティレプーさん、ありがとうございました」

			　客たちも部屋に戻り、静かになった食堂で、晩(ばん)酌(しやく)をしつつティレプー夫妻に感謝の言葉を述べるカーラの姿があった。

			「いいんじゃよ、あんたが表情を出しづらい人じゃと言うのは、あんたが冒険者時代のころから気づいておったし。

			　女性の秘密にあれやこれや口を出すのは、わしは気に食わんかったんじゃ。それになにより、あんたはわしらの宿を引き継いでくれとるしな」

			「そうですよぉ、もうカーラちゃんは私たち夫婦の孫みたいなものですからねぇ」

			「そうじゃ、困ったときは頼るとええぞ。孫のわがままを聞いてやるのも、じじばばの楽しみじゃからな、とくに、孫に恵まれんかった、わしらのような、じじばばにはの」

			　本当にうれしいことを言ってくれる。

			「それに……、この酒も美(う)味(ま)いしのぉ」

			　そうやって、おどけたように言ってくれるティレプーさん。ちょっとシリアスになりそうな空気でも、和(なご)ませてくれる。夕食のときといい、こういったことは、やはり人生経験の差が出るのであろうか？

			「ふふ、ありがとうございます。よかったら持っていってください。まだまだありますから」

			「ほほ、そうさせてもらおうかの？　さて、そろそろいい時間じゃし、帰るとしようか……、それじゃカエデさん行こうか」

			「はい、タツオミさん。じゃあカーラちゃん、また明日ね」

			　いまだに名前を呼び合って、幸せいっぱいの夫婦生活を送っている様子のティレプー夫妻を見て、カーラの心も温かくなった。もし、誰かと家庭を築くことになるなら、こんな夫婦を目指したいものである。

			「今日も、ありがとうございました」

			「おじいちゃん、おばあちゃん、また明日」

			　

			　仕事で疲れているというのに、家路に着く夫婦の足取りは軽かった。

			　これにて、騒がしい日常、その１日が終わりを告げる。

			　今日もよく働いたと、カーラは軽く伸びをして、就寝準備を整え、また、明日の早朝に向けて、眠りにつくのだ。

			　本日のカーラの寝顔は、無表情ながらとても安らかであった。

		

	
		
			　

			宿屋の日常　７

			　

			　今日は、街全体が浮かれた空気を醸(かも)し出している。なぜなら、そこいらで男から女へ、女から男へ、感謝や愛が告げられているからである。

			　そう今日は、『愛と感謝の日』である。

			　一年に一度、普段はなかなか照れくさくて言えない思いを伝える日として、市民に愛されている行事である。

			　まぁ、現代で言う『モテナイ男には苦痛の１日(バレンタインデー)』である。

			　発(はつ)祥(しよう)がどこかは定かではないが、毎年、この時期になると行われる世界的な行事である。古くは、英雄・マルタイが活躍した時代にも行われていたとされる文献も残されていた。

			　愛を誓う際には、必ず贈り物をするのが決まりになっているが、ここ数十年の流行は本命にチョコ、義理の相手にはクッキーなどを贈ることである。

			　現代のバレンタインデーと違うところとは、チョコを受け取る＝交際スタートという考え方だ。

			　昔は、本命の相手に別荘であったり、屋敷であったりといったものを贈っていた。つまりは、結婚を前提とした愛の誓いなのであろう。

			　なかなか、気合の入った考え方である。

			　ちなみに、この世界のチョコはめちゃくちゃ苦い。ものすごく苦いチョコを受け取る＝あなたの作ったものであるなら、苦くても平気ですということで、交際をＯＫする返事となるのだ。

			　贈る側も受け取る側も、それなりの覚悟をもって臨む一大イベントである。

			　

			　さて、そんな１日。我らがカーラはと言うと……。

			　町を散策していた。

			「マルロイさん、まさかチョコなんて取り扱ってないですよね？」

			　なんだか無性に甘いものが食べたくなったカーラ・グライスは、甘いものを求めて町を散策していた。その際、宿のご贔(ひい)屓(き)である商人のマルロイを見つけたので、ダメ元で聞いてみる。

			　ちなみにマルロイは、初めてカーラの宿に泊まってくれたお客様第１号（友人を除く初めてのお客様）である。

			「……あるよ」

			　異常に渋く返事を返すマルロイ。まさか……。

			「じゃあ、マンドラゴラの根は？」

			「……あるよ」

			「まさか、ドラゴンの逆(げき)鱗(りん)なんて、ないですよね、はは」

			「……あるよ」

			（あるの!?　っていうかマルロイさん、そのネタ古くないですか、なんで知ってるの？）

			　と、そこまでやり取りをしたところで、マルロイさんが語りはじめた。

			「それにしても、チョコなんてどうするんだい？　カーラちゃんには、別に本命の相手がいるわけではないだろぅ？」

			　先ほどまでの寡(か)黙(もく)キャラをかなぐり捨てて、饒(じよう)舌(ぜつ)にしゃべり出すマルロイ。もう少しキャラを固定したほうがいいんじゃなかろうかと思う。

			　それと本命ってなんだろう？

			「本命？　ただチョコが食べたくなっただけなんですよ」

			「こんな苦いものをかい!?　意外に物好きなんだね」

			「それはマルロイさんもご存知でしょうが。それより……」

			　一端、言葉を切り、カーラは周りを見る。

			「おぉぉぉぉ、カーラちゃんがチョコを買ってるぞぉぉぉぉぉぉ！」

			「なにぃぃぃ一大事だぁぁぁ！」

			「うおぉぉぉぉぉカーラちゃ～ん、俺にチョコをくれぇぇぇぇぇぇ!!」

			「バカやろぉぉぉぉぉ！！！　俺が貰うに決まってんだろぉぉぉぉぉぉ!!」

			　町中が大騒ぎである。みな、そんなにチョコが欲しいのだろうか？　食べたければ自分で買えばいいじゃない、とカーラは思う。

			　さて、チョコも手に入ったことだし、宿に帰りますか。

			　カーラが去ったあとも騒ぎは続いていた。城の警(けい)邏(ら)隊(たい)まで派遣されたようであるが、カーラは何も知らなかった。

			「はいよ、カーラちゃん、クッキーあげるよ」

			「あ、ありがとうございます」

			「おう、カーラちゃんじゃねえか、おい、か～ちゃんクッキー出してやんな」

			「あ、お構いなく」

			「おや？　カーラちゃんじゃないか、珍しいな、この時間にここにいるなんて。あぁそうだ……、はいクッキー」

			「どうも」

			「おお、カーラちゃん、おっとすまねえ、今、クッキーの持ち合わせがねえや、あとで、宿に持って行くからよ」

			「はい、ありがとうございます」

			　宿に帰る途中、カーラはいつもよく使う商店街を通ったのだが、なんだか異常にクッキーをもらった……。

			　なにかあったのだろうか？

			　そんなことを考えつつも、カーラは宿に帰った。

			　

			　昼までの束の間の散策を終え、両手に大量のクッキーをもらいながら宿に帰ってきて数時間後。

			　

			　――カランッカランッ

			　

			「うぃ～っす。水くれ水」

			　いつもはドアをぶち破らんばかりの勢いでやってくるカイルが、なんだか力なく現れた。

			　その姿には、いつものような溌(はつ)剌(らつ)とした雰囲気など一切なく、かなりくたびれていて、さすがのカーラも心配して声をかけた。

			「カイル、どうしたの、今日は。元気ないみたいだけど？」

			　カーラがそう切り出すと、カイルは面倒臭そうに答えた。

			「あぁ～、今日って『愛と感謝の日』だろ？　ここぞとばかりに売り込んでくる貴族がいるんだよ。別にいらないって言ってんのによ。

			　もうチョコはいらねー。気持ちですからって置いていきやがってよぉ……。大体、なんであんなニゲーもん食わされなきゃならんのだ。拷(ごう)問(もん)か？」

			　基本的に、チョコを受け取る＝お付き合いスタートな行事であるが、例外的に国王への贈り物だけは、意味が変わってくる。

			　さすがに、『受け取り即王(おう)妃(ひ)』というわけにはいかない。受け取りを許可された貴族の娘たちは、その日の夜に、国王からの呼び出しがかかることを待つのである。

			　宝(ほう)珠(じゆ)によって国王が選ばれるオークラン王国では、王(おう)妃(ひ)になることは、あまり大きな意味を持たない。

			　王(おう)妃(ひ)という立場は確かに少なくない影響を与えるが、短い年数、最短では半年たらずで王を交代させられた人間もいるので、最も重要なポジション、というわけではない。

			　しかし、貴族にとっては、「国王の妻を輩(はい)出(しゆつ)した名門の一家」と名乗れることが重要なのである。女たちも、国王を夫にできた、という絶対的な権利を得るのである。

			　なのでこの日は、みな、普段の数倍は気合を入れて、国王への売り込みを行うのだ。

			　この日の国王にかかる負担は、普段の数十倍にも上るであろう。カイルに元気がないのも納得である。

			「だから逃げてきた。いや～ここは落ち着くなぁ」

			「ありがと、それにしても、『愛と感謝の日』か……、聞いたことがないわね。ああ、カイル、しばらくはいてもいいけど、ちゃんと仕事に戻りなさいね？」

			「う～い」

			（本当に疲れているみたいだな。疲労を回復するものでもあげようか？　なんだかんだで、一番宿に来てくれているお得意様だからなぁ。感謝の気持ちってことで）

			　――よし。

			「これ、あげるわ。疲労回復にもってこいだと思うから」

			「なんだ、チョコか!?　カーラのなら大歓迎だ!!」

			「……残念だけどケーキよ。まぁ夕食後にでも食べなさい。明日には疲れがスッキリすると思うわよ？」

			「ッち！　違うのか、……未だにカーラの防(ぼう)壁(へき)は硬いなぁ」

			（今、カイルのやつ舌打ちくれやがった!?）

			　ケーキは、いらないと見える。

			「いらないなら下げるわ」

			　そう言って、カーラは箱に手を伸ばす。

			「いやいや、いりますから。必要ですから。いただきますから。それじゃ～」

			　神速の速さで駆け抜けていくカイル。破滅級のステータスを持つカーラですら追い付けないほどに、素早かった……。

			　こんなときだけ行動が素早くなるのは、いかがなものだろうか？

			（しかし、『愛と感謝の日』か……。日頃の感謝を込めて、私も参加しますか）

			　ここに、王都中の関心を集める女性のイベント参加が、表明されたのである。

			　その日、オークラン王国、首都クランクランは混乱に包まれた。原因は、たった一つのお菓子。カーラが感謝の印として配ったものである。

			　誰もが、受け取ったあと、悩みに悩んだその正体は……。

			『チョコクッキー』

			　王都中の男たちが、本命か義理かを議論したと言う。

			　

			　一方、王城でも、混乱は広がっていた。

			　ケーキを食べようと皿とフォークを用意させたカイルは、箱を開けた瞬間、入っていたものの異様さに驚いた。さらに、ケーキとともに添付されていた１枚の紙によって、混乱をより増大させた。

			　カーラの綴(つづ)る感謝の気持ちが、短い文章ではあるが、しっかりと書かれているメッセージカードだ。

			　一瞬、愛の告白か、とすら考えた国王だったが、それはないなと思い直し、メッセージに目を通した。

			　だが、最後の一文が、混乱を生んでしまった。

			　

			『カイルへ

			　いつも宿に来てくれてありがとう。

			　政務で疲れていると思うので、甘いものでも食べて元気を出してください。

			　王であるあなたが倒れるのは、国にとって喜ばしいことではありませんから。

			　チョコには疲労回復の効果がありますよ♪

			カーラより』

			　

			　そう、『チョコ』の一文字である。

			　カードと一緒に入っていたケーキにも、頭を悩ませる原因があった。

			　確かに、ケーキはケーキなのだが……。

			『チョコレートケーキ』

			　なのである。

			「セバス……、これは本命相手のためのもの、と受け取ってもいいのか？」

			「カーラ殿ですからねぇ。言葉通りの意味と受け取られたほうが、よろしいのではないでしょうか？」

			「やっぱりお前もそう思う？　しかし、チョコだぞチョコ。もしかしたら、俺の毎日のアプローチが実は心に響いていて、『いつもは照れくさいけど、今日ならっ』って感じで作ってくれたのかもしれないだろ？」

			「ええ、まったくそんなことはないとは存じますが、万が一……、いや、億か兆か京が一程度なら……、あり得るかもしれませんね」

			「それは、ひどくないか……」

			　チョコレートケーキを前に、１時間ほどうなり続ける国王の姿があったらしい。

			　

			　また、カーラからもらったチョコレートクッキーを食べた者たちにより、数日の間、甘いチョコについての熱い議論がなされていたりもする。

			　甘いチョコ。

			　それが、一世を風(ふう)靡(び)するまで、それほど時間はかからなかった。

		

	
		
			第２章　宿屋の出会いは一期一会

		

	
		
			　

			～その１　冒険者の男～

			　

			『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』という宿屋をご存知だろうか？

			　なんでも、オークラン王国随(ずい)一(いち)の宿屋で、「天上の料理」を出すことで有名だという話だ。

			　一部では『女将(おかみ)が女神の如く美しい』なんて話もあるが、宿屋の女主人なんてみな、恰(かつ)幅(ぷく)のいいおばちゃんが相場と決まっている。

			　たぶん、少し細いだけの年配の女性だけど、先入観に囚(とら)われたやつらの目から見れば、女神にでも見えたんだろう。まぁ、それでも女神は言い過ぎだと思うけどな。

			　こういった話の大半は、行き着く先が勘違いであることが多い。

			　例えば、ガチムチマッチョなおっさんたちが大勢で槌(つい)をふるっている鍛(か)冶(じ)屋(や)で、むさくるしい男たちのなかに女が一人いると、とても可愛(かわい)く見えることがあるだろう？

			　あの理論と同じだ。

			　恰(かつ)幅(ぷく)のいいおばちゃんと思っていたら、出てきたのが普通の女性で、おどろいて女神とか騒ぎはじめたに違いない。

			　俺は、女主人についての噂(うわさ)については、まったく信じてはいなかった。

			　

			　数年前から噂(うわさ)に聞くことが多くなり、気にはなっていた。しかし行く機会もなく、村の冒険者仲間たちの間では、幻の宿と呼ばれていた。

			　たまたま今回、依頼の都合で王都に行く機会ができた。

			　なんでも依頼主の都合上、１日は王都に滞(たい)在(ざい)する必要があるということなので、ギルドが宿を手配してくれるそうだ。

			　ギルドからは、事前に「泊まる宿に希望はあるか？」と聞かれたので、『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』と答えておいた。

			　職員からは人気の宿なので予約が取れるかはわからない、と言われたが、取れないなら取れないで仕方ないだろう。

			　女神に会えるという噂(うわさ)につられて、泊まりたいというやつが多い『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』だが、俺の目的は女将(おかみ)ではない。

			　俺が『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』に宿泊したい理由は、その宿の飯にある。

			　大陸でもっとも発展しているオークラン王国の王宮ですら食べることが不可能で、唯一宿に泊まった客のみ食べることができるとされている、『らいす』という食材を使った料理。

			　その料理を食べることが、なによりの楽しみなのである。

			　ギルドからの依頼を受けて出発する日の朝。ギルドからの通達で、宿の予約が完了したと聞いたときは胸が高鳴ってしまった。

			　俺はワクワクと逸(はや)る気持ちを抑えながら、王都への道を急いだ。

			　

			「は～い。ありがとうございま～す。依頼の品ですね？　本日は依頼主による依頼完了手続きができませんので、明日、改めて、ということになりますが、よろしかったでしょうか？」

			　そんなふうに軽い調子で話しかけてきたのは、王都の冒険者ギルドの受付嬢、リリカ殿だ。

		

	
		
			[image: p127.jpg]
		

	
		
			　王都のギルドに着いていきなり、受付嬢の名前を聞き出すとか、手が早いな……と思われるかもしれないが、それは間違いである。

			　リリカ殿は、我々冒険者の間では知らぬ者がいないほどの有名人なのだ。

			　若くしてＡ級まで上り詰めた元Ａ級冒険者で、レベルも50を超える。当時のＡ級冒険者のなかでは、最強レベルの強さであった。さらにはその美(び)貌(ぼう)をもって、当時の冒険者たちに多大な影響を与えた人物である。

			　男なら、誰もがリリカ殿と付き合うことを夢見たものだ……。

			　かく言う俺もその一人なのだが。

			　リリカ殿は、数年前にたった数日、俺の故郷の町に来ただけだった。しかし今、故郷の町で冒険者登録をしている、俺と同年代の連中は、俺を含めてだが、このとき、すべからくリリカ嬢に恋をした男たちである。

			　なかには女性もいるかもしれないが、今は省(はぶ)いておこう。

			　このまま行けば、Ｓ級冒険者も確実と言われていたが、リリカ殿は突然冒険者を引退すると、その後、数カ月ほど行方をくらませた……。

			　もう、冒険者ギルドは大混乱。リリカ殿をギルドの表看板として使っていたこともあり、当時は、彼女を探すために冒険者を総動員したのではないか、と思えるほどの人海戦術で、捜(そう)査(さ)網(もう)が敷かれたぐらいである。

			　……が、彼女の影も形も捉(とら)えることができなかった。さすがは【変幻自在】のリリカである。

			　数カ月に及ぶ捜(そう)索(さく)もむなしく、成果を得ることができなかった。ついに捜査も打ち切りになろうかというころ、リリカ殿は王都ギルドにひょっこりと戻ってきたかと思えば、ギルドの職員になったのだ。

			　俺たちの受けた衝撃は、計り知れないものだった。

			　事実かどうか確認したかったが、王都のギルドなど、よほどのことがない限り、俺たちのような地方ギルド出身者が入ることはできないのだ。

			　いや、ギルドには誰でも立ち入りＯＫなのだが……。

			　なんというか、勝手に劣(れつ)等(とう)感(かん)を抱いている俺たちからすると、王都のギルドは冒険者の聖地的なものなので、軽々しく足を踏み入れられないというか、なんというか……。

			　だが、これはいい機会だ。ここでリリカ殿と仲良くなって、町に帰ったら、冒険者仲間たちに自慢してやろう。

			　ほんの少しの下心とともに、俺はリリカ殿に話しかけた。

			「もしかして、リリカ殿ではありませんか？　元Ａ級冒険者の……」

			「あ、そうですよ。まだ覚えている人がいたんですねぇ。もう。随(ずい)分(ぶん)前に辞めたはずなんですが。今は受付ですよ」

			「いえいえ、貴方(あなた)は有名でしたから。どうです今度、食事――」

			「ママァ～。おしごとおわった～？」

			「……？」

			　食事に誘おうとした俺の声は、何者かに遮(さえぎ)られた。見ると３～４歳ぐらいの女の子がトコトコと歩いてくる。

			　フリルをあしらった愛らしいワンピースを纏(まと)うその少女は。かわいらしい笑顔を向けながらこちらに歩いてくる。

			　ほっぺたが、ぷにぷにやわらかそうである。

			　か、かわいい。……いや、待て待て、俺はロリコンではない、断じて違う！！！！

			　自問自答で葛(かつ)藤(とう)する俺をよそに、さらに近づいてくる美幼女。幼女に美とつけている時点でロリコン認定されそうだが、美幼女は美幼女なのだから、仕方がないだろう。

			　そういえば先ほど、聞き捨てならないセリフを聞いた気がするが？

			「アイカちゃん、ちょっと待ってね～。このおじさんの用事が済めばお仕事終わりだからねぇ～。終わったら、ママと一緒にカーラお姉ちゃんのところに行こうね」

			「わかったぁ、もうすこしまってる」

			　ほにゃっとした笑顔で、リリカ殿の言葉に頷く美幼女。

			　その笑顔に、俺を含め、ギルド内にいた職員たちや屈(くつ)強(きよう)な男たち、妖(よう)艶(えん)な女戦士、いつもならなにを考えているのかわからない魔道士の爺(じい)さんなど、すべての人間の頬が緩む。

			　破壊力抜群であった。

			　しかし、そんなことよりも俺は、衝撃の一言を聞いた気がするのだ。

			「…………え？」

			「はい？　え～と、なんでしたっけ？」

			「……あの～、つかぬことをおうかがい、いたしますがこの子は？」

			「？　アイカですか？　アイカは私の娘ですが？」

			　……。

			　……。

			「う……」

			「う？」

			「嘘だぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！！！！！」

			「あっ!?　ちょっと、まだ宿のことが……って行っちゃった。なんだったんでしょうねぇ～、アイカちゃん」

			「う～ん、わかんない。カーラおねえちゃんのとこにはやくいこ？」

			「そうね、それじゃあみなさんお先に失礼いたしますね」

			「「「「「「お疲れ様でした」」」」」」

			　驚きのあまり逃げ出した俺に、なにやら言葉が投げかけられたが、俺にはそんなことにかまっている暇はなかった。

			　俺が逃げ出したあとのなんとも言えない空気は、ギルド職員たちのさわやかな挨(あい)拶(さつ)の声に流されていったのである。

			　

			　さて、俺はあまりの驚きでギルドを飛び出してしまった。

			（ありえない。嘘だろ、結婚してたのか、そんな話、一度も聞いたことないぞ!?　というか子供までいるってのか!?）

			　別の意味で、冒険者仲間に報告することができてしまった……。

			（よくよく考えれば、あの美幼女にはどことなくリリカ殿の面影があったような……。どこのどいつだ、リリカ殿に手を出しやがったやつは!?）

			　俺は、どんよりとして沈んだ気持ちと少しの怒りを抱えながら、宿への道を進んでいった。

			　

			　宿に着いたのは、それからしばらくしてだった。

			　よくよく考えれば、宿の場所をよく知らない俺が、真っ直ぐ宿に着けるはずもないのである。

			　ただ、『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』は幸いにも有名な宿だったため、街の人に聞くとすぐに場所を教えてくれ、それほど時間はかからなかったが……。

			（それにしても、あんなサプライズがあるなんてな。まぁいいか、やっと宿にも着いたし、今日の飯に思いを馳(は)せるとしよう）

			　俺は、今日出会えるであろう『らいす』に思いを馳(は)せながら、宿の扉をゆっくりと押す。

			　

			　――カランカランッ

			　

			　来客を知らせるためのベルであろうか？　そのベルが小気味良い音を立てるのとときを同じくして、宿の扉が開く。

			「いらっしゃいませ、『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』へ」

			「いらっしゃいませ～、あっ、さっきのおじちゃんだ～」

			　客を迎える挨(あい)拶(さつ)とともに現れたのは、まさに女神と見間違わんばかりの美しさを持つ、白銀の髪の女性と、つい先ほど見かけた、リリカ殿のかわいい娘のアイカちゃんだった。

			（なぜここに!?　よく見るとリリカ殿まで！！？　今一番会いたくなかった……）

			「？　どうかされましたか？」

			「……？　うわ!!」

			　考えごとをしていた俺は、近づいてきた女性に気がつかなかったらしい。

			　顔を上げると、目の前に女神のように整った無表情の顔があった。驚くなと言うほうが無理である。

			　それにしても、凶悪なほど美しい……。

			「？　あの～本日はどういったご用件でしょうか？」

			「あ、そうだ。本日この宿に予約を入れているものですが……。宿のご主人はおられますか？」

			　とりあえず、今はこの美人のことよりも宿に泊まることが先決である。

			　宿の予約完了の報告が来ていたことを思い出し、噂(うわさ)になっている〝女神〟と呼ばれる女将(おかみ)を呼んでもらおうと思った。

			　さて、どんな恰(かつ)幅(ぷく)のよいおばちゃんが現れるのか……。

			「あの、宿の主人は一応、私になりますが……、お客様のご予約はありませんよね？　今日、はじめてお会いしましたし」

			「え？　あなたが女主人ですか？　恰(かつ)幅(ぷく)のいいおばちゃ…………え？　予約がない？」

			　ギルドから宿の予約が取れた、と聞いていたので、すぐに泊まれるものだと思っていたが……。

			　予想外の言葉に、俺は唖(あ)然(ぜん)とした。

			　宿の女主人という女性は、さらに言葉を続ける。

			「本日は他のご予約客の方で宿がいっぱいですし……」

			「……え？　でも、ギルドの職員からは、予約が取れたと聞きましたよ？」

			　確かにギルドの職員は言っていたはずだ、「宿が取れた」と。

			　それも、王都の他の宿ではなく、「『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』が取れた」と言っていた。間違いなければ、ここで合っているはずなのだが……。

			「えっと、申し訳ございません。当宿は、ご予約はすべて当宿に来ていただいたお客様に限り、受け付けさせていただいております。代理の方での受け付けは、行っておりませんので……」

			　なんでも、泊まるのを楽しみにきて泊まれなかった客のために、『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』では、予約用の『はるか遠き声(ダリゴーラス)』と呼ばれる使いきりの伝送魔(ま)導(どう)具(ぐ)を客に渡し、それで次の宿泊を予約するシステムを取っているらしい。

			　そもそも、昔は予約なんていらなかったらしいが、人気が出てきたため、最近になって予約制を導入したようだ。

			　今では、８部屋ある部屋のうち、２部屋以外は予約で半年先までは埋まっているらしい。

			　予約は前後３日以内なら連続で取ることができ、その期間中はいくら部屋が空いていようとも、誰も泊まることができない。

			　なんと、皇(こう)帝(てい)陛(へい)下(か)さえも泊まることが不可能だというのだから、驚きだ。

			　残りの２部屋は、当日、宿を探す人たちを泊めるための部屋だという。

			　こっちは、逆にどれだけ予約が入っても、当日、直接宿を訪れた客にしか宿泊させない。

			　お客様との信頼関係が大事だからという理由からのシステムらしいが、徹底している。

			（なん……だと？　俺の今日の宿、いや飯が……）

			　俺は、驚(きよう)愕(がく)に打ちひしがれた。

			「あぁ～、そうだった。今問題になっている偽予約詐欺集団に、新人のギルド職員が引っかかったみたいなので、予約は取れていませんよって言おうとしてたのよ。なのにあなたが勝手に叫びながらギルドを出て行くから……。とりあえず、『歓(かん)喜(き)の庭(てい)園(えん)亭(てい)』は予約が取れたので、今日の宿はそっちになるよ？」

			　リリカ殿が、ギルド内とは違い、とてもフランクに話しかけてきた。

			　がっくりと膝を突く俺。

			（そんな……、天(てん)上(じよう)の料理が……、『らいす』を使った料理が～）

			　俺の頭のなかは、そのことでいっぱいであった。

			「らいす～」

			　

			　――ツンツン

			「…………♪」

			　ちょっと声が漏れていたようで、それが気になったのか。

			　近づいてきたアイカちゃんは、うなだれながら百面相をする俺が面白かったのか、ほっぺたを突っついてきた。

			　実にいい笑顔だ。

			（うぉぉぉぉぉぉ。辞めてくれぇぇぇぇぇぇ。そんなに可愛(かわい)い笑顔でほっぺをつんつんしないでぇぇぇぇぇ。おじちゃんもアイカちゃんのほっぺをつんつんしたくなっちゃうでしょうがぁぁぁぁぁ）

			　断じて言うが、俺はロリコンではない。

			　そんな俺の頭上では、大人たちの会話が行われていた。

			「ちょっとリリカさん、そんな話は聞いてませんけど？　詐欺集団でしたっけ？」

			「いや、ほら、もうアジトもわかってるし、事態を収束させるだけでＯＫっていうか……」

			　周囲の空気が歪(ゆが)んで見えるほど、纏(まと)う空気の変わった女主人に、しどろもどろになりながらも、当たり障りのない返事をするリリカ殿。

			「それでも、当事者である私に連絡が来ないのはおかしいでしょ？　どういう理由ですか？」

			「えっと、その～、あ～隠さないほうがいいか。……いや～、正直今回の件は、宿に影響を及ぼすものだったでしょ？

			　その犯人のアジトを聞いたカーラちゃんが、その区画ごと王都をフッ飛ばさないかという話になりまして……。宿のことやお客様のことになると、カーラちゃん、加減がきかなくなっちゃうし……」

			　ギルドでのこの女主人の扱いは、まさに『凝(ぎよう)固(こ)爆(ばく)薬(やく)の宝(ほう)石(せき)』とでも言うもののようだった。綺(き)麗(れい)で美しい外観だが、取り扱いを間違えれば大惨事を招くという意味である。

			　後から聞いたのだが、王都のギルド内では、女主人が元凄(すご)腕(うで)冒険者だということは当たり前のように知られているようだ。それも、超(ちよう)弩(ど)級(きゆう)の冒険者としてだ。

			「失礼ですね……、私がそんなに見境のない人間だとでも？」

			「いや、……どっちかって言うと、人間超えてるって言うか」

			「なにかおっしゃいました？　それよりアジトがわかっているんですよね？　どこですか？　いつ向かうのですか？　今日ですか？　明日ですか？　今からですか？」

			　ズイズイとリリカ殿に近づいていく女主人。その瞳(ひとみ)からは、ハイライトが消えている。元々の無表情と相まって、強烈に怖い。

			　リリカ殿は涙目になりながら、なんとか答えを返した。

			「ば、場所は、商業区の南、第二裏大通りのなかほどにある２階建ての建物よぉ。『竜帝への道標』って看板がかかっているから、わかりやすいのよね。いつ向かうかは、未定だけど……。カーラちゃん、乗り込むなんて真似はしないでねぇ」

			　リリカ殿の言葉を聞き、目にハイライトを戻した女主人は、先ほどまで纏(まと)っていた空気を一転させ、落ち着いた様子になった。

			「しないわよ、宿だってあるんだから……」

			　リリカ殿のほうを向いて返事をする。

			「それよりもお客様、そんなところにうなだれていないで、席に座ってください」

			　リリカ殿との話が終わり、聞きたいこと聞いた女主人が、俺の存在を思い出してくれた瞬間であった。

			「らいす、と申されましたよね？」

			　椅子に座った俺の前に立ち、女将(おかみ)のカーラ殿がそう聞いてきた。

			　というか、カーラ？

			　どこかで聞いたことがあるような……。

			　それにしてもカーラ殿、アイカちゃんを抱く姿がとても絵になるなぁ。というか、ぶっちゃけエロい。

			　着ている服も、宿屋の女将(おかみ)というより、どこかの高級娼(しよう)館(かん)の最高級娼(しよう)婦(ふ)といった感じだ。腰巻エプロンがなければ、宿の従業員だと気づくことなど、きっとできないであろう。

			　さらに、とくに声を大にして言いたいのが、アイカちゃんを抱くことで押しつぶされた、柔らかそうなＯＰＰＡＩであろう。

			　なんともいえないエロさを、かもし出している。

			「はい、この宿に泊まった者しか食べることのできない、幻の食材だと聞きましたので、それを楽しみにここに来たのです」

			　極力ＯＰＰＡＩのことを考えないようにしながら、俺はそもそもこの宿に来た目的を思い出した。

			　これが意外に難しい作業だった。

			　どうしても、視線がそこに行ってしまうのである。

			　男の性ってやつだな。悲しいものである。

			「なるほど。では、もう一つ、『恰(かつ)幅(ぷく)のいいおばちゃん』とは、いったいなんのことだったのでしょうか？」

			　らいすのこともあって身構えてはいたのだが、やはり、あの呟(つぶや)きも聞かれていたらしい。

			「いえ、あの、あれは……」

			「あれは？」

			「こちらの宿が『女神の宿』だと聞いて……その、宿の女主人なんてものはみな、『恰(かつ)幅(ぷく)のいいおばちゃん』と相場が決まっていますので、少し細いぐらいのおばちゃんが出てくると思っていたのですが……こんなに綺(き)麗(れい)な人が出てくるとは、予想外だったもので」

			　しどろもどろになりながら、俺はなんとか言葉を絞り出す。

			「まぁカーラちゃんは綺(き)麗(れい)だからねぇ」

			　リリカ殿、ナイスフォローありがとうございます。

			「そうですか、お世(せ)辞(じ)とはいえ、ありがとうございます。まぁ、私は恰(かつ)幅(ぷく)のいいおばちゃんにはなれませんねぇ。申し訳ありません。それとらいすですが、別に泊まらなくても食べることはできますよ？」

			「…………え？」

			「少し待っていただけますか？　もうすぐ時間ですので……」

			　カーラ殿の言葉の意味がわかるのは、ほんの数分後のことであった。

			　そこでの出来事は、俺が今まで生きてきたなかで、もっとも衝撃的なことであったかもしれない――。

			　

			　――バンッ！！！

			　

			　と、ドアを吹き飛ばしかねない勢いで飛び込んできた男。

			「来たぞ～。おっ？　今日はリリカとアイカもいるのか、華やかでいいな。ん？　なんだこの男は？　カーラはやらんぞ？」

			　飛び込んできた途端、いきなり投げつけられた言葉に驚く俺。というか、こいつどこかで見たことがあるような？

			「相変わらずですね、国王様」

			「こくお～だっとぉ」

			「お？　いいぞいいぞ、アイカは甘えんぼさんだなぁ。俺とカーラに娘ができたら、友達になってやってくれよ？」

			　そんなことを言いながら、アイカちゃんを抱き上げる男。

			　……。

			　……え？

			　……国王だって!?　確かによく見れば、カイル王だ！！？　なぜこんなところに!?　というかカーラ殿と娘を作るって……。恋人同士なのか!?

			　もう何度目になるかわからない衝撃の事実に、俺は打ちのめされた。しかし、それはいい意味で裏切られた。

			「なに、馬鹿なこと言ってるのよ、カイル。結婚の予定どころか、私たち、付き合ってすらいないでしょ！」

			「ッち、今日も脈はなしか……。まぁいい、カーラ、今日も飯をくれ～。ついでに結婚して」

			「結婚はしないわよ。それより、そこのお客様も一緒に食べるから、同じテーブルに座ってね。ばらばらの席で食べられると、後片付けが大変なの」

			　なんだ、この夫婦(めおと)漫(まん)才(ざい)は……。

			　これで恋人じゃないって、誰が信じられるんだ？　というか、国王と同席!?　そんな恐れ多い……。

			　辞退しようと立ち上がりかけた俺の肩を誰かが抑えた。

			　……リリカ殿だ。

			「カーラちゃんのご飯を、しかもこの時間に食べられるなんて、本当はないことだからね、ゆっくりしていくといいよ」

			　まぶしい笑顔でそう言うリリカ殿。

			　いや、国王と同席ってだけで落ち着けないんですが……。

			　

			　カイル国王は、俺たち冒険者からすれば憧れの存在であった。

			　元冒険者でもある国王は、それまで、ただ名乗るだけで食い詰め物と同じ扱いであった冒険者たちのために、ギルドという場所を作ってくれた。

			　そのおかげで、冒険者たちは地位を与えられ、市民とほぼ同一レベルまで生活環境を整えることができた。

			　それは天才的な手腕だった！

			　早ければ半年で交代もあり得る国王の座に、なんと９年もついている。今後も発展を続けるであろうオークラン王国に、なくてはならない人物なのだ。

			　そんな雲の上の人物と同席なんて、正直に言えば、今すぐにでも逃げ出したい気持ちでいっぱいだ。

			「おい、お前も飯を食うんだろう？　カーラの言うことは、聞いとかねえと放り出されるぞ？」

			　国王が俺に忠告してきた。

			　なんでも、国王はすでに何回か放り出された経験があるらしい。

			　俺は、正面に座った国王の威(い)光(こう)に圧倒され、横にいるアイカちゃんの可愛(かわい)さに癒(いや)されながら、厨(ちゆう)房(ぼう)のほうを眺める。

			　そこには、料理を作っているカーラ殿の姿があった。

			　大量の野菜が切られていく。

			　白菜に玉ねぎ、キャベツ……、タケノコやニンジンもある。

			　あの、ひらひらした黒いものはなんだ？　初めて見るな……。

			　俺が考えている間に、ほぼすべての具材がトントンと小気味良い音を立てながら刻まれていく。

			　次に巨大なフライパンを取り出した、カーラ殿はそれを火にかけた。

			　十分にフライパンを熱すると、そこに少し香りの良い油を垂らす。熱された油が、程よい香りを放つ。

			　ついで、みじん切りにした生姜(しようが)、ニンニクをフライパンに入れる。

			　油と絡み、強めの火力で炒(いた)められていくにつれて、なんともいえない香りを放つ生姜(しようが)とニンニク。異常に食欲をそそる匂いが、厨(ちゆう)房(ぼう)と食堂を満たした。

			　香りに満足したのか、カーラ殿は一つ頷くと、次に一口大にきった豚肉、イカ、エビを加えてこれも炒(いた)めていく。

			　豚肉やイカ、エビにも火が通ってきたことを確認すると、次に野菜を入れる。火の通りにくいものから入れていくのがコツだ。

			　最後に小さな卵を数個溶いて加え、ほんの少し炒(いた)めたあと、別の鍋(なべ)で水、鶏がらのスープ、オイスターソース、酒、醤(しよう)油(ゆ)を混ぜ合わせる。塩、胡(こ)椒(しよう)で味を調(ととの)えると、スープをフライパンのなかに入れて材料を煮(に)る。

			　ニンニクの香りとスープの香りが混ざり合い、なんとも言えない食欲をそそる香りがさらに強化され、俺の腹部を直撃したことは間違いなかった。

			　白菜の芯の部分が少ししんなりしたころを見計らい、絹(きぬ)さやを適量、加える。軽く和えると、できたスープを小皿に移し、カーラ殿は味見をした。

			　小皿に寄せられるその唇に、俺は思わず見とれた。ふと見ると、目の前に座る国王もじっと見つめていた。

			　リリカ殿はあきれ顔だ。アイカちゃんは、国王の頬をつついて遊んでいる。なかなか胆(きも)の据(す)わった娘である。

			　ぷりぷりの唇が小皿にそっと触れ、スープを啜(すす)る。カーラ殿のような美女に啜(すす)られる、あの小皿が実に羨(うらや)ましい。

			　スープの味に満足だったのだろう。大きく頷くカーラ殿。

			　心なしか、カーラ殿を取り巻く空気が澄んだ気がした。

			　次にカーラ殿は、そのスープに白い粉を水で溶いたものを少しずつ加えていく。

			　するとどうだろう、先ほどまでしゃばしゃばだったフライパンの中身が、とろとろの餡(あん)でいっぱいになったではないか!?

			　この国は、まだまだ料理は発展途上だ。そんな国で、目の前で繰り広げられるカーラ殿の料理は、はっきり言って魔法だった。

			　いったいどんな魔法だろうか？　と驚く俺をよそに、料理は進む。

			　餡(あん)の出来に満足したのか、盛り付けのために皿を取り出すカーラ殿。

			　すこし深めの丼(どんぶり)に、宝(ほう)石(せき)のように白く輝くものを入れ、それに先ほどの餡(あん)をかける。

			　俺は、唸り声を上げるお腹を抑えるのに必死であった。

			　

			　カーラ殿は、５つの丼(どんぶり)を持って俺たちの待つ席にやってきた。

			「はいどうぞ、中華丼よ」

			「待ってました～」

			「いつ見てもおいしそうね」

			「わ～い」

			　喜びの声をあげる、国王とリリカ殿とアイカちゃん。

			「……」

			　さっと手際よく作り上げられた目の前の料理に、俺はただただ呆然としていた。

			「どうしました？　あなたの言う『らいす』で作った料理ですよ？」

			「……え？　これに『らいす』が？　あ！　あのひらひらした黒いやつですか？」

			「ひらひらした黒いやつって……？　ああ、それはきくらげですね、『らいす』は餡(あん)の下に敷いているものですよ」

			『らいす』というのは、あの白くてきらきら輝く、宝(ほう)石(せき)のようなものだろうか？

			　あれが『らいす』!!　　早く食べてみたいものだ。

			　俺は渡された底の深いスプーンを受け取り、早速食べようと更に手を伸ばしたが。

			　ジ―――――。

			　なんだか周りの視線が痛いです。

			「お前なぁ、この宿にはルールってもんがあるんだ、勝手に飯、食えると思うなよ？」

			　国王の言葉に、俺はスプーンを置いた。

			「おじちゃん、めっだよ、めっ！」

			　アイカちゃんが、小さな体を乗り出して必死に怒ってくれているが、かわいいのでまったく怖くない。

			「危なかったわね、あなた」

			　そう言って少し体をずらすリリカ殿。そこには……。

			　

			　一、食事の前には感謝の言葉を唱(しよう)和(わ)すべし。

			　一、食事のあとにも感謝の言葉を唱(しよう)和(わ)すべし。

			　一、食事はみなで仲良く取るべし。

			　一、食事中の喧(けん)嘩(か)は御(ご)法(はつ)度(と)。

			　一、微笑(ほほえ)ましい喧(けん)嘩(か)は不問とする。

			　

			　尚、上記の内容を守れないものは強制退場も覚悟すべし。

			　

			　この宿の食堂でのルールが、これでもかと、『なぜ気づかなかったんだ……』と嘆(なげ)きたくなるぐらいデカデカと、壁に貼られていた。

			　え……、俺、こんなデカデカと書いてあるルールにさえ気がつかなかったの？　まじヤバじゃね？

			「よかったわね。陛下が止めてくれて。せっかく食べにきたライスを、一口も食べずに帰るとこだったわよ？」

			　リリカ殿が笑顔で言う。

			「ふん、俺は別にこいつがどうなってもよかったのだがな。勘違いするな。食事の前に叩き出される奴を見て……叩き出されたときのことを思い出して、悲しくなりたくなかっただけだ」

			　国王陛下……、ツンデレ？

			　てか、ツンデレって使い方、合ってるのか？　冒険者仲間が、こういう場面では使える言葉だって言ってたけど……。

			「ふう、もう少しスプーンを近づけていたら、問答無用でたたき出すところでしたよ。この紙を張り出す前は、みなさん好き勝手食べていましたけど、張り出してからは、みなさん、落ち着いて食べてくれるようになったんです。

			　まぁ、未だに守ろうとしない人はいますけど、そういう方にはご退場いただいてますし。これだけ大きく書き出してありますので、気が付かなかったなんてことはない、と思うんですがね……。

			　まぁ、いいでしょう。では、改めまして、私たちの血肉となるため食材となってくれた、すべての生命に感謝して……いただきます」

			「「「いただきま～す」」」

			「？　いただきます？」

			　よくわからなかったが、全員が声を揃えて言ったので、俺も真似して言ってみた。

			　これが感謝の言葉なのかな？

			　というか、言わなければたたき出されていたのか……危ねぇぇぇぇぇぇ。

			　感謝のかけ声とともに、がっつきだす国王。アイカちゃんまでもが、はぐはぐ言いながら食べている。

			　なんともかわいらしい光景だった。

			　これは、冒険者仲間には見せられないな。あいつらなら、間違いなくハッスルしてしまう。そんなことを思いながら、俺は『中華丼（だったっけ？）』を口に運んだ。

			　口のなかに広がるとろとろの餡(あん)にはしっかり味がついており、野菜も適度にしゃきしゃき感を残している。

			　イカ、エビはぷりぷりとしており、餡(あん)が持つ独特の風味とあいまって、美(う)味(ま)さのレベルが格段に上がっている。

			　さらには、その下の、少し餡(あん)が絡まった『らいす』がまた格別に美(う)味(ま)い。

			　ほんのりと甘い『らいす』に、塩味のきいた餡(あん)が絡まっている。野菜の持つしゃきしゃき感が、歯ごたえにも文句を付ける隙をなくしている。

			　見た目も、ニンジンの赤や絹(きぬ)さやの緑と、カラフルで美しい。

			　これまでの人生で、これほど美(う)味(ま)いものを喰ったことはない、と言い切れるほどの味であった。

			「う～ま～い～ぞぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ」

			　俺はついつい叫んでしまったが、本能の雄たけびだった。

			　自分自身では、抑えようがなかった。

			　一気にすべて平らげた俺を、なんだか微笑(ほほえ)ましい笑顔で見る国王やリリカ殿。

			　なんだか恥ずかしい。アイカちゃんを見て和(なご)んでいよう。

			　２人の視線に耐えきれず、未だにはぐはぐと中華丼を食べているアイカちゃんを見て癒(いや)される俺だった。

			　食べ終わったあとは、「ご馳走様でした」というかけ声をみなで唱(しよう)和(わ)し、食事を終えた。

			　ふ～。『らいす』が喰えるだけでも満足だったが、まさか、ここまで美味(おい)しい料理が出てくるとはな。

			　料理が美味(おい)しかっただけに、泊まれなかったことはとても残念だった。

			　そんなことを思いながら、『歓(かん)喜(き)の庭(てい)園(えん)亭(てい)』に向かおうと立ち上がった俺に、カーラ殿が声をかけてきた。

			「ちょっとよろしいですか？　これを」

			　そう言ってカーラ殿が差し出したのは、『はるか遠き声』であった。

			「いつでもお待ちいたしております。次に来られる際は、そちらでご予約ください」

			「あ、ありがとうございます。また必ず来ます」

			「はい、お待ちしております」

			　そういって頭を下げるカーラ殿。

			　俺は、必ずまた来ようと心に誓うのであった。

			　

			　翌日。

			　依頼も無事完了し、『らいす』も食べられたことに満足した俺は、なんだか騒がしい王都をあとに、故郷の町に向けて出発した。

			　いや～よかったよかった。『歓(かん)喜(き)の庭(てい)園(えん)亭(てい)』もいい宿だったし、次に来るときはカーラ殿の宿にも確実に泊まれるわけだしな。

			　まさかリリカ殿や国王様と知り合いになるなんて、思ってもなかったし……。

			　ほんとカーラ殿って何者なんだ？　あの、二大有名人と言っても過言ではない２人と仲が良くて、あんな美人なら、有名にならないはずがないんだけどなぁ。

			　ん？

			　カーラ？

			　カーラ、白銀髪、美人、抜群のプロポーション、カーラ、カーラ……、……！

			　あぁぁぁぁぁぁぁぁ！

			　カーラってあれか？　

			【魔導幻姫】のカーラか！

			　あの伝説の超越者級の!?

			　伝説の邪龍と戦って死んだって聞いてたけど!?

			　すごい人がやっていた宿だったんだと、今更ながらに気づいた俺だった。というより、なぜ今までカーラさんのことを忘れていたんだ……。

			　たった２年で伝説にまで上り詰めた、過去、現在、未来すべての冒険者のなかで最強と謳(うた)われていた人なのに……。

			　やっぱり、死んだという噂(うわさ)があったからだろうか？

			　まぁ、真実を知ったところで、冒険者仲間への報告が格段に増えそうなだけだが……。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そのころ、王都では――。

			　朝になったらなぜか消滅していた商業区のとある一角について、さまざまな議論が交わされていた。

			　そしてギルドでは、なんとなく事の真相を確信しているような面持ちで、ギルドマスターが遠目からリリカを見ていた。

			（カーラちゃぁぁぁぁぁぁん。乗り込まないって言ってたじゃなぁぁぁぁぁい）

			　リリカはそんなふうに心のなかで叫びつつ、業務に支障をきたさない様に微笑(ほほえ)みながら仕事をしていた。

		

	
		
			　

			～閑話　あの人からの手紙～

			　

			　誰もが振り返るような美女が、大通りを歩いている。

			　その美(び)貌(ぼう)に、男女問わず惚(ほう)けたようになってしまうほどだった。

			　誰もがその美女の向かう先を見、その行き先が『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』であることを確認すると、一斉にこう思った。

			（ああ、カーラさんの知り合いか……　ならあの綺(き)麗(れい)さも頷ける）

			　と。

			　しかし、そのあとさらに、首をひねることになる。

			（あの美女はどこかで見たことがなかったか？）

			　と……。

			　

			　その女が宿に現れたのは、お昼の時間も過ぎようかというころ。カイルが宿を訪れるまで、少しの間がある時間帯である。

			　突然、宿屋の食堂に入ってきた女は、あらかた夜の食事の準備を終わらせていたカーラに声をかけた。

			「お久しぶりです。いや、はじめまして、と言ったほうが正しいでしょうか？　カーラさん」

			「いらっしゃいませ。『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』へようこそ。そうですね、あなたのような美しい女性に会うのは、はじめてだと思いますが？　久しぶり、ということは、どちらかでお会いしましたでしょうか？」

			「会ったことはありませんね。でも、私はあなたを知っているんですよ」

			「……」

			「高(たか)橋(はし)、竜(りゆう)太(た)さん」

			　食堂の空気が一変した。

			「……どこでその名前を？」

			「そんなに警戒しないでください。『サイコ・ウシン』と言えば、おわかりですね？」

			「はぁ～。あのウシンですか。これまた久しぶりな名前が出てきましたね。では、あなたがウシンなのですか？」

			　本当に久々の名前だったのだろう。カーラは無表情ながら、どこか驚いたふうにも見えた。

			「そんな、恐れ多いですよ。私はただの偵(てい)察(さつ)部隊の天使、識(しき)別(べつ)コード【ＫＲＮ－２００】、通称・クランです」

			　カーラは、しばし呆然となった。まさか目の前にいるのが、この世界での唯一神であるクランだとは、思ってもみなかったのだろう。

			　一方、クランはというと、手慣れたようにカウンターの椅子に腰をかけて、１枚の紙を取り出した。
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			「本当はウシン様が直接来られる予定だったんですが、まあ秘書の『天ちゃん』に捕まってしまいまして。とりあえず伝言だけですが」

			　そう言って手紙を差し出すクラン。それにしても、『天ちゃん』とやら、グッジョブである。

			　カーラがこの世界にやってきたとき、ウシンは、『そう何度も足を運べない』とか、『私が干(かん)渉(しよう)すると世界に影響が』とか言って、もうかかわりが薄くなりますアピールをしていた。

			　それなのに、ちょくちょくこっちの世界に来ているのだ。でも実は、それはすべてカーラにばれていた。

			（そろそろ落ち着いて、世界管理の仕事に戻ってもらいたいものだ）

			　そんなことを思いながら、カーラは受け取った紙を読んだ。

			「そうですか。え～となになに？」

			　

			『カーラちゃんへ

			　久しぶり～元気してた？　私は元気にしてます。そっちの生活にはもう慣れたかな？　今回は行けなくてごめんね～。

			　行きたかったんだけど、秘書の天ちゃんがさぁ。もうほんといけずなんだよ。だから、代わりにクランに行ってもらうから。

			　今回、話をしに行こうとしたのは理由があるんだよ～。

			　カーラちゃんの今のステータス、えらいことになっちゃってるんだよね～。

			　あれ？　私こんなチートキャラ作ったけってぐらいに、異様なステータスになってるのよ。

			　そこにいるクランの、軽く50倍の能力はあるんだけどさ？

			　なにがあったのかな～って。

			　作った当初は、クランの半分程度の強さを設定していたはずなんだけど……。

			　天使たちも慌てちゃって、一時期は存在を封印するって話も出たぐらいなのよね～。

			　まぁ、面白いからこのままで行こうって話になったから、気にしないでね？

			　それと、いろいろとチート能力を内緒で付加しておくから、機会があれば使ってね？

			　天ちゃんにばれないように作業するの、大変だったんだから。感謝するように。

			　じゃあまた、遠くの世界からいつも見てます。

			ウシンより☆』

			　

			　……。

			　……。

			「って、なんじゃこの手紙はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！！」

			　カーラは、クランが目の前にいるのも忘れて思わず叫んだ。しかし、ものすごい内容の伝言である。

			（能力が唯一神を軽く上回ってるって、どういうことだ!?）

			（一時期、存在ごと封印って……怖!!）

			　そんなことをカーラが考えていると、突然クランが立ち上がった。

			「おっと、そろそろ時間ですね、一応、私にも世界偵(てい)察(さつ)の仕事がありますので、そろそろお暇(いとま)させていただきましょうか。

			　それと、あなたの力は私たち天使を大きく上回ってしまいました。ウシン様にも匹敵しかねない勢いです。……ですが、もしウシン様に反(はん)旗(き)を翻(ひるがえ)すようなら、天使軍の全軍をもってしてでも、あなたをこの世から抹(まつ)殺(さつ)いたしますので、お忘れなきよう。……それでは」

			　クランが一息でそこまで言うと、カッと猛烈な光に包まれた。

			　しばらくして、光が集束したあと、なかから現れたのは、背中に10の翼を背負う、まさに天使だった。厳しい表情のまま、カーラを睨(にら)み付けるクラン。

			「私がウシンに反(はん)旗(き)を翻(ひるがえ)すようなことは、ないわね、むしろ、この世界に送ってくれたことを感謝したいぐらいだわ。あなたともお友達になりたいな。今度来たときは、なにか食べて行ってね。それじゃあ、またね」

			　カーラはうっすらと微(び)笑(しよう)を浮かべ、言葉を返す。スキルにより、動きの鈍くなっている表情筋が動く例外が、ここにあった。

			　カーラの微(び)笑(しよう)を見たクランは、チートスキルにやられたのか、顔を真っ赤にしながら飛び去っていった。

			　

			　一方そのころ、今日も今日とて宿屋への道を行くこの男。

			　あと少しで宿に到着というところで、突然、宿を光の柱が貫(つらぬ)いた。

			「な!?　なんだ!?」

			　天から一直線に伸びる光の柱。その姿は、王都のどこからでも見ることができたであろう。その光のなかを、10の翼を生やした人間が空に向かって駆け上っていく。

			「あれは……、クラン神!?」

			　教会に行けば必ず見ることができるので、誰もが一度は顔を目にしたことのあるクラン神の姿に、さすがのカイルも驚きを隠すことができなかった。

			　クラン神が天に消えると同時に、光の柱も消えた。

			「カーラ！　大丈夫か！！！？」

			　急いで宿に駆け込むカイル。そこには……。

			「いらっしゃいませ、『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』へ。カイル、そんなに慌ててどうしたの？」

			　いつもと変わらない、無表情のカーラの姿があった。

		

	
		
			　

			～その２　女冒険者の密かな願い～

			　

			　私はＦ級冒険者のルカといいます。

			　Ｆ級冒険者というのは、ギルド認定の冒険者ランク付け（下からＧ、Ｆ、Ｅ、Ｄ、Ｃ、Ｂ、Ａ、Ｓと８段階ある。さらに上には超越者級と言うランクもあるが、人間では到達できないとされている）で下から二番目のランクに当たる、いわゆる下っ端冒険者のことです。

			　まぁ、下から二番目と言っても、Ｆ級の下、Ｇ級冒険者は、王都冒険者学校の冒険者見習いであったり、冒険者崩れの犯罪者一歩手前といった人たちのランクとされているので、実質一番下のランクと言っていいと思いますが……。

			　地方ギルド所属の私ですが、この度、依頼で王都を訪れ、この『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』に泊まらせていただいています。

			　たまたま暇(ひま)な時期だったのでしょうか。私の住んでいる地方でも超有名になっている宿に宿泊できるとは、ありがたいものです。

			　本当は、依頼が終わったらすぐに帰ろうと思っていたのですが、路(ろ)銀(ぎん)がなくなってしまい、帰れなくなってしまいました。

			　え？　冒険者なのだから、依頼で護(ご)衛(えい)とかしながら帰ればいいのではって？

			　先ほども言いましたが、私は低ランクの冒険者なので、そもそも護(ご)衛(えい)の依頼を受けられないのです。

			　護(ご)衛(えい)は、その仕事内容から信頼がモノを言う仕事なので、最低でもＣ級、なんならＢ級以上が望ましいと、条件を付けられる方が多くて……。

			　なら、一人で帰ればいいだろうと思われるかもしれませんが、私のような低ランク冒険者は、護(ご)衛(えい)を雇(やと)うか、もしくは数人で集まって移動しないと、たちまち魔物に襲われてお陀(だ)仏(ぶつ)ですから……。

			　受ける依頼も、お届け物や雑用などの比較的安全なものを選ぶようにしていますし、別の町への移動がある依頼を受ける場合は、ちょうどよくその町へ向かう冒険者などを見つけるところから、仕事ははじまります。

			　弱小低ランクの冒険者は、ベテランの高ランク冒険者について行くことで、安全に依頼をこなせます。ベテラン冒険者のノウハウを教えてもらいながら、少しずつ成長していけるのです。

			　それだと高ランク冒険者にはうまみがないように聞こえますが、自分の育てた冒険者が有名になれば、教えたほうのベテラン冒険者の株も上がりますし、才能ある新人冒険者を自分の仲間として引き抜くことも可能です。

			　ベテラン冒険者にとっても、それなりに受け入れられているシステムなのです。

			　なので、今日から王都に滞(たい)在(ざい)してしばらく依頼を受け、路(ろ)銀(ぎん)を稼いでから故郷に帰りたいと思っています。

			　え？　路(ろ)銀(ぎん)がないのにどうやって宿に泊まったのか、ですか？

			　こちらの宿、『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』さんは、とても良心的な価格設定で泊まれる素晴らしい宿なんですよ。

			　一般的な宿の、大部屋、複数人雑(ざ)魚(こ)寝(ね)、食事なし、といった宿泊費と同じくらいの値段で、朝夕食付きでの個室（鍵(かぎ)付き）に泊まれるんです。

			　女将(おかみ)のカーラさん（とても綺(き)麗(れい)な方でした。ＯＰＰＡＩ大きい……、羨(うらや)ましい）に交渉したところ、連泊も可能だということでしたので、とりあえず３日分先払いして、泊まらせていただくことになりました。

			　

			　さて、このたび、私が語らせていただくのは宿での不思議な体験です。

			「「「「ご馳走様でした」」」」

			「お粗(そ)末(まつ)さまです」

			　このやり取りは、宿で食事をするときの恒例行事だということです。

			　昨日の夕食時「いただきます」というかけ声を行わずに料理を食べようとした冒険者の男性が、有無を言わさずつまみ出されてしまいました。

			　女将(おかみ)さんの細腕でつかみ上げられ、ポイっと軽く放り投げられた大柄の男性。

			　なんとも摩(ま)訶(か)不(ふ)思(し)議(ぎ)な光景でした。

			　カーラさんは男性の弁(べん)明(めい)を一切聞かずに放り出したので、さすがに大丈夫なのかと思っていました。

			「壁に大きくルールとして書き出されているにもかかわらず、やらなかったので、同情の余地はない」

			　他の宿泊客の方は、こんなふうにおっしゃっていました。

			　その後、放り出された男性は、宿へ襲(しゆう)撃(げき)しようとしていたようですが、巡回中の警備兵に見つかり、お城の牢(ろう)屋(や)へご案内されたそうです。

			「お前な、相手を見てケンカを売れよ……」

			「お前一人のせいで、商業区半壊なんてこともあったかもしれないんだぞ？」

			「いやー、未然に防げて本当にラッキーだったよ……」

			　冒険者の男性を捕まえた兵隊さんたちは、こんなふうにおっしゃっていたそうです。

			　意味はよくわかりません。未然に防げてよかったことには同意しますが……。

			　朝の食事が終わり、私以外の冒険者が依頼に出かけてしまったあと、カーラさんが声をかけてきました。

			「確か……、あなたも冒険者よね？　『路(ろ)銀(ぎん)を稼ぎに行く』って言ってましたけど、依頼を受けに行かなくて大丈夫かしら？　割のいい仕事なんかは、早く行かないとなくなってしまうわよ？」

			　歳が近かったこともあり、カーラさんは私にとても気さくに話をしてくれるようになりました。

			「あ、はい、私はＦ級ですので討(とう)伐(ばつ)依頼などは危険で受けられないんですよ。なので、簡単なお届け物などの依頼を受けて、地道に経験値稼ぎをしなければならないんです」

			　返事をしながら、カーラさんにはこんな説明する必要はないかな、とも思います。

			　なんでもカーラさんも元冒険者だそうで（全然そんなふうには見えませんが……、しかし、それなら昨日の大柄の男性を放り投げたのにも納得がいきます）、私の言葉になんだか驚いたような顔をしていました。

			　なにかあったのでしょうか？

			「……冒険者になるには、学校を卒業しなければいけないはずよね？　入学時には最低限ふるいにかけられるはずだし、戦闘の心得とか、魔法理論とか、最低１年は鍛(きた)えられるわよね？　だから冒険者になりたてでも、それなりに強いはずよね？」

			「あぁ、えっと……、王都ギルドでは学校という制度がありますが、地方はまだそんな制度が確立されていないんですよ。ギルドに書類を提出すれば、そこでＧ級冒険者になれるんです。なので、私みたいな大して強くない冒険者が大勢いるんですが……」

			「………………え？」

			「Ｇ級をいただくときに簡単なギルドの説明、冒険者の心得、依頼の受け方など諸々の説明と、魔力測定が行われます。魔法理論が説明され、緊急時の傷の手当て方法が説明されたあと、普通に依頼を…………ってどうしたんですか!?」

			　カーラさんは、いつの間にかがっくりと膝をついてうなだれてしまいました。

			　その体勢でなにかブツブツ言っているようですが、怖くて聞けません。

			　呪(じゆ)詛(そ)を聞くと魂(たましい)が縛(しば)られる、とおばあちゃんが言っていましたので、漏れ聞こえてきそうな声もシャットアウトしました。

			　やがて、自分のなかでなにか結論が出たのか、すっくと立ち上がり、こちらに無表情な顔を向けるカーラさん。

			　笑えば、もっと綺(き)麗(れい)だと思うんですが……。

			「ごめんなさいね、変なとこ見せちゃったわね」

			「いえ、王都ギルド所属の方は必ず同じ反応をされますので……」

			「そう？　よかったわ。それで？　依頼には行かないのかしら？」

			　立ち直った途端に、先ほどまでの暗い雰囲気など、どこかに吹き飛んだ様子のカーラさん。

			　あぁそうでした、依頼に行くか行かないかのお話をしていたんですよね。

			「先ほども言いましたが、私がまだ低レベルなこともあり、簡単な依頼のお届け物などの依頼を受けようと思っています。でも、お届け物などの依頼は午後からのものが多いのですよ……。朝にギルドへ行ってもあまり依頼がないので、昼ごろまでは、こちらでゆっくりさせていただきます」

			　私の返答に、カーラさんはなにかを考え込む。

			　私の放った『宿でゆっくりする』という言葉が、不思議世界への扉だったようでした……。

			「宿に残る？」

			「はい、なにかいけなかったでしょうか？」

			　カーラさんの返答が不安を煽(あお)ります。宿に残ってはいけない、なにか重要な理由があるのでしょうか？

			「いえ、別にそういうわけではないのだけれど、今から掃除の時間なので……」

			「あっ、そうなんですか？　別に大丈夫ですよ？」

			　宿なのだから、掃除くらいはしているでしょう。なにより、ベッドシーツの交換などもあると思います。

			　私としては、掃除をしてもらっても別にかまわないのですが、私がいるとなにか問題があるのでしょうか？

			「……それでは、８時から９時の１時間は、部屋の外に出ないと約束していただけますか？　お約束いただけない場合は、いろいろ保証しかねますので……絶対に、部屋から出ないようにお願いいたします」

			　なんだかすごい迫力で、カーラさんが迫ってきました。

			　念には念を入れて、といった気持ちがよく伝わってきます。

			　鬼(き)気(き)迫(せま)るとは、今のカーラさんのようなことを言うのでしょう。

			　それにしても、カーラさんは、近くで見るとお人形さんみたいに整った顔立ちをしていて、綺(き)麗(れい)です。でも……綺(き)麗(れい)すぎてちょっと怖いです。

			　無表情で詰め寄られると、倍率ドン、さらに倍といった感じです。

			「だ、大丈夫れす」

			　私は、カーラさんの綺(き)麗(れい)な顔に見とれながらも少し怖くなってしまい、返事をするときに思わずかんでしまいました。

			　は、恥ずかしい……。

			「では、なにとぞ、よろしくお願いしますね」

			　そう言い残し、カーラさんは後片付けのために厨(ちゆう)房(ぼう)に戻っていきました。

			　

			　部屋に戻ってきた私は、閉めていた窓を開けて朝の空気を室内に取り込みました。

			　部屋の設備は、ふかふかのベッドが２つ、シックな机と椅子のセット、簡易クローゼットと簡素なものです。ただ、そのすべてが調和をなし、清(せい)潔(けつ)な雰囲気を与えてくれています。

			　カーラさんとの約束通り、部屋から出られない１時間の間、時間つぶしのために流行の小説を取り出して読みはじめました。

			　タイトルは、『最強だけど、宿をはじめました』。ライース・神楽(かぐら)という人の本です。

			　あらすじは、とある女性が、自分のもといた世界とは別の世界（異世界と言うそうですが、よくわかりませんね）で宿を経営し、そこで巻き起こるさまざまな事件に立ち向かっていく、というものです。

			　宿屋の実態や経営のしんどさ、町の人々とのやり取りなどが、面白おかしく、事実と多少の誇(こ)張(ちよう)と、少しの脚色を織り交ぜ書かれていて、従来の小説にはなかったような面白さがそこにはあるんです。

			　もう一つの特徴として、主人公の女性は、別の世界に来るまでは、魔力も乏(とぼ)しく力も持たない、いわゆる、おちこぼれな冒険者だったのですが、世界が変わって一変、その新しい世界では最強の力を持つ存在になるんです。

			　それこそ、女性が転移することになる異世界の神よりも強い力を手に入れるのです。

			　もし、仮に主人公の女性が私だったら、今までの鬱(うつ)憤(ぷん)を晴らすために大暴れしているだろうと思うのですが、その女性は、平和に生きるために宿の経営をはじめるんです。

			　それもまた、「最強の力を得たのに、なぜ大暴れしないんだ～」と批判をもらいながらも、その女性になんだかかわいらしい印象を与え、人気を呼ぶ原因になったのだと思います。

			　従来の小説は、英雄譚のように、過去の偉人をさらに脚色して書いたものばかりでした。

			　最終回も魔王を倒し、姫を救出、国へ凱(がい)旋(せん)し、姫と結ばれ、平和に暮らして、ハッピーエンドを迎える、といった決まりきったものばかりで、面白みに欠けていたんです。

			　小説のあり方を根本から変え、新しい娯楽を生み出した、ライース・神楽(かぐら)さん。この人は天才だと思います。ただ、出身地や性別などの情報は一切なく、謎に包まれている作家さんでもあります。

			　

			　そんな、小説界に新しい風を吹き込んだ小説を、朝の風が吹き込む部屋で読む私。

			　……。

			　……。

			　うん、変なことを考えてしまいましたね。私に小説を書く才能は、なさそうです。

			　そんな一人芝居をしていると、開け放った窓から、玄関先を掃除するカーラさんの姿が見えました。

			　カーラさんは箒(ほうき)で宿の前の道を掃いているだけですが、その姿ですら絵になっています。ここに画家がいれば、この光景を絵画に残しているに違いありません。

			　しばらくカーラさんの掃除姿をぼーっと眺めていると、不意にドアがノックされました。

			　宿のなかには私しかいないはずなので、空耳かと思い、いったんは無視しました。しかし、もう一度ノックされたので、ちょっと怖くなりました。

			　一瞬、『お化けか？』とも考えましたが、こんな朝っぱらから出てくる度胸のあるお化けは聞いたことがありません。

			　本当に誰かが来たのでしょう。

			　カーラさんはまだ玄関先で掃除をしています。誰でしょうか？

			「はい、どなたですか？」

			「お客様、ベッドシーツの交換に参りました」

			　そう言いながら、ガチャリとドアを開けて姿を現したのは、まさかのカーラさんでした。

			　私は急いで窓の外を見ましたが、そこには、先ほどまでいたはずのカーラさんの姿は見えません。

			「あれ？　つい先ほどまであそこで掃除していたような？」

			「はい？　シーツを交換いたしますので、お部屋にお邪魔してもよろしいでしょうか？」

			「あっ、どうぞ」

			　とりあえず私は、部屋にカーラさんを招き入れました。

			「ありがとうございます。それでは交換させていただきますね。あら？　この本は……」

			「よろしくお願いします。その本、今人気ですよね」

			　カーラさんは、本を手に取りしばらく眺めている。

			　私は本のことを話そうとしたのだが、カーラさんの反応は薄く、本を机の上に置くとベッドに向き直りました。

			「……えぇ、そうみたいですね。私は暇(ひま)がありませんので読んではいませんが……」

			「そ、そうなんですか!?　ぜひ読んだほうがいいですよ!!」

			　とくにあんな設定が……とか、最強の力を手に入れたのに……とか、内容をばらさない程度に強く推(すい)薦(せん)する私に、なんだか『居心地悪し』といった様子で、ベッドシーツを手早くはがしていくカーラさん。

			「……機会がありましたら、読んでみたいと思います。では、失礼いたします」

			　そのまま、シーツを手に素早く部屋を出て行きました。

			　パタンッ、と部屋の扉が閉まり、私は室内に一人になった。カーラさんがいた先ほどまでとはくらべ物にならないほど味気ない部屋にちょっとさびしくなり、ふと窓の外を見ました。

			　そこには、玄関先を掃除するカーラさんの姿が!?

			　ついさっき、シーツを持って出て行ったところなのに!?

			　そんな言葉が私の口から飛び出すよりも早く、ドアの向こうから、困惑する私に声がかけられました。

			「お客様、換えのシーツをお持ちしましたので開けてくださいますか？」

			「!?　今さっき出て行ったばかりですよね!?」

			　出て行ってから、10秒も経っていないのではないでしょうか？

			　宿の規模が他の宿とくらべて小さいとはいえ、それでもたった10秒で、玄関先から部屋まで移動することはできないでしょう。

			　声をかけてきたカーラさんに、私は困惑するばかりでした。

			「？　ベッドシーツを交換しに来たのですが～」

			「は、はい！　今開けます」

			　やはりと言うかなんと言うか、玄関先からはいなくなっているカーラさん。

			『やっぱりいないよ！』と驚きながらも、扉を開ける私。

			　あまりの速さだったので、シーツを交換したと言いながら、実ははがしたシーツをそのまま使っているんじゃないだろうかと、疑いたくなったのも仕方ありません。

			　シーツの使い回しなんて、安宿では当たり前ですし……。

			　しかし、カーラさんの手には、綺(き)麗(れい)に折りたたまれた、ピカピカのシーツがありました。少しでも疑ってしまった自分が、恥ずかしいです。

			　そんな私の思いなどどこ吹く風なのか、素早くベッドシーツを換えていくカーラさん。ピシッと折り目のきいたピカピカのシーツのおかげで、一気にベッドに清(せい)潔(けつ)感が戻りました。

			　だけど、私の頭のなかはオーバーヒートしそうでした。

			「？？？」

			「どうしました？」

			「先ほど出て行かれましたよね？」

			「？　はい、出て行きましたが？」

			「外で掃除もされてましたよね？」

			「……してますね」

			「今、ここにますよね？」

			「……いますね」

			「……え、どうなってるんですか？」

			　純粋に疑問でした。

			　カーラさんは、納得したといったようにポンッと手を打つと、人差し指を口元に立ててこう言いました。

			「ヒミツです☆」

			「……」

			　これでカーラさんが無表情でなかったら、完全に惚(ほ)れていたかも知れません。

			　それほどの破壊力を秘めた言葉でした。

			「では、失礼いたします」

			　惚(ほう)けたように硬(こう)直(ちよく)する私を置いて、カーラさんは部屋を出て行きました。

			　

			　私はシーツを換えてもらったベッドに、倒れ込むようにして寝そべりました。

			　そして、しばらくの間、カーラさんが『もしあのセリフを、微笑(ほほえ)みながら言ったらどうなっていたか？』という妄想をして、もだえました。

			　換えたばかりのシーツはすでにぐちゃぐちゃであるが、気にしない。なぜなら、私がもう１泊するからです!!

			　そんな私をよそに、宿の玄関先では、カーラさんは掃除をしていました。

			 

			　以上が、私が語れる『竜(りゆう)亭(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』での不思議体験です。

			　今思い出しても、不思議で仕方がない体験だったのですが、あれはなんだったのでしょうか？

			　……それにしても、カーラさん綺(き)麗(れい)な人でした。

			　今度、宿の手伝いの依頼とかないかな～。

		

	
		
			　

			～その３　其は魔法の歌なれば　１～

			　

			「旅芸人ですか？」

			　宿の女将(おかみ)である『カーラ』さんが、私たちに訊(き)いてきました。

			「一応そうだったんですが、最近は旅がつらく……。少し腰を落ち着けられるところで仕事をしようということになりまして。どうでしょう？　毎日とは言いませんので、私たちに歌わせてはもらえませんか？」

			　私は必死に売り込んだ。ここがダメなら、もう歌をやめるしかありません――。

			　

			　私と彼は旅芸人でした。

			『でした』と言っても、まだやめたわけではありません。ほとんど、やめているようなものですが……。

			　私が歌い、彼がギルタを弾くというコンビのスタイルで芸を続けてきたのですが、最近では両方をできる芸人の方が増えてきました。

			　私たちのようなコンビの芸人は、２人分の出演料や食費などのコストが余計にかかるため、敬遠されがちになってきています。

			　コンビでの仕事が減りはじめた当初は、私が歌とギルタの両方をやり、彼はマネージャーという立場に立ってもらおうかとも思ったのですが、私は歌に集中しないと、いい声が出せませんでした。

			　なら逆はどうかといいますと、彼は歌が壊(かい)滅(めつ)的(てき)に下手くそだったのです。

			　そんなコンビの私たちですから、どんどん仕事が減ってきてしまい、このままでは年を越せないのではないか、とさえ思うほどでした。

			　そこで彼と話し合い、旅芸人を辞めて、宿屋で歌を披(ひ)露(ろう)する雇用芸人になろうか、ということで、話がまとまりました。

			　残っていたお金をほとんど使い切り、やっとの思いで地方の街から王都まで辿り着きました。

			　仕事をもらおうと思ったのですが、どこもソロの芸人さんと契(けい)約(やく)しており、コンビでしかギルタと歌を披(ひ)露(ろう)できない私たちでは、話すら聞いもらえませんでした。

			　もう一芸あれば、と言ってくれる宿もありましたが、ひどいところでは、「体を使った営業なら雇(やと)ってやる」と言ってきた宿もありました。

			「王都中の宿を回った」と言えるほどの宿を巡りましたが、どこもダメでした。

			　もうこの際、王都近(きん)隣(りん)の町でもいいのでどこかいい宿はないか、とギルドに尋ねに行ったら、『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』という聞きなれない宿を紹介していただけたのです。

			　どうやら、表通りにある目立つ宿ばかりに気をとられていた私たちは、『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』を見落としていたようなのです。

			　

			「はあ……。うちは見ての通り、あまり大きな宿ではないですからねぇ」

			「１日だけでもかまいません!!　なんとか歌を歌わせていただければ」

			「まぁ、歌うぐらいならスペースもとらないですしいいのですが、あなた方の実力もわからないですし……。お２人とも歌うのですか？」

			　カーラさんの反応は妥当でしょう。

			　実力もわからない人を雇(やと)い、失敗するなんて、考えただけで嫌なものです。ましてや、私たちはコンビなので、失敗したら損失は２倍に……。

			　私ですら、慎重になります。

			「歌は私だけです。彼はギルタを」

			「ギルタ……ですか？」

			「はい！　ギルタです！　実力がわからないということなら今から歌いますので、それでご判断いただければ……」

			「よろしくお願いします!!　カーラさん!!」

			　私たちは必死に食い下がりました。

			　王都にある宿で、芸人と契(けい)約(やく)していない宿はもうここしか残っていないそうです。まさに、最後の砦(とりで)です。

			「そうですね、１日限りの旅芸人とは違い、契(けい)約(やく)でこの宿で働いていただく芸人さんですので、一度見ておきたいですね」

			　カーラさんからは、かなりよいのではないかと思えるお返事をいただきました。

			　私と彼はかなり緊張しながら、準備を進めていきます。

			　

			『ギルタ』と言う楽器は、中を空(くう)洞(どう)にした木に６本の糸を取り付けた楽器で、十数年前発掘された、古代遺跡の壁(へき)画(が)にあった楽器を再現したものです。

			　６本の糸の太さや張りの強さを変えることで、さまざまな音色を出すことができます。昨(さつ)今(こん)では、貴族のパーティなんかでもよく弾かれるようになった楽器です。

			　よく似た構成の楽器は他にもあるのですが、どれもこれも大型で、持ち運びに不便なため、小型で軽量、音もいいギルタは旅芸人の必須アイテムとなりました。

			　彼のギルタ弾きの才能はかなりのもので、今ではギルタ界の星と呼ばれるほどになっています。

			　ギルタの調整も終わり、カーラさんに実力を披(ひ)露(ろう)するための準備を終えた私たちは、いつもとは違う緊張感に包まれていました。

			　私が歌う位置につくと、彼も構えました。

			　――そして、ギルタを縦に。

			　その瞬間、カーラさんから、なんともいえない微妙な空気が漂(ただよ)ってきました。が、緊張している私たちは、その空気を気にしていられませんでした。

			「～♪、～♪♪」

			　緊張しながらも歌いはじめる私。

			「～♪♪、♪～～♪♪」

			　比較的短い、私たちが得意とする歌を歌いましたが、いつもより緊張していたためか声は震え、二度ほど裏返ってしまいました。

			　彼も動揺したのか、ミスを多発しました。

			　これじゃあここも契(けい)約(やく)できないな、と彼と顔を見合わせ、ため息をつきました。

			「ちょっといいかしら？　ギルタはいつもそんな弾き方をしているの？」

			　カーラさんから、よく意味のわからない質問がきました。

			「……え？　あ、はい、いつもというか……絶対、この弾き方をしてますね。ギルタの弾き方ってこうだ!!　って壁(へき)画(が)の絵から導き出されていますし……、むしろ違う弾き方ってあるんですか？」

			　カーラさんはなにを言っているのでしょうか？　それよりも、私たちはテストに合格したのでしょうか？

			「そう、なんだか不思議な弾き方ね……。まあいいわ、少しの間だけかもしれないけど、うちと契(けい)約(やく)しましょう。歌うのは今日からでいいかしら？」

			「……!!　ほんとうでしゅか!!　ありがとうごじゃいます!!」

			　結局、私の質問には答えがもらえなかったですが、そんなことはどうでもいいです。

			　余りの嬉しさに、私は口をかんでしまいました。

			「ええ、多少、裏返っていたけど、透明感のあるいい声だったわ。さて、出演料の交渉など、いろいろやらないとね。今日はこの宿に泊まっていくといいわ」

			「「ありがとうございます！！！」」

			　歌わせていただけるだけでなく、泊まる場所まで用意していただきました。

			　本当にありがとうございます。

			　その後に行われた出演料の交渉でも、驚くほどの高額を提示していただきました。

			　さすがに、そんなにもらったら申し訳が立ちません！

		

	
		
			　

			～その３　其は魔法の歌なれば　２～

			　

			　――その夜。

			　夜の部での俺たちのショーは、大成功と言っていいだろう。

			　俺たち以外の宿泊客や、食事に来ていたほかの客すべてが、拍手をしてくれたほどである。

			　あの騒がしい食事の時間に、あれだけの客すべてが俺たちの演奏を聴いてくれたということは、やはり彼女の声は素晴らしかったのだろう。

			　彼女の声を初めて聴いたときに、「この子はすごい」と見抜いた俺の目に、間違いはなかったようだ。

			　自慢じゃないが、自慢だ。

			　彼女はたぶん、俺の演奏がよかったからですよ、と言うだろう。しかし、ギルタなんてもんは、誰が弾こうが、ほとんど同じ音しか出ないので、構成力しか競うところがない楽器だ。

			　俺が適当にはじいた音に合う声を持っていた彼女こそ、素晴らしい人物なのは間違いない。

			　ねぎらいの言葉をかけてくれたカーラさんと別れ、部屋に戻った俺たちは、今日の成功に興奮のあまりなかなか寝付けなかった。

			「今日は大成功だったな！」

			「そうね、カーラさんもとてもいい人だったし、まさかこんなに良くしてくれるとは、思わなかったわ」

			「確かにな。あの契(けい)約(やく)料には驚かされたがな……。どうだろう？　少し遅いけど御礼を言いに行かないか？」

			「そうね、カーラさんも『お客様が全員お休みになるまでは起きています』って言っていたし、問題ないと思うわ。昼間の質問の答えも知りたいしね」

			　彼女が言っているのは、ギルタの弾き方のことだろう。

			　俺も気になっていたことだが、ギルタに違う弾き方なんてあるんだろうか？

			　発見された壁(へき)画(が)に書かれていた、由(ゆい)緒(しよ)正しい弾き方以外に。

			「よし！　じゃあ他の客を起こさないように静かに行くぞ」

			「ええ！」

			　頷き合った俺たちは、静かに部屋を出た。

			　

			　２階の客室から１階に下りてきた俺たちは、カーラさんのいる部屋に向かった。

			　そのとき、カーラさんの部屋から出て行く人影が……。

			「誰だろう？」

			「あの髪の長さは、カーラさんじゃないかしら？」

			「暗くてよくわからんが、確かにカーラさんっぽいな」

			　なぜか廊下の隅(すみ)に隠れ、ひそひそとささやき合う俺たち。

			　カーラさんに会いに来たのだから、堂々とすればいいものだが、夜遅くと言うこともあり、本能的に反射で隠れてしまった。

			「持っているのは……ギルタか？」

			「そうみたいね、……ねぇ、このままついて行ってみようか？　もしかしたら、ギルタの別の弾き方を見られるかも知れないよ？」

			　廊下に出てきたカーラさんは、手になにかを持っていた。

			　暗くてよく見えなかったが、慣れ親しんだ形状で、なんとなくだが、ギルタだと思った。

			　彼女もギルタだと確信したらしい。ついて行って、カーラさんの言う「ギルタの別の弾き方」とやらを見せてもらうつもりのようだ。

			　覗(のぞ)き見みたいでなんだか嫌だったが、好奇心には勝てず、結局、後をつけることにした。

			　客が部屋に引き上げたタイミングで、食堂の明かりは落とされた。窓から入ってくる月明かりを頼りに、カーラさんは廊下を進み、裏の扉を開けてその先に進んだ。

			　慌てて後を追いかけ俺たちも、扉を開けた。

			　そこは裏庭だった。

			　果たして裏庭と呼んでいいのかは、甚(はなは)だ疑問ではあったが……。

			　そこは、商店が密集するこの商業区で、どこにこれほど広いスペースがあったのかと思えるほど広く、大きく開けていた。

			　そこだけ現実からぽっかりと切り離されたかのような空間で、夜にだけ花開く美しい花々が咲き誇(ほこ)っていた。

			　幻想的な月の明かりを反射する池は、夜であるにもかかわらず、澄んだ水をたたえていた。

			　ただでさえ美しいその景色の中心、月光でほのかに照らし出された天上の舞台に、女神がたたずんでいた。

			　月明かりを浴びてきらめく白銀の髪は、まるでそれ自体が発光しているかのようである。
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			「……綺(き)麗(れい)」

			「ああ……」

			　つい口から漏れ出る言葉。美しさを表す言葉なんて、言い方を工夫すればいくらでもあるはずだ。

			　だが、この光景に言葉をつけるとしたら、どんな言葉の魔術師でも、先ほどの言葉しか発することはできないだろう。

			　舞台の中心にいる女神ことカーラさんは、俺たち観客に背を向けていたにもかかわらず、美しさが損なわれることはなかった。

			「……お客様、ここは見ての通り裏庭でなにもありませんよ。早くお部屋にお戻りになられたほうがいいのではないでしょうか？」

			　背を向けたまま問いかけてくるカーラさん。……と言うか、バレていたのか。

			「あはははぁ、ばれてました？」

			　彼女は乾いた笑い声をあげて微笑(ほほえ)んだ。

			「はい、しっかりと。別に、部屋の前で声をかけていただいてもよかったのですが……。それで、どうしたのですか、こんな夜(よ)更(ふ)けに？」

			「あ～っと……、よくしていただいたお礼をと思いまして……、あと、昼間の質問の答えも気になりますし」

			「そうですよ！　あ、まずはお礼を……、私たちを拾っていただきまして、ありがとうございました。で、ギルタの別の弾き方ってなんなんですか？」

			　ばれていたのなら、今さら取り繕(つくろ)っても仕方がない。

			　彼女は彼女で、感謝の意と質問を一気にまくし立てる。おいおい、ほとんどお礼できていないぞ、それじゃあ。

			「別の弾き方ですか？」

			「はい、彼の弾き方を『不思議な弾き方』とおっしゃっていましたよね？　ギルタは最近発見された楽器なので、彼の弾き方がスタンダードとして定着しているはずです。それを不思議とおっしゃられたことが、どうしても気になるんです」

			「あぁ……わかりました、少し弾きましょうか……」

			　どこか寂(さび)しげに、カーラさんはギルタを横にかまえた。

			　そんなカーラさんに、不思議なものでも見たかのような目を向ける彼女。失礼とはわかっているが、俺も同じ顔をしているだろう。

			　あんな持ち方でどうやって弾くのだろうか？

			　

			　♪～♪、～♪

			　カーラさんが６本の糸を弾く。

			　流れる音は、俺が弾くのと変わらなかった。特殊な弾き方を知っているようなそぶりだったこともあり、少々、期待はずれ感も否(いな)めない。

			　俺は彼女と顔を見合わせた。

			　と、カーラさんの左手が動いた。

			　６本の糸のうち数本を指で押さえ、持ち手の竿(さお)に付けたのである。

			　その状態で糸を弾くと、そこから流れてきた音は、先ほどとはまったく違う音であった。

			　

			　～～♪、♪♪～♪

			　

			　糸を押さえる位置や、押さえる糸を何度も変えながらギルタを弾くカーラさん。そこには、ギルタだけで作りあげているとは思えない音楽の世界があった。

			　俺たちギルタ弾きは、ギルタという楽器が放つ６つの音を組み合わせ、簡単な音楽を奏(かな)でることを生(なり)業(わい)としている。

			　そう。１本の糸に一音と言うのが俺たちギルタ弾きには常識である。その常識を軽くぶち破るカーラさんの演奏は、まさに青天の霹(へき)靂(れき)といったところか……。

			　彼女も隣で目を丸くしている。

			　相当驚いているようだ。もしこの技術を俺が覚えたなら、彼女の歌と合わせてかなりすごいことになるんじゃないだろうか？

			　具体的になにがすごいことなのかは、まだ考えられないが……。

			　――それぐらい圧倒的な演奏だった。

			　

			　そうこうしていると、小さく、本当に小さくだが、カーラさんが息を吸う音が聞こえてきた。

			　俺がギルタ弾きのみを専門としており、彼女の歌い出しなどを間近で聴いてきたからこそ聞こえたであろう小さな音。

			　だが、この音のおかげで、次にカーラさんがなにをするのかわかった。

			「ra～～♪　rara～♪　～～～～♪」

			　――衝撃。

			　俺と彼女に走ったのは、まさにその２文字であった。

			　透き通るような透明感のある高い歌声が耳に心地よく届き、さらに不思議と聞こえるはずのない低い音まで聞こえてくる。

			　その低い音も、決してノイズのように耳障りではなく、甘く、聞くものを心地よい世界にいざなう素晴らしさである。

			　高音といい具合に混ざり合い、素晴らしい和音を響かせている。魂(たましい)を掴まれる歌声とは、まさにこのことを言うのであろう。

			　ただでさえ魅(み)了(りよう)されそうになるほどの歌声。そこにギルタの奏(かな)でる音が複雑に絡まり……。

			　気づくと、俺と彼女は、わけもわからず涙を流していた。

			「ご清(せい)聴(ちよう)、ありがとうございました」

			「……は!?　終わっていたのか……。素晴らしい音色でしたよ!!」

			「……」

			　カーラさんの言葉で、急に現実に引き戻された。素晴らしい演奏だったことを伝えるために、思わず大きな声が出てしまった。

			　しかし、彼女はいまだに歌の世界から戻ってきていないらしい。

			「今の弾き方は!?　どこで覚えられたのですか!?」

			　俺は、カーラさんの持つ素晴らしい技術を、少しでも教えてもらおうと勢い込んで訊(き)いた。

			「お、お教えしますので、少し声量を落として……」

			「おっと、これはすみません……」

			「……」

			　静かに語り出すカーラさん。俺がこれほど大声を出しても、彼女はいまだに歌の世界から帰ってこれていないようだ。

			　どこをさまよっているのだろうか？

			「これは、私の故郷に伝わる弾き方です。今はもう、帰ることのできない場所ではありますが……」

			　カーラさんの話は、いきなり大きなショックを俺に与えた。

			　素晴らしいギルタ演奏の技術を持つ一族がいたということ。これは、現存するギルタ弾き全員に少なくない衝撃を与える言葉だっただろう。

			　しかし、帰ることはできないだって？

			　まさか……。いや、やめておこう。この質問は、余りにも不(ぶ)躾(しつけ)過ぎる。

			　俺が心のなかで葛(かつ)藤(とう)していると、ようやく彼女も歌の世界から現実に帰ってきた。

			「……は!?　終わっていたんだ……。素晴らしい歌でしたよ!!　不思議な旋(せん)律(りつ)でしたが、どこの歌ですか？」

			　戻ってきて、すぐによく質問できるな？

			「ああ、歌も故郷の歌ですね」

			「聞いたことのない言語でしたけど……でも、どこか聞いたことがある言葉でもあって、不思議な感じでしたね」

			「それはそうでしょうね。今はなき太古の文明の言語ですから。いわゆる、魔法言語と言えばわりやすいでしょうか？」

			「……え？」

			　彼女が驚くのも無理はない。

			　実際、俺も驚いている。

			　魔法言語とは、古代の魔法文明が用いた、とされる言語のことだ。

			　この言葉が盛んだったころは、魔法ももっと威力が高かったそうだし、人が空を飛ぶことも簡単にできたそうだ。

			　今では古い文献に少しだけ出てくる貴重なもので、新しい魔法技術の開発のために、学者たちが必死になって解(かい)析(せき)しているものである。

			　その魔法言語で綴(つづ)られた歌だって!?

			　今、どれだけすごいことを言ったか、わかっているのだろうか？　カーラさんは……。

			「さて、もう部屋に戻りましょうか。早くお休みになられないと、明日に影響いたしますよ？」

			　そう言い残し、宿に戻っていくカーラさん。

			　残された俺たちは、しばしその場から動くことができなかった。

			 

			　――後に『神域の歌姫』『幽玄の弦奏者』と呼ばれる、２人のはじまりの物語。

			　このあと、２人はカーラに教えを乞(こ)い、その才能を飛(ひ)躍(やく)的(てき)に伸ばすこととなった。

			　歴史書にも名を残す２人。しかし、２人の師については、詳しく書かれている文献は存在しない。

		

	
		
			　

			～その４　登場!?　女神の元彼　１～

			　

			「申し訳ありません。その日は、ご予約をさせていただくことができません」

			　勝手な話なのはわかっているが、その日だけはどうしてもダメだった。

			「申し訳ありません、本日、お泊まりいただくことはできません」

			　直接、宿までお越しいただいたお客様にも申し訳が立たないが、こればかりはどうしようもない。

			　１年に一度、私は必ずある場所に行く。その場所は遠く、行き帰りだけで６時間も費やしてしまう。

			　そんな場所に行くのだから、宿は閉めざるを得ない。

			　そんなに遠いのなら、チートな能力を使って行けばいいじゃないか、と思われるかもしれないが、場所が場所だけに、チートな能力を使って行きたくはないのである。

			　そうなると、従業員が私一人しかいない宿は、機能しなくなるのだ。

			　……従業員を増やすか？

			　最近は技術の独(どく)占(せん)とかも、余り考えなくなってきたことだし……。

			　そうだな……、今度、従業員募集の張り紙でも出すか。

			　なんてことを考えながら、私はお客様に謝り続ける。

			　明日はいよいよ、１年に一度の日なのである。

			　

			　次の日。

			　朝、起きてすぐに身だしなみを整える。お客様は昨日の夜から取っていないので、宿内はいつも以上に静かだ。

			　活気のない宿を見るのは、最近だと１年に一度、この日だけなので、貴重と言えば貴重であるが……。

			　昨日のうちに用意しておいた朝食を、一人、人気のない食堂で食べる。騒がしい食事に慣れてきた今となっては、さびしい限りである。

			　一度ぐるりと宿内を回り、すべての入り口に鍵(かぎ)がかかっていることを確認する。

			　チート能力をフル活用したセキュリティなので、侵入できるのは、最高神ぐらいのものだろう。普段は、ここまで強固なセキュリティは必要ない。

			　大抵は宿に私がいるので、よほどのことがない限り安全だからである。

			　確認が完了したら、いよいよ出発だ。宿の扉に、『本日、定休日』の張り紙をして施(せ)錠(じよう)し、出発する。

			　――目指すは王都の西だ。

			　

			「おはようございます」

			「おはようございます。カーラちゃん、今日も相変わらず美しいねぇ」

			　そんなふうに言葉をかけてきたのは、王都守衛隊隊長の騎士ディック。

			　あいも変わらず『真面目な軟(なん)派(ぱ)騎士』と呼ばれている男である。

			　この男、私が初めて王都に来たときに入門審査を行った騎士であった。それ以来、王都に出入りする際は、なぜか必ず顔を合わせる。

			「ディックさん、いつまで軟(なん)派(ぱ)なままなんですか？　そろそろしっかりしたほうがいいんじゃないですか？」

			「え？　いや～、これは性格だから直らないねぇ」

			　軽口をたたきながら、いつものやり取りを行う。ディックと会ったら、毎回こんなことを言っている気がするな……。

			　しかし、結構朝の早い時間帯に出てきているはずなのだが、騎士たちはもうそろって仕事をはじめている。

			　本当にご苦労様だと思う。

			「奥さんに言いつけますよ？」

			「いやっ、ほら、奥さんは天使じゃない!?　カーラちゃんは女神って呼ばれてるし……！　だからほら、ね？」

			　ディックと出会ってからもうかなり経っているが、未だに出会ったころのままの軟(なん)派(ぱ)ヤローな空気は変わっていない。

			　初めて会ったときも、さらっと女を口説くようなことを言ってきたのだ。

			　この軟(なん)派(ぱ)ヤローな空気のときは、ディックは必ずなにか細かいミスをするのだ。ちなみにこれはディックの嫁情報なので、間違いはない。

			　ついでに言えば、冒険者になるための条件があることを伝え忘れる、というミスをしたのも、軟(なん)派(ぱ)状態のディックである。

			　ディックの家は、完全に主導権は嫁が握っている。そこを突いて少し脅(おど)してみたのだが、面白いほどうろたえた反応を返してくれた。

			　それでいいのか？　隊長だろう……。

			　と、いうより、かなり小さくボソッと言ったのだが、あの呟(つぶや)きが聞こえたのか、ディックよ……。

			　どれだけ過剰反応するんだ……。

			「嘘ですよ、言ったりしません。では、通らせてもらいますね？」

			「……おっ、脅(おど)かさないでくれよ。ケンカになったら俺は勝てないんだから……。で、また例の彼のところに行くのかい？　毎年毎年、１年に一度しか会わない男のために、よくそんなことができるね？　意外と一(いち)途(ず)なのかな？」

			　なにを言ってるんだ、ディックは。

			　１年に一度しか会えないんじゃなくて、会わないといけないんだよ。

			　――あいつとだけは、絶対に……。

			「別に一(いち)途(ず)ではないですが、まぁ、私の誕生日でもありますし、ちょっとしたお祝いもかねているんですよ……。それじゃ、行ってきますね」

			「おう、行ってらっしゃい。元冒険者の君には余り必要ないかも知れないが、王都の周りは魔物も出現するからね、気をつけて」

			　王都を出るときに、必ず、騎士からかけられる言葉を聞きながら、出発する私。

			　ディックの「危険なところへ行ってまで会うなんて、十分、一(いち)途(ず)だと思うけどなぁ」という呟(つぶや)きを聞きながら。

			　毎年毎年、あいつとは会っているが、今年はどんな顔をして会おうか……。

			　襲いくる一角兎の角を掴んで振り回し、ゴブリンとコボルトの混成軍を地中に埋め込みながら、そんなことを考えていた。

		

	
		
			　

			～その４　登場!?　女神の元彼　２～

			　

			　カーラが王都を出て少し経ったころ。

			『誠に勝手で申し訳ございませんが、本日は店主の都合により休業いたします。

			　宿にお立ち寄りくださいましたみな様には大変ご迷惑をおかけいたしますが、どうぞご理解いただきますようよろしくお願いいたします。

			店主　カーラ・グライス』

			「……って、なんじゃこりゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！」

			　カイル・オークランは絶(ぜつ)叫(きよう)していた。

			　今日は謁(えつ)見(けん)もなく時間が空いたので、少しカーラを驚かせてやろうかと、朝から宿までやって来た。だが、宿の前に貼られた紙に逆にカイルは驚かされてしまった。

			「あれ!?　嘘だろ!?　聞いてないぞ、そんな話!?」

			　伝え忘れか？　と思いながら事の真相を確かめるために、カイルは一(いち)路(ろ)、ギルドを目指した。

			「リリカァァァァァァァ！！！！！　いるなら出てこぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉい！！！！」

			　ギルド内に、リリカの名を呼ぶ普段は聞きなれない男の声が響き渡った。

			　大声を出した男に一(いち)瞥(べつ)をくれた冒険者たちは、みな、驚きの余り彫(ちよう)像(ぞう)のように固まっている。

			　まぁそれも仕方のない話かもしれない。

			「これはこれは国王様、今日はどういったご用件でしょうか」

			　冒険者たちがみな固まってしまうほどの男、国王カイル・オークランに、みながよく知る男が歩み寄った。

			　見上げんばかりの長身、鋼(はがね)のごとく全身を覆(おお)う鍛(きた)え上げられた筋肉、傷だらけの顔は、そのすさまじいまでの人生を物語るかのようだ。

			　しかし、傷だらけの顔の奥には、優しげな眼差しを潜(ひそ)めている。

			　筋(きん)骨(こつ)隆(りゆう)々(りゆう)の身体をスーツのなかに窮(きゆう)屈(くつ)そうに押し込め、そのスーツと合わせたかのような蝶(ちよう)ネクタイが妙にかわいらしくマッチしている。

			　厳(いか)つい外見に、かわいらしさを持たせているのかも知れない。

			　子供なら、目にするだけで泣き出しそうなほど厳(いか)つい顔をしているのに、逆に子供たちには人気がある。

			　よく、子供たちがそのたくましい腕にぶら下がって遊んでいるのを見かけた。

			　そんな厳(いか)つさのなかにも優しさを感じさせるその男こそ、王都ギルドのギルドマスター、ピオネール・ルーメンである。

			「おぉ、ピオ！　リリカはいるか!?」

			「そんなに大声を出さなくても聞こえていると思いますよ、……ほらそこに」

			「国王様、うるさいですよ、アイカがビックリして固まっちゃったじゃないですか」

			　リリカは驚いて固まったアイカを抱いたまま、国王に歩み寄った。

			「む？　そうかすまんな。アイカよ、すまなかったな」

			　ぽふぽふと国王がアイカの頭を撫(な)でる。驚きのあまり固まっていたアイカは、国王に触れられたことにより再起動をした。

			「……！　むぅ～こくお～。びっくりだよ～」

			　再起動をしたアイカが脹(ふく)れている。

			　ぷにぷにのほっぺ一杯に空気を溜めて、怒っていることを表しているが、なんだかほほえましい。

			「すまんすまん、そう怒るな。可愛(かわい)い顔が台なしだぞ？　それに、アイカに嫌われたら俺も立場がない」

			　なんとかアイカの機(き)嫌(げん)を取ろうとする国王の姿は、冒険者たちの緊張を幾分か和らげたようだ。

			「それで？　国王様はどうしてこんな朝早くからこちらに？」

			「おぉ！　そうだった！　カーラはどこに行ったんだ!?　宿が閉まっていたんだ」

			　アイカのご機(き)嫌(げん)取りに夢中の国王にリリカが事情を聞くと、返ってきたのはそんな返事だった。

			　……ん？　カーラちゃんがどこに行ったかって？　確か昨日、国王様も一緒に聞いてなかったっけ？

			「昨日言ってませんでしたっけ？　明日は行くところがあるから、宿は休みにするって」

			　リリカは、カーラから直接、聞いた記憶があった。そのことを国王に伝えるが、国王はなにやら難しい顔で考え込んでいた。

			　記憶には間違いはない、とリリカは思う。確か言っていたはずだ。え～と……。

			　

			　――

			『明日なのだけれど……、まぁそこら中に張り紙をしているし、わかるわよね？』

			『ん？　なにがだ？』

			『はぁぁ。明日は行くところがあるから、朝から宿を閉めているから』

			『そうか、わかった。――ガツガツ――』

			『はぁぁ。リリカ、そういうことだから』

			『はいはい、わかっているわ』

			『そう、じゃあ、お願いね。宿の前にも張り紙をしておくから』

			　――

			　

			　うん、言ってる。誰がどう聞いても言ってる。

			「いや、聞いてないぞ？　本当に言っていたのか？」

			「言ってましたね。国王様がご飯を食べるのに夢中で、生返事をするからですよ」

			「む、そうだったか？　で、どこにいるんだ？　カーラが宿を閉めるなんて、よっぽどのことだと思うが……」

			「あれ？　知らないんですか？」

			「……どういうことだ？」

			　よくわからないといった表情で、リリカのほうを見る国王。

			「今日はなんの日かご存知ですよね？」

			「？　なにかあったか？　聖(せい)誕(たん)祭(さい)は随(ずい)分(ぶん)先だし、とくに行事ごとはないはずだが？」

			「え？　本気で言ってます？」

			「本気もなにも事実だろう？　直近になにかあった記憶なんてないぞ？」

			　本気で言っていることがわかりやすすぎる、国王の反応。

			「はぁぁぁぁぁぁぁぁ……。今日はカーラちゃんの誕生日ですよ、誕・生・日!!」

			　リリカは、そんな国王に、盛大なため息をついて告げる。そもそも、あんなにカーラにアプローチをしているくせに、誕生日を知らないとかって……。

			「……」

			「……！」

			「…………なにィィィィィぃぃぃぃぃょょょょょょょょょょ」

			　数秒の間を空け、本日二度目の大絶(ぜつ)叫(きよう)がギルド内にこだました。

			　

			「落ち着きましたか？」

			「こくお～うるさい」

			『どういうことだ』とグダグダうるさい国王を引き連れ、『歓(かん)喜(き)の庭(てい)園(えん)亭(てい)』へとやって来たリリカたち。ギルドの仕事でよく会うので、店主とも顔見知りである。

			「ああ、とりあえずは落ち着いた。しかし、カーラの誕生日だって？　初耳だぞ、そんなこと。知っていれば大いに祝ったってのに……」

			「まぁ、カーラちゃんはそんなに言いふらすタイプの子じゃないですしね」

			「それにしても、誕生日だってのにどこに行ったんだ、カーラは？」

			「あぁそれはですね、カーラちゃんはこの日必ず、元彼のところに行ってるそうですよ」

			　……ピシッ。

			「……は？　っと、すまんすまん。なにやら幻(げん)聴(ちよう)が聞こえてな……。すまないが、もう一度言ってくれないか？」

			「……ですから、今日はカーラちゃん、元彼に会ってるそうですよ。それも、自分から会いに行ってるみたいで、かなり未(み)練(れん)があるんじゃないでしょうか？」

			「なん……だと」

			　国王がなんだかぐったりした。

			　まずい兆(ちよう)候(こう)だ。

			「まぁでも、うちの旦(だん)那(な)から聞いた話ですし、町の噂(うわさ)と同レベルの、嘘か本当かわからない程度の情報ですけどね」

			「……ぞ」

			「はい？」

			「……くぞ」

			「なんですか？」

			「会いに行くぞ！！！！！　話を聞き出してやる!!」

			　叫んだと思ったら、国王は走り出した。

			「ああ、ちょっと待ってください、国王様!!　店主さん、本日は、急な受け入れありがとうございました。また、よろしくお願いいたしますね」

			　そんな国王を慌てて追いかけるリリカたち親子。しかし、宿の店主さんに感謝を忘れてはいけない。

			　……国王様、足が速すぎなんですが!!

			　

			「騎士団長!!　騎士団長はいるか!!」

			　場内の詰め所に響き渡るような大声で、カイル・オークランが騎士団長を呼んだ。

			「はい！　いかがなさいましたか、国王様!?」

			　慌てて答えたこの男が、騎士団長である。急に国王に呼ばれたことに、驚きを隠せないようであった。

			「おう、いたか。ちょっとお前に訊(き)きたいことがあってな、……今日１日連れ回すが、いいか？」

			　そう言って、後ろから追いついてきたリリカとアイカのほうを見るカイル。

			　騎士団長はその動作で理解した。

			「はぁ、なるほど、そういうことですか。いいですよ、でも気をつけてくださいね。怪(け)我(が)とかもさせないようにお願いしますね」

			「わかっている、心配するな」

			　念を押す騎士団長の言葉に、胸を張って答えるカイル。その顔には、冒険者をしていたころの獰(どう)猛(もう)さが甦(よみがえ)っていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ところ変わって王都の西にある、広大なの草原。その草原のど真んなかで、カーラはある人物とあっていた。

			「久しぶりね」

			「あぁ久しぶりだな。ちょうど１年ぶりぐらいか？」

			　カーラの横に立つその人物は、カーラと同じくらいの身長で、カーラより少し短いが金髪を腰まで伸ばしている。

			「久しぶりに会ってなんだけど、少し太ったんじゃない？」

			「なにを言っている！　私が太るわけないだろ！！？」

			「冗談、冗談だって」

			　普段、笑顔になることがないカーラが、ここまで屈(くつ)託(たく)のない笑顔を見せる人物も珍しい。

			「それにしても、今日は珍しいな。カーラがここに人を連れてくるなんて」

			「え？　……！」

			「気づいたか？　かなり遠くだが、こちらに向かってくる一団があるな……」

			　生物から発せられる魔力を察知するカーラは、かなり遠くからではあるが、近づいてくる一団に驚いていた。

			　今まで誰もついてくるようなことがなかったため、カーラはそのことにも驚いたのだが、さらに驚いたのは、その一団が知り合いだったことだった。

			「なんで……、彼らが……？」

			　自分の魅力に呆れるほど疎(うと)いカーラは、彼らがなぜ近づいてきているのか、皆(かい)目(もく)見当がつかなかった。

			　

			　西門にいた騎士のディックを半ば無理やり強制的に護(ご)衛(えい)としてつけた国王一行は、一(いち)路(ろ)、マルタイの草原を目指していた。
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			「おい、ディック！　本当にカーラは、西門から出て行ったんだな!?　毎年、出て行くんだな!?」

			「そう言ってるじゃないですか……。カーラちゃんがこの王都に来てからだから……、かれこれ５年ですか、毎年見てますね。もちろん他の用事で出て行くことも、何度かありましたけど……。カーラちゃんが、自分の誕生日に出て行くのは、毎年のことです」

			「なぜお前が、カーラの誕生日を知っているのかはひじょ～～～～に興味深い案件ではあるが、今は置いておこう。……それよりも、カーラが元彼に会っているというのは、本当のことなのか？」

			　カイルは、『毎年、誕生日にカーラを西門で見かける』と言っていたディックに尋(じん)問(もん)をしながら、道を進んだ。

			　カーラの通った跡であろう場所には、魔物が埋まったような跡がたくさんあり、道に迷うことはなかった。

			「そうですね～。毎年必ずこの日に見かけるので、３年目ぐらいのころに一度、声をかけたんですよ。『毎年どこに行ってるの？』って……。そしたら『マルタイの草原です』っていつもの無表情で言われたものだから、『外は危険なのに、なにしに行くんだい？　一人で』って聞いたんですよ、そしたら……」

			「そしたら……どうした？」

			　襲いくるヲルフを、剣で真っ２つにしながら国王は問いかける。

			　横には、『スリープ』の魔法で眠らせたアイカをおんぶしながら、ヲルフを切り刻んでいくリリカの姿があった。

			　アイカにはまだこんな殺(さつ)伐(ばつ)とした世界は見せられない、という、リリカの親心が垣(かい)間(ま)見える一コマである。

			「そしたら……、『昔の男に会いに行くんです』って感じの答えがありまして……。さすがにあのときは、固まりましたよ……、リリカも、その話をしたときは固まっていましたけどね……っと」

			　ディックの答えを聞いてしばし硬(こう)直(ちよく)するカイル。その隙に襲ってきたヲルフは、ディックのもつ、肉厚で幅広な剛剣によって地平に打ち返された。

			「まじかよ……。すげぇ一(いち)途(ず)じゃねぇか、カーラの奴……。今でも続いてるってことだろ？　かなり好きってことだよな？」

			「あ、でも、なんだかそういう空気でもなくて、なんだか『必ず会わなくちゃいけない』みたいなことも言ってたような……」

			「なに!?　じゃあ無理やりってことか！！？　なんてヤローだ！　絶対ぶん殴ってやる！」

			　俺、怒ってます、とでも言いたげなカイルは、襲いくるモンスターもなんのその、ねじ伏せながら驀(ばく)進(しん)する。

			　ここマルタイの平原は、出てくるモンスターこそ初級冒険者が相手にするような弱いのが多いが、その数は『いったいどこに隠れていたんだ!!』と言いたくなるほどに無(む)尽(じん)蔵(ぞう)だ。

			　それこそ、熟(じゆく)練(れん)冒険者パーティが、油断から全滅するほど注意が必要な場所なのである。

			　しかし、それすらも脅(きよう)威(い)としない国王一行。どれほどレベルが高い者たちがそろっているのかが、よくわかる。

			　その後も、彼らはカーラについてさまざまなことを話しながら、襲いくる敵を撃(げき)破(は)しつつ進む。しばらく行くと、遠くで仲(なか)睦(むつ)まじく話し込む、銀髪の人物(カーラ)と金髪の人物(誰か)が見えた。

			「あれは……、カーラだよな？」

			「そうですね、カーラちゃんですね」

			「カーラおねぇちゃんだね」

			「あら？　アイカ、起きたの？」

			　アイカが『スリープ』の呪(じゆ)文(もん)から目覚めたようだ。

			　遠目ということもあるが、なんだか銀髪の人物が笑っているようにも見えて、カイルはカーラだと確信が持てなかった。

			　こんなにほのぼのと会話しているが、現在もゴブリンたちをディックが５、６匹まとめて倒しているし、リリカはリリカで、アイカの見えないところでゴブリンにとどめをさしている。

			「てことは、あの隣の奴がカーラに無理強いをさせてる奴だな!!」

			「あっ！　ちょっと国王様！！？」

			　カーラに無理強いをさせている男、と聞いて怒り心頭だったカイルは、カーラの隣に立つ人物を認めた瞬間、駆け出した。

			　カーラがその人物と仲(なか)睦(むつ)まじく話していたという事実は、すでにカイルの頭のなかにはなくなっていた。

			　

			　カーラを目(もく)視(し)できる範囲に近づいたカイルは、砂(すな)煙(けむり)を巻き上げて走り出した。

			　……なにやらすごい形相であるが、いったいどうしたというのだろうか？　それよりも、こいつの説明をどうしようか？

			　すこし面倒くさい事情があって、素直にこいつのことを話すわけにはいかない。なんとか、口裏を合わせておかないと……。

			　カーラは、咄(とつ)嗟(さ)に考えた。

			「ねぇ、私たちは姉妹ってことにしようと思うんだけど、それでいいかな？」

			　とりあえず提案してみるカーラ。歳が近いということもあり、それほど違和感のない設定だろう。

			「かまわないよ。君と姉妹だなんて、少し面白そうだしね」

			　意外とすんなり受け入れられた。まぁ、面白いこと好きのこいつなら、これぐらいの設定はやってくれるとは思っていたが……。

			　後は、細かい設定だけを考えればいいのだが、どうやらそんな時間はないらしい。

			「きぃぃぃぃぃさぁぁぁぁぁまぁぁぁぁぁ」

			　ドップラー効果を撒(ま)き散らしながら、疾走してくるカイル。どうやら目的はカーラではないようだ。

			　その証(しよう)拠(こ)に、鋭く睨(にら)み付けた視線は、カーラの横に固定されていた。

			「そこになおれぇぇぇぇぇい」

			　駆け込んできた勢いそのままに、隣に立つ即席姉に殴りかかるカイル。その拳(こぶし)は届くことはなく、虚(むな)しく空を切った。

			「こしゃくな!!　むおぉぉ、正義のため、限界を超えろ!!　我が肉体よぉぉぉ!!」

			　身体ごとよけられたカイルは、意味不明の絶(ぜつ)叫(きよう)を上げながら、カーラたちの後ろにあった石を使い、三角飛びの要領で軌(き)道(どう)を修正し、再度、隣の即席姉に殴りかかった。

			　その敏(びん)捷(しよう)さは圧巻の一言で、今度こそ避けることはできないだろうと思われた。

			　が……。

			　

			　――むにゅん

			　

			「え……？」

			「……」

			「あれ？　えっ？」

			　次こそはと、避けられぬように胸倉を掴もうと伸ばされたカイルの手は、確かに同じような位置にはあるが、まったく違うものを掴んでしまったようだ。

			　意味がわからないと言った表情のカイルは、そのまま二、三度手を開いては閉じ、感触を確かめる。

			「カーラ……、この場合は悲鳴を上げたほうが面白いと思う？」

			「は……？　おぇ？」

			「まあ、多少は面白いことになるんじゃないかしら？」

			「えっと……、ちょっと」

			「そう、じゃあ、…………きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！！！（笑）」

			　大絶(ぜつ)叫(きよう)をかます即席姉妹。どこか笑いが含まれている感は否(いな)めないが、女の絶(ぜつ)叫(きよう)に相応(ふさわ)しい素晴らしい悲鳴である。

			　カイルはわけがわからず、掴んだ手を離せなかった。

			　……というより……おいカイルよ、いいかげん離さないとただの変態だぞ？

			　その後、追いついてきた３人に、変態を見るような目でずっと見続けられるカイルの姿があった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「姉!?」

			「そう、私の姉よ、彼女は」

			　そう返したカーラの言葉に、ここに来ていた全員は驚いたような声を上げた。

			　……まぁ、姉がいるなんて話は今作った即席だし、自分でも驚くだろう。

			　それにこいつは……。

			「初めまして、でいいでしょうね、私はウシン。世界中を飛び回っているからなかなか会う機会がないかも知れないけど、カーラの姉です。いつも妹がお世話になっているわ」

			　そう、カーラをこの世界に放り込んだ張本人、『最高神』ことサイコ・ウシンなのだ。

			　ちなみに名前はなかったのだが、カーラが付けた名前を気に入ったのか、それを名乗るようになった。

			　いつものちゃらんぽらんな喋(しやべ)り方を改め、真面目に喋(しやべ)るウシンにはどことなく神の威(い)厳(げん)が漂(ただよ)っている。

			　神の威(い)厳(げん)を背中に背負ったまま、ウシンはカイルに話しかける。

			「あなたがカイルね。いつもカーラから聞いてるわ。『国王なのに、毎日ご飯を食べに来て暇(ひま)そうだ』って、『まぁ、いつもご飯を美味(おい)しそうに食べてくれるのは嬉しいけど』ってね♪

			　あなたの人となりは少し興味があったの。妹が、一人の人物について話すのは初めて……ではないけど、なかなかないことだし。アグレッシブな国王様っていうのにも、興味があったしね。今日会えて、よかったと思うわ。素敵な方だとわかったし。それに……、急に人の胸を鷲(わし)掴(づか)みにするような、剛(ごう)毅(き)な人だってこともわかったしね♪」

			　おどけたように、カイルのことを評価するウシン。その瞬間、神の威(い)厳(げん)はどこかへ消え去っていた。

			「いや、あれは不可抗力で……」

			「あんなに強く掴まれたことなんて、今までなかったわ……。もう少し優しく扱わないと、女の子には嫌われてしまうわよ？　まぁ、なかには強く掴まれるのがいい、という娘も……」

			「いや、だからあれは……」

			　国王をここまでいじることのできる人物も、珍しいのではないだろうか？

			　まあ、ウシンはこの世界の人間ではないし、ましてや人ですらないがな……。

			　放っておけば、それこそ１時間でもいじり続けるんじゃないだろうかと思える２人のやり取りを止めたのは、リリカの一言だった。

			「あの～カーラちゃん、ちょっといい？　うちの旦(だん)那(な)の話だと、確か元彼に会いに来てるんじゃ？」

			「え、元彼？　なんですかそれは？」

			「いや、カーラちゃんが、１年に一度必ず元彼に会いに行くって話をね、ちょっと小耳にはさんだものだから……」

			「あー、そういうことですか……。元彼ではないですが、男性には会いに来てますね」

			「その男の人っていうのは……」

			　どこ？　とでもいいたげなリリカを制すように、カーラは先ほどカイルが三角飛びに使った石を指差す。

			「あれです」

			「？　石？」

			「正確にはあれの下ですね。今はもう生きていないんですよ」

			　――その場に、なんともいえない空気が流れた。

			「えっと、ごめんなさい。変なこと聞いちゃったわね」

			「別にいいですよ」

			「えと、じゃあなんでここに来てるの？」

			「あぁそれは、……この人は私の原点であり、私たち姉妹(しまい)を結びつけるきっかけになってくれた人なんです。今でこそそうでもありませんが、仲が悪かったんですよ、私たち姉妹(しまい)は……」

			　リリカの質問に、即席で話を組み立てていくカーラ。カイルをいじり終えたのか、ウシンが援(えん)護(ご)射(しや)撃(げき)に入ってくれた。

			「彼は私の元彼でね、妹と上手く行ってないことを相談したら、『俺に任せとけって』って言ってくれて……。妹とはそこから関係が修復できたというか、スタートしたというか」

			　即席の話のくせに、ウシンの説明はどこか不思議な説得力があった。

			　リリカはほとんど疑問を持つことなく、納得してしまったようだ。ちらっとだが、神力の放出があったので、神様パワーを使ったのだろう。

			　てか、こんなところで最高神の神様パワーを使うなよ……。

			「だから、彼……リュータの命日とカーラの誕生日が重なったときは、どうしようかと思ったわ……。私だってすぐに立ち直れるわけじゃないから、最初のころはつらくて……。

			　せっかく仲良くなったのだから、カーラの誕生日を祝ってあげたかったけど、そのたびに彼のことも思い出してしまうし……。でもそんなとき、カーラが『毎年ここで誕生パーティをすれば、リュータさんも喜んでくれる』って言ってくれたから……。それからは、必ず毎年来てるのよ」

			　しんみりと語り、少し涙ぐみ、目尻をぬぐうような仕草を見せるウシン。

			　こいつ、演技が無茶苦茶上手い。

			　即席で作ったわりには、ものすごく深い話になってしまった。リリカとディックの頬には、一筋の涙のあとが。

			　すまない！　超即席作り話なんです。そんな設定はないから。

			　カーラは、心のなかで謝った。

			「そうだったのか……。うおぉぉぉぉぉぉ！　カーラァァァァァ、すまないぃぃぃぃぃぃぃ」

			　カイルは大号泣だった。ちょっとうっとうしい。

			「はいはい、カイル……、泣かない泣かない。……っと、もういい時間ね、そろそろ帰ろうかしら」

			　説明で意外に時間が経っていたようだ。そろそろ帰らないと、日が暮れる前に王都に着けなくなってしまう。

			「そうね、私もそろそろ行くわ。また来年会いましょう。それじゃ☆」

			　バビュン！　と音を残し、ウシンは遥か遠くまで飛んでいった。

			　一瞬で、米粒のようなサイズになってしまった。それなのに、立っていたあたりには少し砂(すな)埃(ぼこり)が立っただけという身体能力だった。

			　そんなウシンの人間離れした行動に、カーラは内心ひやひやものだった。

			　しかしその場にいた他の人たちは、『あの身体能力……、やっぱりカーラのお姉さんだなぁ』と間違って理解をしていた。

			　

			　王都への帰りの道中で、カイルが口を開いた。

			「ふぅ、別に昔の男を一(いち)途(ず)に思っていたわけじゃないのか……」

			「だから……、ディックにも言ったと思うけど、別に一(いち)途(ず)とかじゃないわよ。それよりカイル、こんな時間まで遊び歩いて、政務はどうしたの？」

			「政務は今日、休みになったんだよ。だから宿に遊びに行ったらいねーし……。それよりも、よかったぁ～。昔の男に、まだ未(み)練(れん)があるとかじゃなくて……。よし、カーラ、帰ったら結婚しよう」

			　いつもと同じセリフを、いつもより真剣な表情で言うカイル。

			　まぁ、カーラの答えは決まっているが。

			「休み？　そうだったの？　意外ね」

			　カーラは、冷ややかな目でカイルを睨(にら)む。

			「それと、人の姉の胸をいきなり鷲(わし)掴(づか)みにする人とは、結婚できないわね」

			「……だから、あれは不可抗力だと何度も言ってるじゃないか。はぁ、やっぱり今回もダメだったか……。今日はバカップルが一緒だから、いけるかと思ったんだが」

			　魔物を葬(ほうむ)りながら後ろを振り返るカイル。つられてカーラも後ろを振り返る。

			　そこには３人で手をつないで笑顔で歩く夫婦と娘の姿があった。

			　非常に微笑(ほほえ)ましい光景である。襲いくるモンスターが、アイカちゃんの見えないところで的確に処理さえされていなければ……。

			　

			　後日、ウシンから届いた手紙には、『あの即席設定をカーラちゃんの人物設定として採用したから☆』といった内容が書かれていた。

		

	
		
			　

			～その５　男、ふたり～

			　

			　それは、ある日の夕方頃、突然現れた。

			　――カランッカランッ。

			「いらっしゃいませ、『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』へ。ご宿泊ですか？　それともお食事でしょうか？」

			　来客を告げるベルがなり、カーラは、いつもより少し客の入りが早いな～と思いながらも、接客に出た。

			　入ってきたお客様を見てみると、２人組の冒険者と思われる男性であった。

			　一人はカーラの顔を見ると、そのままにこやかに喋(しやべ)りだし、もう一人は下を向いてなにか考えているようだった。

			「いや～ごめんね～。他の宿がいっぱいだというもので。ギルドで訊(き)いてみたところ、こちらの宿は今日はすいてるらしいと聞いたものでね。

			　それにしても女将(おかみ)さん、綺(き)麗(れい)な人だね～。こんな寂(さび)れた宿じゃなくて、他の大きな宿に行けばいいのに」

			　喋(しやべ)りかけてきた男性は、にこやかではあるが、いきなり失礼なことを言う。もう一人は、まだなにかを考えているようだ。

			　カーラの問いかけになにも答えていない……。

			「いえ、私にはこのくらいの宿のほうが合っていますし……。それよりもご宿泊ですか？　他の宿がいっぱいだったと言っておられましたが……」

			「そうなんですよ、他の宿がね、なのでこちらの宿に……なに？」

			　やっと引き出した答えを聞いた限りでは、彼らは泊まりたいようである。

			　正確には、話していたほうの男性が後ろの男性に話しかけられて振り返ってしまったので、「泊まる」とはっきり聞いたわけではなかった。

			　ただ、話の流れから、彼らは泊まりたいのだろう、とカーラは判断した。

			　カーラは、宿の台帳に記入してもらおうと台帳とペンを差し出した。

			　男性たちの話も終わったようで、最初に話しかけてきた男性が声をかけてきた。

			「いや～。それにしても女将(おかみ)さんは綺(き)麗(れい)ですね～、いやほんと。女神のようですね～。この宿は『女神の宿』!!　なんちゃって。でも、ほんとに綺(き)麗(れい)ですね～。どうです？　僕とお付き合いでもいたしませんか？」

			「申し訳ございません、そういったお誘いは受けないことにしておりますので……。あの、お泊まりでよろしかったんですよね？　お泊まりにならないのでしたら、申し訳ございませんがお帰りください。それともお食事ですか？　それなら少し待っていただければ、すぐにご用意いたしますが？」

			「いえいえ、少し相方の方が渋ってましてね、それで……なに？」

			　相方とやらに呼ばれた男性が、後ろを向く。

			　いやいや、後ろの奴……、今、私とこの人がしゃべっているのだから、空気を読めよ……。

			　カーラは内心でそんなことを思っていた。

			　後ろから話の腰を折る男に、カーラは少しばかりイラッとしたが、男性２人は気にせず会話している。

			　どうやら、宿に泊まる泊まらないでもめているようだが、他に宿がないならここに泊まるしかないだろうと、カーラは台帳のページを開いて用意した。

			　台帳も、すでに３冊目が終わろうとしていた。２年足らずで３冊が終了とは、なかなかにいいペースである。

			　そろそろ新しい台帳を用意しなければ……。

			　カーラは、ふと目の前に立つ男性たちを見た。

			　そういえば、イタリア人の男性は、女性に声をかけることは当たり前だとして、ナンパすることを当然のように考えている節があるらしいが、異世界人はどうなんだろうな？

			　ディックといい、この男性といい、女性を見たら綺(き)麗(れい)だね～って言葉しか、しゃべらなくなるんじゃないか？

			　などと馬鹿なことをカーラが考えていた、そのとき……。

			「ちょっといいかな？」

			「……？　はい？」

			　先ほど話しかけてきた男性が声をかけてきたので、カーラはそちらを向いたのだが……。

			　目の前に、鈍く銀に輝く先端の尖(とが)った物体をスッと突き付けられた。

			「これがなにかわかるかな？　その美しい顔に傷を付けられたくなければ、売り上げすべてを出してもらおうか」

			「……え？」

			「おや？　聞こえなかったのかい？　店の有り金を出してもらおうか。おっと、抵抗しようとしても無駄だよ、僕はこう見えてレベル43の冒険者をやっていたこともあるからね。それに後ろのこいつは、魔法をいつでも撃てる体勢を整えているし、無駄な抵抗になるだけさ」

			　カーラにナイフを突きつけた状態で、下品な笑顔に変わる、お客様改め強盗２人。丸腰のカーラに武器を突きつけているので、勝利を確信しているようだ。

			　まぁ、カーラが持っている装備は台帳とペンなので、仕方ないといえば仕方ないか……。

			「あの～、お泊まりでは？」

			「はッこの状況でなにを言ってるんだい？　馬鹿なのか？　早く金を出せば痛い思いをしなくて済むんだからさ。言っておくけどこのナイフは脅(おど)しじゃないよ、れっきとした本物さ。さぁ、わかったら早く金を出すんだ、後ろの彼は、僕ほど気が長くないからね……、いつ魔法をぶっ放すか解らないよ？

			　それともなにかい？　僕の女になる気になったかい？　それならそれで僕はかまわないのだけれど」

			　などとのたまいはじめた男。

			　勝利を確信し、調子に乗ってしまったようである。

			　あ～なんと言うか、なんとなくわかってはいたのだが、本当にこの様にテンプレな手段で強盗に来るとは思わなかった。

			　

			　カーラががなぜ、彼らが強盗だとわかったのか――。

			「他の宿がいっぱいだったので、こちらの宿を紹介されてきた」

			　最初に話しかけてきた男はそう言っていた。まぁ、パッと見、どう見ても余り繁(はん)盛(じよう)している宿には見えないから仕方ないといえるか……。

			　しかし、『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』は、これでも王都で１、２位を争う評判の宿屋なのだ。

			　最近では、カーラの宿に泊まれないから、仕方なく他の宿に泊まるお客様もいる。唯一、『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』と人気で肩を並べるのは、『歓(かん)喜(き)の庭(てい)園(えん)亭(てい)』ぐらいのものだろう。

			　なので、最初の一言目から、男たちの目的はわかっていたようなものなのである。

			　しかし、どうしようか……。

			　やはり、遠くからわざわざ来ていただいたお客様に、手ブラでお帰りいただくのは心苦しい。以前から少し考えていたことではあるが、宿を増(ぞう)築(ちく)でもするか？

			　でも、それでは私の負担が増えるしなぁ。睡(すい)眠(みん)時間はウシンが勝手に増やしていくチートスキルでなんとかなりそうなので、削っても問題ないのだが……。

			　しかしなぁ、やっぱり自分の時間も欲しいしなぁ。

			　……。

			　……。

			　よし、やっぱり従業員を増やそう！

			　カーラは一人頷くと、そう結論づけた。

			　

			　カーラは、ナイフ程度では、傷ひとつ付けることのできないチートボディを持っているので、はっきり言って、脅(きよう)威(い)でもなんでもない強盗の対処よりも、これからの宿経営のことで悩んでいた。

			　なので強盗を前にうだうだと考えに考えた結果、以前より考えていた宿拡張計画を進める決心がついた。

			　黙り込んで考え込んでいるカーラを見て、カーラが急なことに頭が追いついていないとでも思ったのか、もう一人の強盗が話し出した。

			「まだか？　俺はこの新装備を試したくてたまらないんだ、ごねるようならぶっ放してもいいんだぞ？」

			　男の指には、不(ふ)釣(つり)合(あ)いなほど細かく細工の施(ほどこ)された指輪が装備されていた。

			　その指輪は、どこか見覚えのあるものだった……。

			　見覚えのある指輪を装備した男が、魔力を高めている。

			「やはりこの道具はすごいな……、ＭＡＴ（＝魔法攻撃力）が40程度しかない俺が、英雄クラスと同程度の魔法が撃てるようになるんだからよ」

			　はぁ。馬鹿な冒険者ほど、強い道具を持つとすぐに使ってみたくなるようだな。それもこんなくだらないことに……。

			　あれじゃぁ、道具が可哀想(かわいそう)だ。昔来た魔装具屋の娘は、もっとましな使い方をしていたんだけどなぁ。

			　……それと、自分の身の丈(たけ)に合った道具を使わないと、暴発の危険性もあるってのに、わかってるのかねぇ？　ちょっと教えてあげたほうがいいのかな？

			　カーラは、憐(あわ)れむような表情で２人の強盗を見た。

			　男の指にはまった指輪に心当たりのあったカーラは、それがどういう効果を持つものであるかも理解していた。

			　道具のことをしっかりと理解せずに使うと、手痛いしっぺ返しを食らうこともあるので、そのことを一応教えておこうと思った。

			「あの～」

			「お？　どうした？　金を出す気になったかい？　それとも僕の女に……」

			「いえ、どちらもありませんが……、それよりも魔装具は、自分の身の丈(たけ)に合ったものをお使いにならないと危険ですよ？　その魔装具は、レベル50以上の方が対象の魔装具ですよね？　すぐにはずしたほうがいいと思いますが……」

			　男の持つ指輪は、いわゆる装備制限のあるアイテムである。

			　普通のＲＰＧならば【装備不可】という言葉で済まされてしまうものだが、現実世界と入り混じったこの世界では、少し違うのだ。

			　ま、装備するだけなら、誰にでもできる。ただし制限を突破できていないと、ペナルティがある、という備考が付くが……。

			　制限を知らずに装備してペナルティ発動、なんてことはよくある。手痛いしっぺ返しとは、そのペナルティのことでもある。

			　相手の反応はなんとなく予想できるが、カーラはとりあえず忠告してみた。

			「うるせぇ！！！　黙りやがれ！！！　ぶっ殺すぞてめぇ！！！」

			　やっぱり、反応は予想通りであった。もはや、はずすことが難しいほど予想通りであったと言ったほうがいいかもしれない。

			　男は魔(ま)導(どう)師(し)なのだろう。

			　魔(ま)導(どう)師(し)なら、平均でもＭＡＴ50以上はあるはずなのだ。

			　だが、この男は40程度と言っていた。たぶん自分の魔力のなさにコンプレックスがあり、それを解消する魔装具が見つかったので、いい気になっているのだろう……。

			　せっかく手に入れた力を、いきなりはずしたほうがいいなんて言われたら、コンプレックスの強い奴ほど怒るのは当然だ。

			　まぁ、どんな理由にせよ、周りに迷惑をかけて良い理由にはならないがな。

			　さて、この２人、どうしようか？　とりあえず聞いておかないといけないことがあるので、聞いてみるか……。

			　カーラは２人のほうを見た。

			「はぁ……、売り上げを持って行ってどうする気ですか？　それと、お金を出したら私は助かるとでも？」

			「お金をどうするかは、あなたには関係がありません。気にせず有り金すべてを出せばいいのです。それと、お金を出していただければ、命は保障しますよ。僕もあなたほど美しい人を失いたくはありません、アジトに連れ帰って、そうですねぇ……、僕の専属奴(ど)隷(れい)にでもしてあげますよ。うんうん、実に良い案だ。どうです、いい条件でしょ。

			　お金を出して僕専用の奴(ど)隷(れい)として生きるか、お金を出さずここで死ぬか、こんなにもたくさんの選択肢に恵まれるなんて、あなたは幸せモノですねぇ」

			　ニヤニヤと、いやらしい笑い方をする強盗その１。勝利を確信した奴らの笑い方は、どれもこれも同じだ。

			「……それは、ありがたくもなんともないですねぇ。どちらも気分が悪くなるような提案ですしね。まぁ、本当にどちらか一方を選べと言われたら、間違いなく後者を選びますが……。

			　う～ん、そうですねぇ。……よし！　お２人にはお城の牢(ろう)屋(や)ですごしていただきましょう」

			　胸(むな)糞(くそ)の悪くなりそうな男の言葉に、カーラは最大限の嫌味をもって返す。

			　そして、さも名案が閃(ひらめ)いた、といった様子で、牢(ろう)屋(や)に放り込むぞコノヤロー宣言をぶちかましたのだ。

			　カーラは、持っていた台帳記入用の羽ペン（インクを付けなくても文字が書き続けられるという、原理不明のチートアイテム）を構える。

			　もちろん書けるほうは相手に向けたりはしない。尖(とが)っていて危ないからね。

			　その構えを見た強盗２人は大笑いしだした。

			「あっひゃっひゃっひゃっ！！！　この女、戦う気だぜ!!」

			「ふふふ、そのようです。抵抗する女性を自分好みに調教していくのは、私の大好物です。そのままどんどん、無駄な抵抗でもしていただきたいですねぇ」

			「けっ！　相変わらずお前の趣味はわからん。まぁ、俺の魔法で骨まで消滅してしまうかも知れんがな」

			「お手(て)柔(やわ)らかに頼みますよ？　少しでも生きていれば、回復の秘薬でいくらでも直せるのですから」

			　下(げ)卑(び)た笑いを見せる強盗たち。なんでもいいから早くしてほしい。そろそろ本当のお客様が来てしまう時間だ。

			　カーラはそんなことを思いながら……。

			「はぁ……、御(ご)託(たく)はいいので早く、その頑張って頑張って、努力の末、身に着けたけど、あまりの威力の低さに馬鹿にされ続けて、ようやく手に入れたアイテムでやっとまともな威力になったから、これから俺を馬鹿にした連中に仕返ししてやろうと思うんだけど、やっぱり本当にすごい威力が出るのか不安だから、適当な奴に使って確かめてからにしようと考えないといけないほどのヘナチョコ魔法を撃ったらどうですか？　ＭＡＴ40程度の、雑(ざ)魚(こ)魔術師さん」

			　あえて挑発した。

			「！！！　てめぇ！　死ねや！　火(ファイア)！！！！！」

			　育成学校で一番最初に習う超初歩魔法が、相手から飛び出した。

			　この世界で魔法を放つうえで重要になってくる要素は、イメージ、魔法文字、呪(じゆ)文(もん)、精神力の４つがある。

			　イメージは、言葉のまま。術者のイメージが明確にできるほど、威力が上がる。

			　魔法文字とは、漢字のこと。先ほど男が使った魔法でいくと、【火】が魔法文字になる。

			　呪(じゆ)文(もん)とは、起こしたい現象を言葉にすること。先ほどの男の魔法なら、【ファイア】が呪(じゆ)文(もん)だ。

			　イメージを明確にするために、詠(えい)唱(しよう)を行う魔導士もいるが、よほどの大呪(じゆ)文(もん)を使う場合に限られる。初歩魔法では、基本的に発動部のみを詠(えい)唱(しよう)することが多い。

			　最後に精神力。これはＭＰのこと。

			　これらの要素を合わせることで、魔法はほぼ確実に撃てる。素(そ)養(よう)により、威力の増減はあれど、基本的には誰もが使える技能である。

			　男の使った魔法は、魔装具の効果で、とても初歩魔法とは思えぬ巨大な炎の塊(かたまり)になっている。それが、カーラのほうに向かっていく。

			　しかし……。

			「……はぁはぁ、ひゃは！　……はぁ、俺を、バカに……し……やがった、報(むく)いを……はぁ、受けろ！！！！！」

			　身の丈(たけ)に合わせずに、強引に高威力な魔法を使ったせいで、精神力をごっそり持っていかれた雑(ざ)魚(こ)魔導士の男。

			　やはり、レベルに合っていないせいで、上手く機能していないようだ……。

			　だから忠告したのに。

			　息も絶え絶えな魔導士の男の横では、まったく残念そうではない様子で、もう一人の男が頭に手を当てて呟(つぶや)いていた。

			「あぁ、あれでは言っていた通り骨も残りませんねぇ。まことに残念ですが、これも挑発したあなたが悪いのですから、仕方ありません……」

			　真っ直ぐに、カーラに向かってくる炎の塊(かたまり)。このまま近づいてこられては、カーラはともかく、台帳は燃えてしまう。

			　台帳は、カーラにとって命の次に大事な物。万が一燃やされでもしたら、カーラは宿をやめるだろう……。

			　仕方ない……、炎消すか……。なにがいいかな？　あっ！　あの魔法にしよう！

			　カーラは決断をした。

			　魔法文字と呪(じゆ)文(もん)の組み合わせで発動する魔法であるが、魔法文字＝漢字、呪(じゆ)文(もん)＝英語であることが多い。

			　だが、それだけではない。

			　この世界の魔法発動の法則は、【漢字】+【厨二的読み方】なのである。

			【天獄門】とかいて、『ヘブンリーゲート』と読んだり、【永久凍結地獄】と書いて、『コキュートス』と読んだりしても魔法は発動するのだ……。黒歴史を刺激される、とてもひどい魔法発動法である。

			　とても恥ずかしく、大声で言うことはできないので、カーラは静かに呟(つぶや)いた。

			「『極重圧殺領域(デツドリー・プレツシヤー)』」

			　これは、指定の空間に入ったものを、原子レベルまで押しつぶす、重力の力場を形成する魔法だ。大体、ＭＡＴ２００ぐらいあれば撃てるが、ＭＡＴのＭＡＸが１００のこの世界では、カーラ以外は撃つことはできないだろう……。

			　カーラは、その魔法を相手の魔法と自分の射線上に配置する。目には見えない超重力の力場というところがみそである。カーラの魔法の力場に到達した相手の魔法は、巨大な炎が嘘のように一瞬で消滅した。

			　相手の言葉を借りるのであれば、まさに『骨も残さず消滅した』と言ったところか。

			「な!?　なに!?」

			　がっくりと膝を突きうなだれる、強盗その２。

			　精神力が尽きたのであろう。まぁ、魔法を途中で無理やりかき消されたのだから、仕方ないと言えば仕方ないのだが……。

			　強盗その２は、もう立ち上がれないだろう。

			「あぁ、だからご忠告差し上げましたのに……。身の丈(たけ)に合わない装備を使用するから、そんなことになるのですよ？　これからは、そんな装備に頼らず自分の力で成長するように努力してください。

			　あなたであれば、死ぬ気で修業すれば、ＭＡＴ43程度までは伸ばせると思いますよ。それでも、一般の魔導士の方には遠く及びませんが……」

			　カーラの言葉を聞いた強盗その２は、ピクリとも動かなくなった。

			　強盗その２は、魔法の無駄撃ちによる精神力の消費で、力尽きたのだった。さすがに焦ったのか、なにが起きたのかも確認せずにもう一人が突っ込んできた。

			「!?　なにをしたか知りませんが、覚悟してください、このミスリルナイフは、どんなものでも切り裂くことができるのです」

			　距離を一瞬で詰めてくる、強盗その１。手にはミスリルナイフをしっかり握っている。

			　なにが起きたのか確認しないまま、カーラに攻撃を仕掛けてきたことについては、もう一度、冒険者学校でしっかり危機管理について学んで来い、と言いたいところだ。

			　ただ、数歩分の距離を一瞬で詰めた脚力は、それなりに評価してもいいと思う。

			　しかし、なんでも切り裂くミスリルナイフって……。

			　カーラは冷静にナイフを見た。

			　カーラの目の前まで距離を詰めた強盗その１は、ナイフを突き出す。

			　突進の勢いを殺すことなく、ミスリルナイフを振るう。ナイフの軌(き)道(どう)が一直線にカーラの心臓を狙(ねら)っている。かなりの訓練を積んできたのだろう。

			　伊(だ)達(て)に、レベル43の冒険者をしていたわけではないようだ。

			　このままナイフで刺されたとしても、最高神チートのボディを誇(ほこ)るカーラには、傷ひとつ付けることはできないだろう。

			　ただ、今日着ている服はその限りではない。

			　それなりの衝撃に耐えられる素晴らしい素材を使い、一着一着丁(てい)寧(ねい)に作った一品なので、そこいらの鉄の鎧(よろい)よりは頑(がん)丈(じよう)だとカーラは自負していた。しかし、さすがに『なんでも切り裂くミスリルナイフ』を防げるかどうかは、わからない。

			　丁(てい)寧(ねい)に作った一着なので、穴をあけられるのもしゃくだ。そこで、漫画やアニメの世界でよく見る『鍔(つば)迫(ぜ)り合い』というものをやってみようと、カーラは思った。

			　幸い、カーラはちょうどよさそうなものを持っていた……。

			　

			　――ぽふっ！

			　

			　なんとも気の抜けた音とともに、カーラはナイフをそらすことに成功した。よくよく考えたら、持っている道具に鍔(つば)がなかったので、『鍔(つば)迫(ぜ)り合い』はできないのだ。

			　カーラに向かって繰り出されるナイフでの一撃を、そらしたもの。そう、音からも察していただけるであろうが、それは台帳記入用にと用意していた『羽ペン』だった。
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			　羽は切り落とされることもなく、ゆらゆらと揺れている。

			「どんなものでも切り裂くとは、随(ずい)分(ぶん)、大きく出ましたね……。しかし、こんなペンすら切れないのですから〝なんでも切り裂く〟という言葉は、撤回したほうがよろしいんじゃないでしょうか？」

			　あまりのお粗(そ)末(まつ)さに、少しの皮肉と多分の挑発を込めて、カーラは男に言った。

			　悔しげに顔を歪(ゆが)めた男は、顔をうつむかせた。

			「……!!　かかりましたね！　そっちはおとりです！」

			　その一言とともに、ニヤリと顔をゆがめた。

			　どうやら、ナイフは注意を引き付けるためだけに使われたようだった。

			　改めてよく見ると、ナイフはミスリル製ではなくただの鉄、しかも硬度の低い軟鉄だった。

			　うまく塗装して、ミスリルに似せてあるようだ。パッと見では気が付かないだろう。

			　しかし、この程度の軟鉄では、かすり傷くらいしか負わせられないだろう。

			　カーラの服に傷をつけることも、できなかったかもしれない。

			　カーラにナイフが届く前に、ナイフが囮(おとり)であることをばらしてしまっている時点で、男に勝機などなかった。

			　そもそも、強盗その１はおかしいとは思わなかったのだろうか？

			　たとえ軟鉄といえど、ナイフとして作られた武器である。羽ペン程度を切り落とせないはずがないということに……。

			　まぁ気が動転しているのだろう。

			　強盗その１は、ナイフの材質を確かめているカーラの死角を衝(つ)くように、首を狙(ねら)って剣を振り下ろす。

			　まず、よけることなど不可能なタイミングだった。男のスキルの高さがうかがえる。

			　こんな技能があるならば、普通に冒険者を続けていても、十分、いいところまで行けただろう。

			　カーラは残念でならなかった。

			　完(かん)璧(ぺき)なタイミングということもあり、男の顔に笑みが浮かんでしまうのも、仕方がないことではある。しかし……。

			「まぁ、それもわかりきっていることではあるのですが……」

			「……え？」

			　

			　――ぽふっ!!

			　

			　男が振り下ろした剣は、カーラの首を弾き飛ばすどころか、首に当たる数十センチ手前で、またも羽ペンに阻(はば)まれた。

			「……は？」

			「囮(おとり)を使っての死角からの攻撃。卑(ひ)怯(きよう)者(もの)がよく使う手口です。なかなか洗(せん)練(れん)されていて、この手口をよく使っているのだということがうかがえます。殺気の放出も少なく、暗殺者にでもなれば、一流の下っ端程度の腕前にはなれるのではないでしょうか？

			　でも、いかんせん、私に当てるには遅すぎます。さらに言えば、あえて隙を作っていたのに、その隙に反応すらできていない様子。先ほどは一流の下っ端と言いましたが、そんな体たらくでは、暗殺者としても生きていけるかどうか……」

			「ば、馬鹿な……、この剣はナイフと違い、本当にミスリル製なんだぞ!?　岩をも断ち切ることが可能なのに、それがなぜ……」

			「……これからあなたには、お城の地下牢あたりで生活してもらうことになりますので、もう会うこともないでしょう。だから、ひとつ、いいことをお教えします。

			　この羽ペンは、ミスリル程度の武器では傷ひとつ付けられません。なぜなら……、『栄光の不死鳥』の羽で作ったペンですから。それでは強盗さん……、お城の牢(ろう)屋(や)で、とてもとても、反省してくださいね」

			　カーラはそう言うと、ゆっくりと男に近づいていく。

			　背中には仁(に)王(おう)のオーラを背負っていた。仁(に)王(おう)のオーラ……、人の恐怖心を煽(あお)るには、もってこいである。

			　一歩、また一歩と男に近づいていく度に、男の顔からは生気が抜けていく。

			　あまりの恐怖に耐えきれなかったのか、真っ青な顔で男は逃げ出した。

			「『閉(ロツク)』」

			　カーラは、魔法の呪(じゆ)文(もん)を呟(つぶや)いた。

			　これで、宿のドアは一切開かなくなった。

			　ドアに向かって急いでいた男は、カーラが呪(じゆ)文(もん)を使ったことに気が付いたのだろう。ドアをぶち破るために、体を丸めてぶつかっていく。

			　バンッツ!!

			　激しい音とともに、男がドアにぶつかる。が、ドアはびくともしない。

			　

			　――ガンガン!!

			　

			　ドアをぶち破ろうと蹴(け)り上げる男。しかしカーラの魔法によって、ドアはオリハルコンと同等の堅さになった。魔法金属【ミタールベロ】の出番である。

			　入ってくるときは、ただの木のドアだったのだ。強盗その２は、大層、驚いていることだろう。

			　さすがは【ミタールベロ】製!!　いい仕事をしてくれる。

			　強盗その２は、何度も何度もドアを破壊しようと試みた。

			　しかし、蹴(け)ろうが、体当たりしようが、ミスリルの剣で切り付けようが、びくともしないドアに、強盗その２は戸惑った表情を浮かべる。

			　そこに、ゆっくりと一歩ずつ近づいていくカーラ。もちろん、仁(に)王(おう)のオーラは忘れずに。

			　ドアが開かないことに業(ごう)を煮(に)やしていた強盗その２は、向かってくるカーラを思い出したのか、恐怖からいち早く逃れようと、窓に向かって駆け出す。

			　……まったく、往(おう)生(じよう)際(ぎわ)の悪い。

			　

			　――べん!!

			　

			　窓を突き破ろうとした強盗その２だが、逆に窓に跳ね飛ばされ、床を転がるはめとなった。

			「なっ……!?　なんだこのガラスは……」

			　もうそろそろ気が付いてもいいと思うのだが、男の頭に、そんなことを考える余裕はないようだ。

			　常識を超えた出来事は、男から正常な判断力を奪っていった。

			「それはガラスではありません」

			　ゆっくりと近づきながら、カーラは告げる。

			　男の顔には、『聞きたい、でも聞きたくない』といった葛(かつ)藤(とう)の表情が浮かんでいた。

			「これは、ガラスではなく……、ゴールヌイゴーネの鱗(うろこ)ですよ」

			　カーラは、コンコンと窓を叩きながら、男に見えやすいように窓を指す。そして一瞬で近づき、耳元でネタばらしをした。

			　ちなみに今は、仁(に)王(おう)のオーラではなく、死神のオーラをまとっている。

			「な、なんなんだこの宿屋はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！！！！！！！」

			　カーラがぼそりと耳元で呟(つぶや)いた途端、大声で叫び出した強盗。

			　……ちょっとうるさい。さっさと黙らせるか。

			「では……、さようなら」

			　宿屋にこだましていた大絶(ぜつ)叫(きよう)は、その後、響くことはなかった。

			「……まったく、無駄な時間を過ごしてしまったじゃありませんか……。いろいろと散らかってしまいましたし、時間もあまりないですね。お客様のためにも、手早く掃除しなくては！」

			　手はじめに、カーラは男たちから取り上げたナイフを横に振る。

			　人外の速度で振られたナイフは、数(すう)瞬(しゆん)、次元すらも切り裂いたが、超絶の負荷に耐えきれず、虚(こ)空(くう)へと消えていった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「カーラ!!　おりますの!?」

			「いらっしゃいませ、『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』へ。……って、どうしたの、アンジェ？　そんなに慌てて」

			「いえ、宿を狙(ねら)った連続強盗事件の犯人らしき男たちが王都に来ている、とギルドで報告を受けましたものですから……。あなたも宿をなさっていらっしゃるから、一言ご忠告をと……。

			　って、なんですの？　この方たちは？　こんなところで寝ていたら、風邪をひいてしまいますわよ？」

			　勢い込んで入ってきたのは、冒険者学校時代にペアを組んでいた、アンジェリカだ。

			　酷(ひど)く慌てた様子で駆け込んできたものだから、どんな難事件が起こったのかと思ったが、どうやら、危機を伝えに来てくれたらしい。

			　学生時代から続く、よき友人である。

			「あぁ、その方たちは連続強盗犯ですね。王都に着いて一番最初に来た宿が、うちみたいですよ？」

			「まぁ、そうでしたの？　せっかくやり過ぎないようにご忠告申し上げようと思っていましたのに……、遅かったみたいですわね。それで、この方たちはどういたしますの？」

			　アンジェリカは、カーラの心配ではなく、強盗の心配をしに来たらしい。

			　……本当にいい友人である。

			「ここに置いておいても邪魔なので、お城に持っていってもらえると助かるのですが……、私はこれからお客様を迎えるために、いろいろと宿の準備がありますので」

			「わかりましたわ。この方たちは、このアンジェリカ・ホンデンクルフが責任を持ってお城に届けておきますわ」

			「ありがとう。よろしくお願いするわ」

			　アンジェリカは、いまだに意識の戻らない男２人を軽々と担(かつ)いで、宿から出ていった。

			　いまだに見慣れぬ光景ではあるが、ステータスの数値でいろいろと身体能力が決まるこの世界では、か弱そうに見える女性でも、大人の男性を軽々持ち上げたりできるのだ。

			　冒険者であるアンジェリカなら、大人の男性２人でも軽いものである。

			　お城へのお届け物も、アンジェリカのことだから確実に届けてくれるであろう。後でお礼にご馳走を作ってあげないと……。

			　さて、私も気合を入れて後片付けをしますか!!

			　カーラは大きく息をついた。

			　

			　その後、楽しそうに語らうカーラとアンジェリカの姿が、いつもより３割増で綺(き)麗(れい)に見受けられたとか。

		

	
		
			最終章　宿屋、はじめます

		

	
		
			　

			開業準備

			　

			　先日、冒険者をやめた。

			　別に、『冒険者を続けるのがしんどかった』とか、『冒険者でやっていけない』とか、そんなことを悟ったからではない。

			　私、カーラ・グライスは、もともと冒険者になりたかったわけではないのだ。

			　では、なぜ冒険者をしていたかというと、ちゃんとした理由がある。

			　この世界に来た当初、私にはこれといった目的はなかった。

			　漠(ばく)然(ぜん)としたイメージだけで、前の世界でよく読んでいたネット小説のような、内政チートでもやろうとは思っていたのだ。

			　ケンカとはほぼ無縁の世界で生きてきた私は、チートな身体能力をもらったからといって、いきなり無(む)双(そう)することができるとは思っていなかった。異世界に渡る際、最高神に適当に生きられるだけの能力をお願いしたのも、そのためである。

			　実際は、最高神の粋な計らいにより、チートすぎる身体能力と知識を得たのだが……。

			　それでも私は、無(む)双(そう)しようとは考えていなかった。

			　異世界で目覚め、一番近かったのが、この王都クランクランであった。

			　他にも、目覚めた場所から王都に行くまでの間に、小さな村などはいくつかあったようだ。だが私は、安定した生活やたくさんの仕事であふれているであろう王都を、目指すことにしたのである。

			　王都に着き、門番に王都を訪れた目的を尋ねられたとき、ふと思いついたのが、宿の経営であった。

			　

			　当時の私は、宿の経営がどれほどしんどいものであるか、ということは、一切考えていなかった。

			　まぁ、それも当然だろう。当時の私にとっての宿は、

			【カウンターのなかにいるスタッフに話しかける[image: yajirushi.png]宿台を払う[image: yajirushi.png]画面が暗くなり、軽快な音楽とともに夜が明ける[image: yajirushi.png]体力などが全回復している】

			　といったイメージしかなく、そこで働く人の苦労など考えていなかったのだ。

			　なので、時間にも余裕があり、裏でさまざまな秘密の開発（現代知識の流用）などを行っていてもばれにくいだろう、ということで、宿の経営をしようと思い至ったのである。

			　勘違いしていただいては困るのだが、理由があまりよろしくないからといって、テキトーに宿の仕事をやろう、などと考えていたわけではない。

			　そこは、真面目な社(しや)畜(ちく)人生まっしぐらな日本人であった私のこと、全力で宿屋に取り組むつもりであった。

			　だが、そう簡単にはいかないのが世の中である。私も壁にぶち当たったのだ。宿の経営には、資格が必要だという壁に……。

			　宿経営の資格は２点あり、どちらかを満たすことが最低条件であった。

			　

			　一つは、王都に５年以上住んでいること。

			　もう一つは、Ｂ級以上の冒険者であるということ。

			　

			　なぜこんな条件があるのか。その理由は、『信用』と『暴力』である。

			　宿という施設を運営するに当たり、この２点は避けては通れない道なのだ。

			　一つ目の理由は簡単だ。

			　王都に居を構えるには、税金を納める必要があるのだ。つまりは、５年間、一度も未納になることなく税を払い続けた、という『信用』を勝ち得るということ。

			　そして５年間、税を納めたものが商売をはじめる際は、王都騎士団が騎士を派遣し、数年の間、警護されるのだ。

			　その間にさらに強固な信頼関係を築き上げることで、住民全体から守られる店となる。こうして、『暴力』に対抗する手段も確保できるのである。

			　２つ目の理由。

			　最低、Ｂ級冒険者であるというのは、ギルドに、人格、能力、依頼達成力など、さまざまな観点から『信用』に値する、と認められた人物という認定証をもらうことである。

			　Ｂ級冒険者であるということは、危険なエリアを踏(とう)破(は)する強さも持ち合わせているため、『暴力』についても自力でどうとでもできる、という証なのだ。

			　なので、私は仕方なく冒険者になる道を選んだ。

			　早く宿をはじめたい、といった思いが強かったため、『依頼達成能力が認められれば、Ｂ級冒険者になるのは早い』という、当時のギルド受付嬢の口車に乗せられた。

			　まぁ、それはリリカさんのことなのだけど……。

			　あの人、真面目なときは、できる社長秘書然としてるのに、力を抜くと、急に近所のちょっかいをかけてくるお姉さんになるからなぁ……。

			　そのときだって、結構笑いながら教えてくれたし……。

			　

			　私はＢ級冒険者にまで上り詰めた。しかし、ギルドのごたごたに巻き込まれたり、半端に名前が売れてしまったために箔(はく)付け目的の挑戦者が多く来たりと、なかなか冒険者をやめる機会が見つからなかった。

			　それに辟(へき)易(えき)としていた私は、邪竜討(とう)伐(ばつ)という架(か)空(くう)の依頼を作成し、邪竜と相打ちになり死亡した、という悲劇をでっち上げ、それを噂(うわさ)として流した。

			　まぁ、私とかかわったことのある人からは、すぐに嘘だとばれてしまった。

			　結局、事実の説明を求められる結果になってしまったが、それは仕方ないだろう。

			　私のことを噂(うわさ)程度にしか知らない地方ギルドの人たちには、私の存在をおぼろげにすることができたので、作戦成功といえば成功なのだ。

			　長々と語ってしまったが、つまり私は宿をやるために、冒険者をやめたのである。

			　

			　さて。

			　今現在、私がなにをしているかというと、宿として使うことのできる物件探しである。

			　クランクランは王都ということだけあり、たくさんの宿屋がある。

			　また、数ある式典などの見物客を受け入れるための宿屋の増設を、王国主体で計画しているようで、宿にできる物件は腐(くさ)るほどあった。

			　だが、たった一つ、私が付けた条件のせいで、選べる物件数が数十件から数件へと減ってしまった。

			　その条件とは、『大通りの喧(けん)騒(そう)からはずれた場所にある』ということ。

			　日本人としてわびさびの世界で生きてきた私にとって、宿というものは、日常から離れた場所にあるもの、という認識があった。

			　なのでそんな条件をつけたのだが、宿というものが生活の一部にまでなっているこの世界では、私の考えは異端であった。

			　もちろん、そんなところに宿を作ろうなどという酔(すい)狂(きよう)なことを考える者はおらず、宿に向く物件などなかった。

			　正確に言えば、なかったわけではない。

			　ただ。今にも崩れそうなほどボロボロだったり、部屋によくわからない赤黒い染みがあったり、あからさまに妖(よう)気(き)を発しているモノがいたりと、どこもかしこもわけあり物件ばかりであった。

			　てっとり早く、土地を手に入れて宿自体を建てる、ということも考えられたが、それではすぐに宿をはじめることなどできないし、なにより、土地購入には条件が必要だった。

			　さすがは、現実世界とゲームの世界を合わせたように、ウシンによって作られた世界である。

			　なにがしかのフラグを立てなければ、イベントは進まない仕様になっているらしい。

			　面倒くさい限りである。

			「おや？　戻ってきたのかい？」

			「あらあら、カーラちゃんおかえり」

			　物件探しをあきらめ、仮の住まいとしている宿に帰ってきた。

			　宿の名前は『アスラ亭』。私のなんちゃってわびさび心をくすぐる、素晴らしい場所に店を構えていた。

			　冒険者時代にこの宿を見つけてから、他の宿には一切泊まらず、この宿を愛用していた。

			『歓(かん)喜(き)の庭(てい)園(えん)亭(てい)』も良い宿ではあるが、趣(おもむ)きのある『アスラ亭』には、遠く及ばないと私は思っている。

			　宿に入ってすぐ、２人の人物に声をかけられた。

			　この宿の主人である、タツオミ・ティレプーさんと、その妻、カエデ・ティレプーさんである。

			　２人とも元冒険者であり、世界各地を飛び回っていた経験からさまざまな情報をくれた。冒険者として初心者であった私や、私のパートナーとして一緒に戦った人たちにとっても、『アスラ亭』はとても有意義な時間を過ごせる場所であった。

			　この２人には、冒険者をやめ、宿屋をはじめるつもりであることは伝えてある。

			　冒険者時代から、この２人にはいろいろと相談に乗ってもらっていたこともあり、一応、ライバル関係になる前に挨(あい)拶(さつ)をしておこうと思ったからだ。

			　最悪、その場で叩き出されることも覚悟していたが、２人はそんなことはしなかった。

			「カーラちゃんの好きなようにすりゃあ、ええんじゃよ。誰も咎(とが)めん。じゃが、道を踏み外すようなら、そのときは責任をもってわしらが止めたるでの」

			「そうよぉ。気にする必要はないのよ。ここだけの話だけど、今はとてもライバルなんて呼べない『歓(かん)喜(き)の庭(てい)園(えん)亭(てい)』のご主人は、うちの常連さんだったのよ。よく、奥さんと一緒に泊まりに来てたわ」

			　なんて言いながら、私の宿経営を応援してくれただけではなく、密かな裏情報まで教えてくれた。

			　正直な話、冒険者時代からずっと使い続けているこの宿の２人に嫌われたくなかったので、内心、かなりホッとした。

			「ダメですね……。どこもかしこも条件のいい物件なんてないですよ……」

			　ある日、そんな２人に、あまりいい物件が見つからないことを正直に言った。２人には物件探しをはじめるときから、ずっと相談に乗ってもらっているのだ。

			　しばらく話しているうちに、ティレプーさんたちの顔が好(こう)々(こう)爺(じい)然(ぜん)としたニコニコ顔から、真剣な顔に変わった。

			「カーラちゃん」

			「はい？」

			　なにやら真剣な顔で問いかけてくるタツオミさん。

			「この宿を、継いではくれんかね？」

			　それは、私にとってはじまりとなる一言であった。

		

	
		
			　

			明日から開店です

			　

			　タツオミ・ティレプーは考えていた。

			　そろそろ潮(しお)時(どき)か……と。

			　タツオミ・ティレプーは冒険者であった。タツオミが全盛期のときにはギルドというものはなかった。適当な酒場に依頼を持っていき、その場に居合わせた客が仕事を受ける、といったシステムであった。

			　そのために依頼の達成能力、受注態度、報(ほう)酬(しゆう)の支払いなどにさまざまなトラブルが生じ、そのたびに力ずくで問題を解決する冒険者（当時は、代わりに冒険する者という意味で使われていた）が多く、冒険者のイメージはとても悪かった。

			　なかには、態度もよく、達成力に優れた冒険者もいた。タツオミは、そんな冒険者のうちの一人だった。

			　優れた冒険者にはリピーターが付く。リピーターたちは、自分の気に入った冒険者を指名して依頼を出すことが多く、そういったリピーターを獲得した冒険者を【名指し】と呼んでいた。

			　のちに、二つ名と呼ばれるものの前身である。

			　

			　タツオミが拠点としていた宿が、現在自分が経営している『アスラ亭』だった。タツオミは、前の経営者から引き継いだのだ。

			　なぜ引き継いだのかと聞かれることも多いタツオミだが、理由を挙げるとすれば一つ。

			　――思い出の宿だから。

			　であった。

			　妻のカエデ・イーハラとの出会いも、宿の併設酒場で依頼を取り合ったことが発端だった。告白したのも宿の裏庭である。もちろん、プロポーズも。

			　妻と出会い、戦いだけがすべてと思っていた日常を一変させてくれた宿であったため、なくなるのはさびしいとでも思ったのだろう。

			　気が付けば二つ返事で引き継いだことを、タツオミ自身、よく覚えているのだ。

			　

			　そうして宿を引き継いでから、数十年の年月が流れた。今では、あのとき宿を譲(ゆず)ってくれた主人よりも、年上になってしまった。

			　昔からそれほどお客は多くはなかったが、昨(さつ)今(こん)の宿屋建設ブームにより、客足はさらに遠ざかっていた。

			　さらに最近、腰を悪くしたらしく、重いものを運ぶのに苦労するようになった。

			　若いころは、巨大ゴーレムすら片手で持ち上げられ、【阿(あ)修(しゆ)羅(ら)】の二つ名で恐れられた冒険者であったのに、歳とは伝説すらも霞(かす)ませるものである。

			　自身の衰(おとろ)えを感じたタツオミは、最近は宿を手放すことを考えはじめていた。

			　そんなとき、宿の客としてやって来たのがカーラである。

			　一目見て、カーラが冒険者として別格なのだと気づいたのは、妻のカエデであった。

			　なにが違うとはっきりと言えるものではなかったが、雰囲気というかオーラというか、纏う空気が常人とは違っていた。

			　そんな話を妻から聞いたタツオミは、宿を引き継ぐときに聞いた話を思い出した。

			　曰(いわ)く、この宿は、王国誕生のときからあった。そして代々の宿の主人は、常連の客に宿を引き継いでいる。

			　経営を続けていると、急に宿の経営が厳しくなる時期がやって来るが、そのとき宿を引き継いでもらえる客は、なにやら人とは違う強烈な雰囲気を発している……。

			　前の宿の主人も、その噂には半信半疑ではあったが、タツオミが宿に来た瞬間に、悟ったのだそうだ。

			　昔の話を思い出し、タツオミはハッと気が付いた。自分の衰(おとろ)え、カーラの出現、そのすべてが昔聞いた話の通りだと。

			　これがそうなのだ、と疑う余地はなかったのだが、人となりもわからない人間には、うかつに宿を引き渡せない。

			　なにせカーラは美人ではあるが、一切表情を動かすことがなく、とても宿経営に向いているとは思えなかった。

			　それから、タツオミとカエデのカーラ観察がはじまった。

			　そして今日、ついにタツオミは動いた。２年ほど妻とともにカーラを観察し、出した結論である。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　結果、私はティレプーさんの話を受け入れた。

			　この宿が気に入っていたこともあるが、なによりも決め手になったのは、ティレプーさんがとてもいい人だということだった。

			　ティレプーさんには子供がおらず、私を本当の娘や孫のようにかわいがってくれていた。

			　恩返しの意味も込めて、ここで『引き受けない』などという選択肢は選べなかったのだ。

			　さらに幸運なことに、ティレプーさんが宿の基本的なことをいろいろと教えてくれた。本当にありがたい話である。

			　ただ、一つ残念なことは、『アスラ亭』という屋号を残せなかったことだろう。

			　王国法により、他人へ店(てん)舗(ぽ)移(い)譲(じよう)する場合は、屋号の変更を行わなければならないのだ。

			　親子間での移(い)譲(じよう)の場合は、屋号がそのままでも問題ないのであるが、他人への移(い)譲(じよう)となると、税金などの管理の問題で、どうしても屋号の変更が求められる。

			　納得はいかなかったが、決まりだというのなら仕方がない。

			　なにか名前を考えておかねば。

			　

			　それから数カ月。

			　宿に関する基本的なことをティレプーさんに習い、正式に引き継ぎをし、宿での食事に使うために考えておいた材料を各地に収穫しに行き、国王へのお目通しも終えた。

			　すでに宿の改装は終わっており、もう開店を待つだけとなった今日このごろ。

			「ほう、なかなか立派なもんになったじゃないか」

			「そうですねぇ。外観はそんなに変わっていない気がするのに、なぜかしら、すべて新しくなったような気がするわ」

			　そう言いながら、ティレプーさんたちが現れた。

			　さすがは元トップクラス冒険者にして、元宿の主人。一目で、宿の変化に気が付いたようである。

			「ありがとうございます。ティレプーさんのおかげで、こんなに良い宿が完成いたしました」

			　私はティレプーさんへの感謝の言葉を述べて、頭を下げた。本当に、感謝してもし足りないのだ。

			「いやいや、ええんじゃよ。この宿がカーラちゃんの手に渡るのは、たぶん運命じゃったんじゃと思うからの。それよりもカーラちゃん、宿の名前は決まったんかいの？」

			　宿の名前は。ちゃんと考えてあった。

			「はい。『竜(りゆう)帝(てい)の宿(やどり)木(ぎ)』です！　竜たちの王すらも泊まりに来る宿になるように、との思いを込めて付けました」

			「ほうほう、ええ名前じゃの」

			「ええ、いい名前ね。これからつらいことも多いでしょうが、頑張ってちょうだいね。呼んでもらえば、私たちもいつでもお手伝いに行くわ」

			　その言葉を残し、帰って行くティレプーさんたち。

			　ぶるりっという感動が、私の体を駆け巡る。

			　ティレプーさんは、引き継いだとはいえ、内装、外装、屋号に至るまですべて自分好みに変え、思い出を一切残さなかった私に対して、なおもこのような温かい言葉をかけてくれた。夕日に照らされながら去っていく２人の背中に、私は感謝の言葉を投げかける。

			　その瞬間、それまで一切動くことはなかった私の表情筋が動いた。きっと今の私の顔は、満面の笑みを浮かべていることだろう。

			　

			　さぁ、明日からついに開店だ。声高々に宣言しよう。

			『宿、はじめました!!』
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